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はじめに

「1億総 中流 」と呼ばれた横 並 びの画一 的 人 生 設 計 から、現 在 、個 人が 自 己責任 のもとに、多様

なライフスタイルを自由に選択 しうる時代 へと変 化しつつある。

人 生への 自由度が 高まる一 方で、少子 高齢 化社 会 の進 展 や産 業 ・経 済の構 造 的 変 化に伴 う雇用

形 態の 多様 化 ・流 動 化 等 の近 年の社 会 状 況は、将 来 に対 する不 透 明感 を増 大 させている。そのよう

な中で、自己を確 立 できず、自分の 意志 を明確 に示 すことができない社 会 的 に未成 熟な若者 が増加

し、晩婚 化 ・未婚 化 、フリー ターや早 期 離職 などの一 要 因となっていることが 指 摘 されている。自分 で

人 生をデザインすることが 求められる中で、これからの子 どもたちは、どのように 自分 を規 定し、また、どの

ような情報 に基づき自分 の人 生設 計を行うのか。子どもたちに学校教 育を通じて育成 できる能 力とは何

であるのか。教 育 関係 者 のみならず、保 護 者 、産 業界 からも、このような多くの問いが喚 起 されよう。

子どもたちの職 業観 、勤 労観 を醸成するために、文部 科 学省は平成14年11月 に「キャリア教 育の

推進 に関する総 合 的研 究協 力 者会 議」を設 置し、平 成16年1月 に報 告書r児 童 生徒 一人 一 人の勤

労観 、職 業観 を育てるたあに」を作 成 した。報 告書 では、「キャリア」とは「個 マ人 が生 涯 にわたって遂 行

する様 々な立場 や役 割 の連 鎖 及びその過程 における自己と働 くこととの関係 付 けや価 値 付 けの累積 」

と捉え、この「キャリア」の概 念 に基 づいて、「児 童生 徒 一 人 一人 のキャリア発達 を支援 し、それぞれにふ

さわしいキャリアを形 成していくために必要 な意 欲 ・態度 をそだてる教 育」一すなわち「キャリア教 育」を推

進 していくための基本 的な方 向にっいて提 言 を行 っている。

本研 究は、このような社 会 的状 況 ・背 景のもと、当研 究所 の政策 研 究課題 リサーチ経 費(平 成15～

17年 度)に より、子 どもから成 人 までを研 究 対 象とし、「キャリア」概 念の発達 過 程 を追いながら、その発

達を「社 会」と「個 人 」の相 互作 用 の視 点で捉え、最 終 的には、社 会 から個 人 への 支援 とじ(、何 が求

められているのかを明らかにしようとしたものである。

併せて、キャリア発 達 という現 代 的 教 育課 題 を中 心に据えながら、従 来 、児童 ・生徒(学 校教 育)と

社 会 人 を別 個 に対 象として調 査 ・研 究されてきた領 域 を縦 断 的に扱い、職 業のみならず 家庭 生 活 設

計 や人 生観 など個 人のライフコースを視野 に入れて生 涯 学 習体 系 化の意 義を探 ろうとじ(い る。

上記 の 目的を遂 行するために次の三つの調 査研 究を行 うことを企 画 した。

（1)児 童 ・生徒 のキャリア発 達に関する質 問紙 調 査

(2)成 人(高 卒以 降)の キャリア発達 過程 に関するインターネットを介 した質 問紙 調 査

(3)キ ャリア形 成に関するインタビュー調 査

(30代 後 半 から高齢 期 にわたる人 々で継 続 的な仕 事を持 ち様 々な領 域 で元 気に活躍 じている人

マを対 象にインタビュー・調 査)

本報 告書 は、上 記(2)の うちの、大 学生 を対 象とした調 査 研 究をまとめたものである。この研 究 による

調 査結 果、及 び知 見が 今後 の「キャリア教 育」の基 礎 的な資料 となれば幸 いである。

平成18年3月

国 立 教 育 政 策 研 究 所 長

矢 野 重 典
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1.調 査 の概 要



1-1調 査実施 の概要

国立教育政策研究所生涯学習政策研究部部長

山 田 兼 尚

1調 査の社会的背景

労働政策研究 ・研修機構は 「職業ガイダンスブ ック」(2004年6月)に おいて、近年の若者

の雇用をめぐる状況を次のように概観 している。

・新規学卒就職者の学歴構成の変化(高 学歴へのシフ ト)

1997～98年 を境に、大卒就職者数が高卒就職者数を上回るようになった。数の上では、学卒就

職者の主力は大卒へ とシフ トしつつある。

・求人の激減(量 的不足)と 人材需要の学歴間格差の拡大

高卒求人はこの10年 で約8分 の1に 激減 している。一方、大卒求人は高卒に比べて相対的に減少

幅が小 さく、就職の厳 しさに関して学歴問の差が拡大 している。

・正社員の減少、非正規雇用比率の上昇

企業が雇用拡大に慎重な姿勢を続け、正社員採用を絞 り込んでお り、将来の基幹労働力 となる

べき若年層(新 規学卒)の パー ト・アルバイ ト比率が上昇 している。

・学卒無業者、フリーターの増加

厳 しい就職状況を受けて、高卒時に就職希望から進学や無業へ と転 じる生徒も増えているが、

さらに進学率の上昇により増加 してきた大卒者等の相 当割合が卒業時点で無業 ・フリーター化す

る傾向がみられ る。

・高い離職率

職業に対する理解や 目的意識が十分でなかった り、希望通 りの求人がなく不本意な就職をした

りするケースが増えていること、また、職場自体も若者を育成する余裕 を失って魅力が減退 して

いることなどもあり、若者の職場定着への求心力が低下 しつつある。

・若年失業率の上昇

長期的に若年失業率の上昇が続いているため、職業経験や専門能力を蓄積できない若者が累積

し、その層が次第に上の年代に繰 り上が りつつある。

また、大学生独 自の課題 として、就職活動の長期化が指摘されている。

・就職活動の長期化

就職活動のスケジュールを学校側が把握 し易い高校生 と異な り、大学生等の就職活動は、競争

の激化 とともに長期化 ・早期化する傾向がみ られる。大学生の場合、3年 生の後半に就職活動が

スター トし、最終学年が始まる頃には事実上就職先が内定 している学生がいる一方、なかなか内

定が得 られなければ卒業間際まで1年 以上にわた り就職活動を続けるケースもあ り、学業への影

響だけでなく、時間的 ・精神的負担も大きい。

2調 査の目的/調 査対象者/実 施期間

上記のような社会的背景にあって、最近の大学生の就職活動の状況、希望職業、職業観 ・就

労観 ・人生観や職業・就職に関連する大学生活の過 ごし方、性格傾向等の実態 を把握す るために、

イ ンターネッ トによる質問紙調査を、平成16年7月 末に、大学4年 生を調査対象者 として実施 し

た(調 査票 「将来の職業についての調査」を参照)。
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1-2調 査結果の概要

国立教育政策研究所生涯学習政策研究部部長

山 田 兼 尚

1調 査対象者の属性

(1)性 別 ・在籍大学(設 置:者)(図1参 照)

回答の得 られた調査対象者数は、男子大学生(以 下一男子)383人(国 立130人 、公立21人 、私

立232人)、 女子大学生(以 下一女子)427人(国 立91人 、公立28人 、私立308人)人 で、その比

率を図1に 示 した。

これ らの対象者数の性別毎の設置者別の在籍率を平成 ユ6年 度の文科省学校基本調査の結果

(大学生合計の設置者別在籍比率)と 比較すると、男子では、国立 ・公立大学がやや多 く、私立

大学がやや少ない傾向にある(κ2検 定の結果で有意差が認められた)。 したがって、男子の結

果を解釈する際に、この点を考慮 して考察する必要があろ う。女子の場合は、男子のような傾向

はみ られていない。

図1性 別 ・在籍大学

(2)在 籍学科(図2参 照)

次 に調査対象者 の大 学にお ける在籍学科 の結 果 を示 したのが図2で ある。

在籍率 の上位3位 までに注 目す る と、男子で は、 「工学 系」が26%、 「経済 ・商学 系」が21%、

「情報学 系」 が12%で 、 これ ら三つ の学科 で全体 の約6割 を占めてい る。

一方
、女子では、 「経 済 ・商学 系」 と 「文 学系」が共 に14%、 「社会 学系」が9%で 、これ ら

の三つ の学科 で占める割合 は全体 の37%で 、女子 の在 籍学科 は男子 と比較 して多岐 に亘っ てい る

傾 向が伺 われ る。すなわ ち、他 の学科 の中で在籍 率が5%以 上であるのは、男子 で は、 「法学 系」

が9%、 「理学 系」が6%の2学 科 であるのに対 して、女子 の場合 は、r法 学 系」 と 「外国語学

系」が共に8%、 「工学系 」が7%、 「芸術学系」、 「情報学系」、 「教育学系 」が 共 に5%の

6学 科 である。
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図2在 籍学科

(3)出 身 地域分類(図3参 照)

図3に 調 査対象者 の出身地域分類 を示 した。

東京都(20%)、 神 奈川県(13%)、 埼玉県(7%)を 中心 とす る 「関東」地域 、大阪府(8%)、

兵庫 県(5%)、 京 都府(4%)を 中心 とす る 「近畿」地域 が多 く、これ ら2地 域 で、調査対象者

全 体の約7割 を占めてい る。 「中部 」地域 で多 いのは、愛知県(6%)で あ る。
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図3出 身地域

2就 職活動

(1)就 職活動の状況(問2一 図4参 照)

調査実施時期である大学4年 生の7月 末時点での就:職活動状況を図4に 示 した。

図4就 職活動の状況

・ 「就職活動終 了」 、 「就 職活動 中」 が共に、男女 とも約3割 であ る。

・ 「大学院進学予定」 は、男 子が3割 で、女子 の約2倍 である。

一5一



(2)内 定時期(問2一 図5参 照)

「就職活動」を終了した、すなわち就職内定を得た学年を図5に 示 した。

図5就 職内定時期

・大学3年 生の時期に就職が内定 した学生は、男女ともに約1割 である。

(3)就 職 活動 の内容:(問3一 図6参 照)

就職 活動 の内容 と して 、①エ ン トリーシー トの提 出、②会社説 明会(セ ミナー)出 席 、③筆 記

試験 、④OB・OGと 会 った(人 数)、 ⑤ 面接(集 団面接 、グループデ ィスカ ッシ ョンを含 む)し た

会社(の べ面接 回数)、 ⑦ 内定取得(数)を 取 り上げ、これ らの就職活動 のを行 った とす る回答

率(複 数 回答)を 図6に 示 した。

図6就 職活動の状況(「行った」の回答率)

・どの就職活 動の 内容 も、女子の方が 「行 った」 とす る回答率が男子 よ りやや高い傾 向にある。

す なわ ち、 「筆記試 験」、 「面接」、 「エ ン トリーシー トの提 出」、 「会社説明会 出席」は、女

子 の方 が6～7%高 い。

・上述 の ことは、女子 の方 が男子 よ り、就職がやや厳 しい ことを反映 してい るのか も しれ ない。

・就職活 動の 「経験無 し」と回答 してい る学生 は、 「現在行 っていないが これか ら行 う予定」や

大 学院進 学 ・留学 、教員 ・公務 員志望、資格取得、留年な どが主な理 由 となってい る。

一6一



①エ ン トリー シー トの提 出枚 数(問3一 図7参 照)

提出 したエ ン トリー シー トの枚 数 を図7に 示 した(男 女計で多い枚数順 に示 してあ る)。

図7エ ントリーシー トの提 出枚数

・エ ン トリー シー トの提 出枚 数は 、女子 の方が多い。

・女子 では、20枚 、10枚 が20%を 超 えてい るの に対 して、男子 は、5枚 が19%、10枚 が14%で

ある。

②会社説明会(セ ミナー)出 席回数(問3一 図8参 照)

会社説明会(セ ミナー)へ の出席回数を図8に 示 した(男 女計で多い出席回数順に示 してある)。

図8会 社説明会(セ ミナー)出 席回数
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・男女 共に10回 が最 も多 く15%強 である。

・男女 を比較す ると、男子 は5回 未 満が多いのに対 して、女子 は20回 、30回 が10%を 超 えてい

る。

③筆記試験受験回数(問3一 図9参 照)

筆記試験受験回数を図9に 示 した(男 女計で多い受験回数順に示 してある)。

図9筆 記試験受験回数

・男子 は5回 未満 が多い傾 向にあ るのに対 して、女子 は10回 、15回 、20回 が10%近 い。

④OB・OGと 会 った人数(問3一 図10参 照)

OB・OGと 会 った人数 を図10に 示 した(男 女計で多い人数 の順 に示 してある)。

図100B・OGと 会 った人数

・1人 あ るい は2人 のOG・OBに 会 った女子 は30%近 くあるのに対 して 、男子 のそれ は約20%

で あ る。
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⑤面接(集 団面接、グループディスカッシ ョンを含む)し た会社(問3一 図11参 照)

面接 した会社数を図11に 示 した(男 女計で多い会社数の順に示してある)。

図調 面接した会社数

・面接 した会社数は1社 ～5社 が男女共に概ね各10%前 後である。

⑥延べ面接回数(問3一 図12参 照)

延べ面接回数を図12に 示 した(男 女計で多い回数順に示 してある)。

図12延 べ面接回数

・男子で は、3回 、6回 が10%強 、女子は10回 、

⑦内定取得数(問3一 図13参 照)

内定取得数 を図13に 示 した。

1回 が10%弱 である

一9一



図13内 定取得数

・男女共に3社 までの内定取得者は約90%を 占めている
。

(4） 就職活動で苦労した事項(問4一 表1参 照)

「就職活動を行っていて大変だったこと」について自由記述により回答を求め、その分類結果

(複数分類あ り)を 、男女別に回答数の多い事項の順に表1に 示 した。また、男女計の割合の多

い順 に、 「対有効回答数」の比率を図14に 示 した。

表1就 職活動で苦労した事項
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表1よ り、次の よ うな点 を指摘す ることができ る。

・男子 の61% 、女子 の68%が 、一一つ以上の苦労 した事項 について記述 してお り(有 効 回答数)男

子 は平均 で1.1、 女子 は1.2の 事項 を記述 してい る。

・男 女共 に も、上位5位 に含 まれ る事項は同様で 、 「自己分析」 「交通費 」 「面接」 「時間管理 」

「選考試験」 である。女子 の 「エ ン トリー シー ト」 を加 え、 これ らの事項 はいずれ も10%以 上、

指摘 され ている。

・男子の場合、上記5位 までに指摘 されてい る事項 の回答数 に対す る割合 は69%、 女子 の場合 は、

上記6位 まで のそれ は78%で あ る。従 って、大学生 が就職 活動で苦労 した事項 は、男子 は上位 五

つの事項で約7割 、女子 は上位 六っの事項で約8割 を 占めてい るこ とにな る。

・5%未 満では あるが、 日頃 、着慣れ ていないrス ー ツ」や 「暑 さ」 の指摘 もみ られ てい る。

図14就 職 活動 で苦 労 した事 項

また 、 「大変だ った」 は、 この一語 に尽 き る とい う印象 であったの で、少 数 では あ るが、分

類項 目と して と りあげてい る。
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表2に 、男女共 に上位5位 までの分類事項 のそれぞれ の回答例 を示 した。詳細については、

pp.163-185を 参照 され たい。

表2就 職活 動 で苦労 した事 項 一回答例
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3就 きたい職 業 につい て

(1)就 きたい職業 の分類(問5一 表3、 図15-1、2参 照)

就職 しよ うとしてい る職業 を 自由記述 に よ り回答 を求 め、そ の分類結果(複 数分類 あ り)を 、

男 女別 に回答数 の多い職業の順 に表3に 示 した。また、男女別 に上位10位 まで の就 きたい職 業の

分類 を図15-1、2に 示 した。

表3就 きたい職 業 の分 類
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自由記述に基づいて職業の分類 しているので、具体的な職業名(仕 事〉、産業分類的なもの、

○○関係 としてま とめた分類 もあるので、必ず しも正確な職業分類 とは言えない。しか し、それ

だけ大学生に就きたい とする職業の捉え方に、あるいは近いのかもしれない。

図15-1就 きたい職業の分類/上 位10位 一男子

図15-2就 きたい職業の分類/上 位10位 一女子

表3お よび 図15-1,2よ り、次の よ うな点 を指摘す ることがで きる。

・男女 ともに80%以 上が就 きたい職業 を記述 している。複数 の職 業に分類 され ているケースは、

調査 時点で二つ以上 の:職業 に応募 してお り、その選考結果が未 だ不明の場合 である。複数分類 さ

れた ケー スは、男子 が3%、 女子が4%で ある。

「無効 回答」 は、 「答 えた くない」 、 「考慮 中」 、 「未定」 な どで ある。
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・男女 共に、就 きたい職業 の第1位 が 「コン ピュー タ関係 」になっているが 、これ は、本調 査が、

イ ンターネ ッ トを介 して実施 され た ことを考慮 す る必要が あろ う。

・上位10位 までの就 きたい職 業 に分類 され た比 率は、男子 が81%、 女子 が66%で ある。この こ と

は、男子 と比較 して女の方が 、就 きたい職 業が多岐に亘 ってい る ことを反映 してい る。

(2)そ の職業に就 きたい理由(問6一 表4参 照)

上記の職業に就きたい理由について、自由記述で回答 を求め、その分類(複 数分類あ り)を し

た結果を、男女別に回答数の多い順に表4に 示 した。

表4職 業に就きたい理 由
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また 、表5に 「大学 の専攻学部 ・学 科」、 「興味 関心」、 丁好 き」、 「対人関係 」 に分類 し

た回答例 を示 してあ る。

記述 され た理 由の文章 の中か ら、理 由の 「キイ」 とな りそ うな 「検索語 」を抽 出 して、それ に

よって、理 由の分類 を行 った。従 って、かな り類似 した分類項 目(理 由)も 見 られ る。例 えば、

「大学 の専攻学部 ・学科 」、 「興味関心」、 「好 き」、 「適性」、 「希望」、 「夢」、 「自己開

発 」 「憧れ 」な どは、 【自己実刻(自 分 の中にひそむ可能性 を自分で見つけ十分 に発揮 してい

くこ と。 また は、それ への欲求。 一広辞苑 による一)と い うよ うな上位概念 を分類項 目(理 由)

と して一括 す るこ とが考え られ よ う。

本 調査 の問15で 「就職先 を決 定す る際に重視す ることは何 か」 とい う教示文で、 「職業観」を

捉 えてい るので、それ との分析 と関連 させ て今後検討 を行 うこと とし、ここでは、大学生 の生 の

回答 に よ り近 い分類 として結果 を報告 す ることに止 める。

表5職 業に就きたい理由の回答例
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表4、5よ り次 のよ うな点 を指摘す るこ とができ る。

・男子 の79% 、女子の83%が 理 由を記 述 し、複数 の理 由を記 述 した ものは、男子が5%、 女子が

10%で あ る。

・男女共に、対有効回答 数対す る比 率が10%以 上 の理 由に注 目す る と、 「大学 の専攻 学部 ・学科」、

「興 味関心」、 「好 き」、女子 は、 「興味 関心」、 了大学 の専攻学部 ・学科 」、 「対人 関係 」で

ある。 「対人 関係」は 「人 と接 す る事 が好 き」とい う記述 が多 く見 られ る事 か ら、 「興味関心」、

「好 き」な どと同様の範疇 に入 ると考 え られ よ う。従 って、上位3位 に含 まれ てい る職業 に就 き

た い理 由 として、 【自己実現 】を志 向 してい る理 由が挙 げ られ てい る と言 えよ う。

・さらに、男女別 に上位10位 までの理 由に注 目す ると、その順位 は若干異 なってい るが、そ こに

含 まれ てい る理 由は、男女共 に同様 であ る。 「安 定」と 「社会的貢献」の二つ理 由 を除 いて、他

の理 由は 【自己実現】 を志向 してい る理由(「 適性 」、 「希望」、 「夢」 、 「自己開発」)と 考

え られ る。

・従 って、多 くの大学 生は 【自己実現 】を志向 してい る理 由で、職業 に就 こ うとしてい る と判 断

して 良か ろ う。

(3)理 想の職業か?(問7一 図16参照)

就職 しようとしている職業が、 「本当に就きたい理想の職業であるか」の質問の結果を図16

に示 した。

図16理 想の職 業か?

・男 女共に約70%が 「理想 の職 業」で 「あ る」と回答 してい るが、残 りの約30%は 「理想 の職 業」

では 「ない」あるいは 「無回答」であ る。 この ことは、職 業の 「ミスマ ッチ」を生み 出す 背景 と

な るこ とが予想 され よ うか。

(4)就 きたい職業 にっ いて重視 した情報源(問8一 図17参 照)

就職 しよ うとした職業 につ いて、22の 情報源 をあげ、それぞれ につ いて重視 したか否 かの2件

法(「 はい」 「いい え」)で 回答 を求め、その結果 を図17に 示 した(情 報源 は、男女計 で 「はい」

の回答率 の高い順 に示 してあ り、Z2検 定に よ り回答率 に男女 間で有 意差の認 め られた情報源 に

は、**(p〈0.01)、*(p〈0.05)を 記 してあ る)。

図17よ り、次 のよ うな点を指摘す るこ とができ る。

・どの情 報源 も女子の方が重視 した とす る回答率 が高 い。男女 間で有 意差が認 め られ た情報源 は

次の八つ である。

「就職情報サイ トで知 った」、「会社説 明会 ・セ ミナー」、 「企 業等のホー ムペー ジで知 った」、
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「そ の仕事 を して いる ところ を見た」、 「友だ ち との話で聞いた」、 「母親 にすす め られ た」 ・

「ボ ランテ ィアで体験 を した」、「母親 がその職 業に就 いてい る(そ の仕事 を してい る)」 ・「自

分 で考 えた」を情 報源 とす るこ とが適切 か とい う問題 もあるが、この回答率 が最 も高 く男女共 に

6割 を超 えてい る

・ 「自分 で考 えた」 を除 く と、 「就職 情報サイ トで知った」、 「会社説 明会 ・セ ミナー」 「企

業等の ホー ムペー ジで知 った」が、上位3位 を 占めてお り、いずれ も女子が40%前 後、男子

が30%強 で ある。 「就職情 報サイ トで知 った」、 「企業等 のホー ムペー ジで知 った」の回答

率が高い のは、本調査 がインターネ ッ トに よる調査であ ることの影響 を考慮 してお く必要 が

あろ うか。

図17就 きたい職 業 について重 視 した情報 源
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(5)就 きたい職 業 と両親 の職 業 との関連(問9一 図18参 照)

就職 しよ うとしている職業 が、両親 の職業 と同 じか否かの問 に対す る回答率 を図18-1に 示 し

た。 また 、同 じ場合、父母 の どち らと同 じかの問 の回答率 を図18-2に 示 した。

図哩8-1両 親の職業との関連

・男子 の7% 、女子 の8%が 、就職 しよ うとして いる職 業が、両親 の職業 と同 じであ ると回答 し

てい る。

・男子の全員が父親 の職業 と同 じで ある と回答 している。女子 は66%が 父親 の、56%が 母親 の職

業 と同 じであ ると回答 してい る。

(6)職 業 に就 きたい と思 った時期(問10一 図19、19-1、19-2参 照)

就職 しよ うと考えている職 業 に就 きたい と思 った時期 を尋 ねた結果 を図19に 示 した。

邸9職 業に就きた いと思 った時期

図18-2父 母の職業との関連



・男 女間 の回答率の差 は小 さく
、男女共 に50%以 上が 「大学 に入 ってか ら」、 「高校 に入 ってか

ら」 が17%前 後 で ある。

・ 「小 学校 に入 る前か ら」考えていた とす る回答 は2%未 満
、「 小学校 に入 ってか ら」は男子が

3%、 女 子 が6%で あ る。

次 に、高校 、大学の どの学年か をみ たのが、図19-1(高 校)、 図19-2(大 学)で あ る。

図沿 一1職 業 に就きたいと思った学 年(高 校)

・高校 では、男子 は2年 生 の時期(54%)、 女子 は3年 生 の時期(45%)が 最:も多 い。

・大 学で は、男 女共 に3年 生 の時期 で50%が この時期 に就 きた い職業 を考 えていた とい う結果 で

あ る。

(7)職 業 に就 くた めに行 った(行 っ てい る)努 力(問11一 図20参 照)

就職 しよ うと してい る職業 につ くために どの よ うな努力 を行 った(行 って いる)か を把握す る

ため に、10項 目を用 意 し、それ らにつ いて 「とて も努力 してい る」 「まあ努 力 してい る」 「あま

り努 力 していな い」 「全然努力 していない」の4選 択肢 で回答求 めた。結果 を図20に 示 した(男

女計 の 「とて も努力 してい る」の回答率 の多 い順 に項 目は並べ替 えて ある。

・回答 率の男女差 につ いて、Z2検 定 によ り検討 した ところ、 「6)専 門的 な技能や技術 をみ

が く」・ 「9)ス タイルや容姿 を良 くす る」の2項 目において有意差(P〈0 .05)が 認 め られ た。

す なわち項 目6で は男子 の方 が、項 目9で は、女子の方 が努力 してい る傾 向にある。他の8項 目

にお いては 、男 女差は認 め られな かった。

・ 「とて も努 力 してい る」の回答率 の最 も高い項 目は
、 「1)情 報 を収集す る」、 「4)知 識 や

教養 を深 め る」で男女共 に約3分 あ1、 「まあ努力 してい る」の回答 率 と合計す ると、80%前 後

とな る。

・次いで 、 「5)多 様 な経験 によ り人間的な魅 力 を高め る」、 「6)専 門的な技能や技術 をみが

く」が 高 く、男女 共 に約4分 の1前 後 であ る。 これ らの項 目の 回答率 か ら、就 こうとしている職

業 に関す る情報 を収集す る ことと、自分 自身 の資質/能 力 を高 めるこ とに努力 が払 われてい るこ

とが うかが える。
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・ 「7)資 格や検定 を とる」 、 「2)就 職 のための試験勉強 をす る」のそれ は、男 女共 に20%前

後で ある。

・上述 した 「9)ス タイルや容姿 を良 くす る」の 「とて も努力 してい る」の回答 率は
、最 も低 く

5%前 後 であ る。

図20職 業 に就 くために行った(行 っている)努 力
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(8)就 きた い仕事(職 業)に 就 けなかった場合 の対応(問12一 図21、21-1参 照)

就 きたい仕事(職 業)に 就 けなか った場合 の対応を、 「1.ほ かに就職 し就 きたい仕事 をあき

らめ る」 「2.ほ かの仕事 を しなが ら就 きたい仕事 を 目指す」 「3.ほ かの仕事 には就か ない」

の3選 択肢 で回答 を求 め、そ の結果 を図21に 示 した。

図21就 きたい仕事 につ けなか った場合 の対応

・z2検 定の結果 、回答率 に男女 差が認 め られ(P<0.05)、 女子 の方が 「2.ほ かの仕 事を し

なが ら就 きたい仕事 を 目指す」(女 子56%、 男子48%)と 回答 してい る傾 向が うかがわれ る。

・ 「1 .ほ かに就職 し就 きたい仕事 をあき らめる」 は、男子が34%、 女子が30%で あ る。

次 に、 「2.ほ かの仕事 を しなが ら就 きたい仕事 を目指す」 「3.他 の仕事 には就か ない」と

回答 した調査 対象者 に、大学卒業後、どの よ うな進路を とるかを、 「1.当 分の間アルバイ トで

生活 をす る」 「2.希 望ではない仕 事だが正社員 として働 く」 「3。 就職 に関係す るくス クール

〉(専 門学校 等)に 行 く」 「4.留 年す る」 「5.大 学院 に進学す る」 「6.わ か らない」 「7.

そ の他 」 の7選 択肢で回答 を求 めた結果 を図21-1に 示 した。

図刎 一1「 就きたい仕事を目指す」/「他の仕事につかない」場合の

大学卒業後の進路予定

・男女 共 に、40%強 が 「希望 ではない仕 事だが正社員 として働 く」 と回答 し、次いで、 「当分の

間アルバ イ トで生活 をす る」が20%前 後で ある。

・ 「大学院 に進学す る」は、男子 が12%、 女子は8%、 「就職 に関係す るくス クール 〉(専 門学

校 等)に 行 く」は、男女共 に8%で ある。
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(9)転 職 の予想(問13一 図22参 照)

数 年経 って 「転職 」す ると思 うかの問 に対す る回答結 果 を図22に 示 した。

図22転 職 の 予想

・男女共 に約40%が 数年経 って 「転職」す ると思 うと回答 してい る。

(10)適:性 職業の認 知(問14一 図23参 照)

自分が どん な職業に向いてい る と思 うかについて、「1.は っき りと分 かってい る」 「2.何

とな く分か ってい る」 「3.あ ま り分 か らない」 「4.全 然分 か らない」の4選 択 肢 によ り、適

性職 業の認知 を捉え、その結果 を図23に 示 した。

図23適 性 職 業 の認 知

・ 「はっき りと分か ってい る」の回答率 は、男 子が19%、 女子 が13%で あ る。 「何 とな く分 か っ

て いる」の回答 率 とを合 計す る と男女共 に約70%と なる。

・とい うことは、男女共 に約30%が 、 「あま り分 か らない」あるいは 「全然分 か らない」 と回

答 してい ることにな る。

4職 業観/仕 事 ・就業観/不 就労観/人 生 ・社会観について

(1)職 業観(問15一 図24参 照)

就職先を決定する際に重視することは何か とい う問により、16の項 目をあげ、それぞれについ

て、 「とても重視する」 「まあ重視する」 「あま り重視 しない」 「全然重視 しない」の4選 択肢

により回答を求め職業観を捉え、結果を図22に示 した(男 女計の 「とても重視 している」の回答

率の高い順に項 目は並べ変えてあ り、男女間の回答率のz2検 定の結果 も示 してある)。 図24

よ り次のような点を指摘することができる。
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図24職 業観(就職先を決定する際に重視すること)

一24一



・ 「とて も重視す る」の回答率 が高い項 目は、男女共 に 「仕事 の内容」(約70%)、 「自分 を生

かす こと」(約54%)で 、この ことは、仕 事の内容 に対す る 自分 の適性 と自己実現 を重視 してい

る傾 向にあ ると言え よ う。ま た、 「専門的な知識や技能 をいかせ ること」(約45%)、 「能力 を

高 め る機 会があ ること」(約37%)も 上位 に位 置づ けられてお り、自己実現を求 めてい る傾 向が

うかがえ る。

・就職先 の条件 としては、 「職 場の雰囲気」(約48%)が 最 も重視 されて、次いで 「将 来性」(男

子36%、 女子29%)、 「勤務 地」(約30%)で あ る。

・反 対に 「とて も重視 してい る」の回答率の低 いのは、 「企業名等 のブラン ド」(男 子11%、 女

子5%)、 「業績 ・規模 」(男 子15%、 女子9%)で ある。

・κ2検 定の結果 、男女 間の回答率 に有意差 が認 め られた項 目に注 目す ると、男子 は、 「将来性」、

「収入」、 「業績 ・規模;」、 「企業名等 のブラン ド」、女 子は、 「勤務 地」、 「通勤 の便 」、 「育

児休暇や介護休暇 な どの家庭 配慮 の制度」 を重視 してい る傾 向にある。

(2)仕 事 ・就 労観(問16一 図25参 照)

仕事 ・就労観 を捉え るた めに、13項目を用意 し、 「とてもそ う思 う」 「まあそ う思 う」 「あま

りそ う思 わない」 「全然そ う思 わない」の4選 択肢で評定 を求め、結果 を図25に 示 した(男 女計

の 「とて もそ う思 う」の回答率 の高い順 に項 目は並べ変 えてあ り、男女間 の回答 率 のz2検 定の

結果 も示 してある)。 図25よ り次の よ うな点 を指摘す ることがで きる。

・ 「2 .希 望す る仕事 につ くため に、どうい う勉強 をす れ ばよいか を考 えなけれ ば な らない」の

肯定回答率(「 とて もそ う思 う」 と 「まあそ う思 う」の合 計 一以下同様)は 、男女共 に高 く80%

を超 えて いる。この項 目は、男女 間の回答率(4選 択肢 の各 回答率一以下同様)に 有意差 が認 め

られ 、女子 の方 が、男子 よ りもこの項 目を肯 定す る傾 向 にある。

・ 「12.組 織はいつまで も 自分 を守って くれ ない」の肯定回答率 は、男子 が69%、 女子 が77%で

ある。男女間の回答 率に有意差 が認 め られ、女子 の方 が、男子 よ りもこの項 目を肯 定す る傾 向に

ある。

・ 「4 .金 に困 らな ければ、わ ざわ ざ望 まない仕 事につ く必要 はない」の肯定回答率 は、男女共

に約64%で ある。男女 間の回答率 に有意差 は認 め られ ない。

・ 「7 .キ ャ リアア ップのた めの転職は 当然で ある」の肯定 回答率 は、男子56%、 女子64%で あ

る。男女 間での回 答 率の有 意差 は認 め られ ていない。

・ 「1 .仕 事 は人生 にお ける生 きがい である」の肯定回答 率は、男子66%、 女子70%で ある。男

女 間の回答 率に有意差 が認 め られ、女子 の方 が、男子 よ りもこの項 目を肯定す る傾 向 にある。

・ 「13.働 かな くて も非難 されな い風潮 がフ リー ター を増加 させ てい る」の肯定 回答 率 は、男子

57%、 女子53%で ある。男 女間で の回答率 の有意 差は認 め られ ていない。

・ 「6 .同 じ組織 で一 生働 くの はつ ま らない」の肯定回答率 は男女 共に約42%で あ る。男女 間で

の回答 率の有意差 は認 め られて いない。

・ 「8 .出 世のために能 力以上 の無理 をす る必要は ない」の肯定回答 率は男子46%、 女子 は51%

である。男女間の回答率 に有意差 が認 め られ、女 子の方が、男 子 よ りもこの項 目を肯定す る傾 向

にある。

・ 「3 .た とえ、望む仕事 につ けなか った として も、我慢 して働 くべ きであ る」の肯定回答率 は

男女 共に約60%で ある。 男女間で の回答率 の有 意差 は認 め られ ていない。

・ 「5 .就 職 は有力 な コネ(知 り合 いがい ること)で 決 ま る」の肯定回答率 は男 子47%、 女子4

3%で ある。 男女間での回答率 の有意差 は認 め られ てい ない。
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図25仕 事・就労観
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・ 「9 .ベ ンチ ャー企業 にっ とめたい」の肯定回答率 は男子30%、 女子20%で ある。男女間の回

答率 に有意差が認 め られ 、男 子の方が、女子 よ りもこの項 目を肯定す る傾 向にある。

・ 「10.組 織 の業績 をあげ るた めにはチー ム ワー クよ りも構成員 の能力や 資質 が大切」の肯定回

答率 は、男子43%、 女子32%で あ る。男女 間の回答 率に有意差が認 め られ 、男子 の方が 、女子 よ

りもこの項 目を肯定す る傾 向にあ る。

・ 「11.職 場 の人 と個人 的なつ きあい を した くない」の肯定回答率 は男女共 に約20%で あ る。男

女間の回答率 に有意差が認 め られない。

(3)不 就 労観(問19一 図26参 照)

「仕事 につ いていない人がい る」理 由 として12項 目を用意 し、 「とてもそ うで ある」 「まあそ

うである」 「あま りそ うでない」 「全然 そ うでない」の4選 択肢 によって評定 を求 め不就 労観 を

捉 え、結果 を図26に 示 した(男 女計 の 「とて もそ うであ る」の回答率の高い順 に項 目は並 べ変 え

てあ り、男女間の回答率 の κ2検 定 の結果 も示 して ある)。

・肯定回答率(「 とて もそ うである」 と 「まあそ うで ある」の合計)の 高 い項 目(男 女計 の回答

率 が79～86%の 範 囲)は 、 「何 を した らいい か、わか らないか ら」、 「就 きたい職 業が ないか ら」、

「働 くところをや め させ られ たか ら」、 「働 きた くて も、働 くところがないか ら」の4項 目であ

る。

「何 を した らいいか、わか らないか ら」は、個 人的理 由、他 の3項 目は、外 的理 由(本 人 に働

く意志 はある)あ る。肯定 回答 率の高い項 目では、不就労 の理 由 として外的理 由を指摘 してい る

傾:向にある。

・男女間 での4選 択肢 の回答 率が、6項 目におい て有 意差が認 め られた。すな わち、 「働 きた く

て も、働 くところがないか ら」 「他 に した いこ とがあ るか ら」 「人 と仲良 くで きないか ら」 「健

康 ではないか ら」の4項 目は女子の方 が、 「だ ら しが ないか ら」 「仕事 をす る能力 がないか ら」

の2項 目は男子の方が、不就労 の理 由 として指摘 して い る傾 向にあ る。 不就労 の理 由につ いて、

概 して女子 は外 的理 由を男子 は個人的理 由を指摘 して いる傾 向にある。
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図26不 就労観
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(4)人 生観 ・社 会観(問23一 図27参 照)

社会観 ・人生観 を把握す るた めに用意 した19項 目につい て、 「そ う思 う」 「どち らとも言 えな

い」 「そ う思 わない」の3選 択肢 で評定 を求 め、図27に その結果 を示 した(男 女計 の 「そ う思 う」

の回答率の高い順 に項 目は並べ 変えてあ り、男女間 の回答率の κ2検 定の結果 も示 してあ る)。

図27よ り次 のよ うな点 を指摘 する ことがで きる。

・「そ う思 う」の回答率が、男女共 に80%を 超 えてい る項 目は、 「努 力す ることは大事で あ る」、

「約 束の時間 は、守 らなけれ ばな らない」の2項 目で ある。一方 、 「そ う思 う」の回答率 が、男

女 共に20%未 満で あるの は、 「先 の ことを今考 えて も仕 方ない」の1項 目で ある。

・社会観/人 生観 を捉 え る19項 目の 中で、13項 目において男女 間で3選 択肢 の回答 率 に有意 差が

認 め られた。

・男子は女子 と比較 して 、 「子 どもを育て るべ きだ」、 「女 の人は、子 どもを育 てた り、家を掃

除 した り、ごはん を作 った りす ることが大切で ある」、 「今の世 の中はこつ こつ働 いて も評価 さ

れ ない」、 「これか らの世の 中は夢や希望 に満 ちてい る」 とみ てい る傾 向に ある。

・一方 、女子 は男子 と比較 して 、 「努力す るこ とは大事 であ る」、 「約 束の時 間は、守 らなけ

れ ばな らない」、 「毎 日を大切 に生 きるこ とが大事で ある」、 「人が見ていな くて も、悪 いこ と

を してはいけない」、 「男の人 は、ずっ と続 け られ る職 業を持 った ほ うが よい」、 「平凡で も安

定 した暮 らしを したい」、 「仕事 をす るには、都会 のほ うが都 合が よい」、 「社会保険 制度 は 自

分 の将来 の生活 のために必 要だ」 とみ てい る傾 向に ある。
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図27社 会観/人 生観
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5イ ンター ンシ ップ 、教 育実習、工場実習、 アルバイ ト、 ボランテ ィアについて

(1)イ ンター ンシ ップ等 の経験(問17一 図28参 照)

大学在 学時 にお け る、イ ンター ンシ ップ、教育実習 、工場実習 、アルバイ ト、ボ ランテ ィア

の経験についての複数選択 で回答 を求め、その結果 を図28に 示 した。

図28イ ンター ンシップ、教 育実 習 、工場 実習 、アルバ イト、ボランティアの 経験

(有 りの 回 答率)

・男女共 にアルバイ トの経験 が最 も多 く、男子が75%。 女子 が87%、 次いでボラ ンテ ィアで男子

17%、 女子 は男子 の倍 以上の36%で ある。いずれ も女子の方 が これ らを経験 してい る割合 が多い。

・ 「どの経験 もない」の回答 は男子19% 、女子7%で あ る。

(2)イ ンター ンシ ップを した 「きっか け」/受 け入れ先 の決 定者(問17-1、2一 図29-1、2

参照)

イ ンター ンシ ップ経験者 に、それ を した 「きっかけ」 につ いて聞 いた(問17-1)結 果 を図29

-1に 示 した。

図29-1イ ンターンシップをした「きっか け」

・ 「自分 で必要 と考 えたため」が男女共 に最 も多 く、男子53%、 女子45%、 次いで 「大学 の必修

科 目として単位 取得のた め」 で、男子25%、 女子28%で ある。
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また、イ ンター ンシ ップの受 け入れ 先を誰が決めたかにつ いての質問(問17-2)に ついての結

果 を図29-2に 示 した。

図29-2イ ンターンシップの 受 け入れ 先の 決定者

・男女共 に、 「自分 」が最 も多 く男子63%、 女子52%で ある。

・次い で男子 では 「大学就職部」が12%で あ るのに対 して、女子は 「指導教官」が22%と い う結

果 で ある。

(3)イ ンター ンシ ップ、 アルバ イ ト、 ボラ ンテ ィアの効果(問18一 表6、 図30、31、32

参照)

イ ン ター ンシ ップ 、アルバイ ト、ボ ランテ ィアの経験 した こ とにつ いての効果 を把握す るため

に9項 目を用意 し、 「とて もそ うで ある」 「ま あそ うであ る」 「あま りそ うでない」 「全然 そ う

で ない 」の4選 択肢 によって評定 を求 め、その結果 を図30(イ ンター ンシ ップ)、 図31(ア ルバ

イ ト)、 図32(ボ ランティ ア)に 示 した(男 女計の 「とて もそ うである」 の回答 率の高い順 に項

目は並 べ変 えてあ り、男女間 の回答 率の κ2検 定の結果 も示 してあ る)。 また、表6に 図30、3

1、32の 内容 の一部 をま とめて示 した(肯 定回答率は 「とてもそ うである」 「まあそ うであ る」

の合計 の回答率 で ある)。

表6イ ンターンシップ、アル バイト、ボランティアの効果
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表6よ り次のよ うな点 を指摘す ることがで きる。

・肯定回答率 は、三っ の どの経 験 にも共通 して 「視 野が広が った」が第1位 で、 「イ ンター ンシ

ップ」は男女共に70%以 上、 「アルバイ ト」は男子82%、 女子90%、 「ボ ランティ ア」は男女共

に80%超 えている。 「アルバ イ ト」では、男女間で回答率 に有意差 が認 め られ 、女子の方が男子

よ りも、 この項 目を肯 定す る傾 向 にある。

・肯定回答 率の第3位 までをあげ る と、 「イ ンター ンシ ップ」 では 「仕事 の厳 しさを知 った」、

「働 く意 味を感 じた」、「 アルバイ ト」では、 「挨拶 、報告、時 間管理 な どの社会的 マナーを学

んだ」、 「忍耐力がついた」、 「ボランティア」では、 「働 く意味 を感 じた」 「忍耐力 がついた」

であ る。

・ 「アルバイ ト」 と 「ボ ランティ ア」の効果は、概 して共通 した傾向がみ られ 、 「イ ンター ンシ

ップ」の効果 は、前 二者 とや や異 なっている傾 向にあ る。

・す なわち、 「インター ンシ ップ」では 「仕 事の厳 しさを知 った」の肯 定回答 率が第2位 で ある

のに対 して、 「アル バイ ト」で は第5位 、 「ボ ランティ ア」で は第6位 で ある。また 、 「忍耐力

がつ いた」のそれは、 「イ ンター ンシ ップ」が第7位 で あるのに対 して、 「アル バイ ト」、 「ボ

ラ ンティア」では第3位 に位置 づけ られてい る。さ らに 「就 きた い仕事 につ いて基礎知識 を得た」

は、 「イ ンター ンシ ップ」が第4位 であるのに対 して、 「アルバ イ ト」は第9位(最 下位)、 「ボ

ランティア」は第8位 である。

・肯定回答 率の低 いのは、 「その仕事 に向いていない こ とがわか った」で、 「イ ンター ンシ ップ」、

「ボ ランティア」で第9位 、 「アルバイ ト」 で第8位 で ある。

・概 して、 「インター ンシ ップ」は、働 くこ との内容(仕 事)に 、 「アルバイ ト」 「ボ ランティ

ア」は、働 くとい う行 動その ものに効果(影 響)を もた らしてい る傾 向が うかが える。

図30イ ンター ンシップの効 果

一一33一 一一



図31ア ルバイトの効果

図32ボ ランティアの効果
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6資 質 ・能力/性 格傾 向/行 動傾 向

(1)大 学時代 に身に付 いた資質 ・能力(問20一 図33参 照)

大学時代 に身に付い た思 われ る資質 ・能力 を把握 す るために、17項 目を用意 し、 「とて もあ

る と思 う」 「まあある と思 う」 「あま りある と思 わない」 「全 然あ ると思わ ない」の4選 択肢で

評定 を求 め、結果 を図33に 示 した(男 女計の 「とて もあ ると思 う」の回答 率の高い順 に項 目は並

べ変 えてあ り、男女間 の回答 率のZ2検 定 の結果 も示 して ある)。

図33よ り次 のよ うな点 を指摘 す るこ とが できる。

・ 「とて もあ ると思 う」の回答率 の高い項 目は、 「コン ピュー タ活用能力 」 「常に新 しい知識 ・

経 験 ・学力 を身 につ けよ うとす る力」 「情報 を収集す るカ」の3項 目で男女共に40%前 後 で ある。

・ 「コンピュー タ活用 能力」、 「情報 を収集す る力」の2項 目の肯定回答率(「 とて もあ る と思

う」とrま あある と思 う」の合計 の回答 率)は 、前者 が88%、 後者82%で ある(い ずれ も男女計〉

この ことは、本調査がイ ンター ネ ッ トを介 して行 われ た こ とに関連 している可能性 のある ことを

考慮す る必要が あろ うか。

・逆に否定回答率(「 あま りある と思わない」 と 「全然 あ る と思わ ない」 の合 計の回答 率)は 、

「体力」、 「語 学力」が60%弱 、 「交渉力」、 「人脈形成 力」 が40%台 とい う結果 であ る。

・男女間で、4選 択肢 の回答率 に有意 差の認め られ た項 目は4項 目あ り、 「論理 的に考 え られ

る力」、 「問題 を発見す るカ 」は男子 の方が、 「異文化 を受容す るカ」、 「自己表現 力」は女

子 の方 が身に付 いた と回答 して いる傾 向にあ る。
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図33大 学 時代に身に付いた資質・能 力
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(2)性 格傾 向(問21一 図34参 照)

性格傾:向が職業選択 とどの よ うな関連 があ るか を検討 す るた めに、大学の友人 か ら、 自分 自

身 が 「どのよ うに見 られ ている と思 うか」とい う問 によ り、用意 した性格 を表 現す る12項 目につ

いて、 「そ う思われ てい る」 「そ う思われてい ない」 「わか らない」の3選 択肢 で評 定を求め、

性格傾 向 を捉 え、図34に その結 果 を示 した(男 女計 の 「そ う思われ てい る」の回答率 の高い順 に

項 目は並 べ変 えてあ り、男女間の 回答率 のZ2検 定の結果 も示 してある)。

図34よ り次の よ うな点を指 摘す るこ とができ る。

・「そ う思 われて いる」の回答率 が50%超 えて いる項 目は、男子 では、 「優 しい人」(58%)「 明

るい人」(51%)、 女子では、 「明 るい人」(67%)、 「優 しい人」(55%)、 「元気 な人」(5

5%)で ある。

図34性 格 傾 向
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・男 女間で3選 択 肢の回答率 に有意差 が認 め られ た項 目は、5項 目あ り、 「人 よ りす ぐれ た とこ

ろが ある人」、 「み んなに好 かれ ている人」、 「運動 がで きる入」は男子の方が、 「明 るい人」、

「元気 な人」は女子 の方 が、そのよ うな性 格傾 向を もってい ると回答 している傾 向にある。

(3)行 動傾:向(問22一 一図35参 照)

性格傾 向 と同様 、行動傾 向が職業選 択 とどの よ うな関連があ るか を検討す るために、用意 した

行動傾 向を表現す る18項 目について、 「非 常にそ うであるJrま あそ うで ある」 「どち らともい

えな い」 「あま りそ うでない」 「全然そ うでない」 の5選 択肢 で評 定を求 め、行動傾 向を捉 え、

図35に そ の結果 を示 した(男 女計の 「非常 にそ うであ る」の回答率 の一05高 い順 に項 目は並べ変

えてあ り、男 女間の回答率 のx2検 定の結果 も示 してあ る)。

図35よ り次 の よ うな点 を指摘す る ことがで きる。

・行 動傾 向を捉 える18項 目の 中で、12項 目において男女間で5選 択肢 の回答率 に有意差一05が

認 め られ た。

・男子 は女子 と比較 して、「 ものの仕組 みが ど うなっているのか、興味 を持つ方だ」、 「人 よ り

も計画性 のあ る方 だ」 「グルー プの中心に なって、他 の人 を引っぱってい こ うとす る方 だ」 とい

う行 動傾 向が認 め られ る。

・一方 、女子 は男 子 と比較 して、 「自分は どの よ うに生 きるべ きか と、悩 む ことが ある」、 「家

族や 友人 に対す る愛情 が深い方だ」、 「相 手の話 をよ く聞 いて気持 ちを受 け とめ よ うとす る方だ」、

「身 の まわ りの物 の形や 色に、強 く心を引 きつ けられ る ことがあ る」、 「自分が生まれ て きた意

味 につい て考 えるこ とがあ る」、 「人間の運命 とい うものを感 じることが ある」、 「自分 が普段

使 うもの は、色やデ ザイ ンに こだわ る方 だ」、 「10分や20分 の空 き時 間 ・待 ち時間 も、な るべ く

有効 に使 う」、 「きれ いな ものを集 めた り飾 った りす ることが好 きだ」とい う行動傾 向が認 め ら

れ る。
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図35行 動傾向
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7女 性のライフスタイル(問26一 図36参 照)

女性の職業、結婚、出産について、以下に示す人生の8つ のタイプをあげ、女性の場合は、

自分は どのタイプを、男性の場合は、どのタイプの女性をパー トナーに選ぶかについて回答を求

め、結果を図36に 示 した(男 女計の回答率の高い順にライフスタイルは並べ替えてある)。

図36女 性のライフスタイル

図36女 性のライフスタイル
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・男女共 に、タイプ3(結 婚 し出産す る、職業 を持 ち続 け る)の 回答率が最 も高 く、女子39%、

男子30%、 次いで タイプ7(結 婚 し出産で職業 を離れ 、子 どもが一定の年齢 に達 した ら再び職業

につ く)で 、女子25%、 男子23%で ある。結婚、出産 し、職 業継続(タ イ プ3)か 中断 して復帰

(タイ プ7)の いずれ かを選 ぶのが女子64%、 男 子54%で 、半数 以上 を占めてい るこ とになる。

7希 望す る月収(問24一 図37参 照)

「将来、安定 した暮 らしをす るた めに、毎 月、だいたい どくらい給料 をも らいたいか」、具体

的 にそ の金額 を 「万円」単位 で聞い た結果 を図37に 示 した。

図37希 望 する月収

・男子 の平均値 は114万 円、 中央値(メ デ ィア ン)40万 円、最頻値(モ ー ド)は50万 円、女子の

平均値 は45万 円、 中央値(メ デ ィア ン)30万 円、最頻値(モ ー ド)は30万 円 とい う結果で あ る。
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1-3イ ンタ ーネ ッ ト調 査 の 特徴

マイ ボイ ス コム株 式会社チー フ リサーチ ャー

永 森 慶 子

1イ ンターネ ッ ト調 査の概要

本章 では,イ ンターネ ッ トを利 用 した調査(以 下 「イ ンターネ ッ ト調査 」 と表記)の 特 徴,

背 景,問 題 点な どにつ いて述べ る。 イ ンターネ ッ ト調査 には様 々な形態が あ り明確 な定義 づ け

は され ていないが,Webペ ー ジ調査や電子 メール 調査 な どの定 量調査が主流 とな って い る。

また,Webペ ージ調 査は,回 答 の集 め方 によ りオー プン型 とクローズ ド型 に分類 され る。

1)Webペ ー ジ調査

Webペ ー ジ調査 は,調 査実施者 がWebペ ー ジに調査 票を表示 し回答者 がペ ー ジにア クセ ス

し回答す る,と い う手順 で行 う。 デー タは,サ ーバー 上にデジ タルデー タ として保 存 され る。

①オープン型

オープン型は,そ の調査票の場所(URL)が オープンに公開され,誰 でも回答できるように

なっている調査である。大量のサ ンプルを集めることができる一方,回 答者条件のコン トロー

ルができない,回 収数の予測が困難 守秘性の高い内容には向かないなどのデメ リッ トがある。

②クローズ ド型

クローズ ド型は,あ らか じめメールア ドレスがわかっている個人を対象に調査の協力を依頼

する。調査票の場所(URL)は 対象者のみに告知 し,IDや パスワー ドを入力 しないと回答で

きないようにす るなど,公 開の範囲を限定す る。

対象者は,あ らかじめ募集 したアンケー ト用モニターや,調 査以外の目的で集 めた顧客 リス

トなどから抽出する。 これ らは募集時に性別や年代な どの属性情報も登録 されていることが多

く,目 的に合ったサンプル抽出が可能である。

アンケー トモニターへの依頼は,あ らかじめ抽出した対象者にメールで直接送 る方法や,モ

ニター全員にWebペ ージの調査票を公開する方法などがある。

2)電 子 メール調査

電子 メー ル調 査は,調 査 票 を組 み込ん だ電 子 メール を対象者 に送 り,回 答:者が回答:を打 ち込

み 返信 す る,と い う手順 で行 う。 対象者抽 出方法 な どは クローズ ド型 と同様 であ る。

その他 に定性 調査 として,ネ ッ トグルー プイ ンタ ビュー として,メ ー リン グ リス トや チ ャ ッ

ト,電 子掲示板 などを用い て,参 加 者が各 自の意見 を 自由に述べ るもの な どがあ る。
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2イ ンターネ ッ ト調査の背景

イ ンター ネ ッ ト調査 は,イ ンター ネ ッ トが普及 しは じめた1996年 頃か ら登場 し,後 述 の よ

うに,従 来調 査 に比べ て コス ト ・ス ピー ドの面で優位 であるこ とか ら注 目を集 めた。

日本 での ア ドホ ック調査 に占めるイ ンターネ ッ ト調査比率 をみ る と,1999年1.5%(約9億

円),2000年32%(約20億 円),2001年5.5%(約39億 円),2002年13.0%(約88億

円)と,年 々増加 傾 向 を示 してい る((社)日 本マ ーケテ ィング ・リサー チ協会 「経営業務 緯計

実態調 査」)。 特 に,イ ンターネ ッ ト調査 を 自動化 し,調 査 実施者 が簡単 にアンケー トを設定

し実施 でき るデ ス ク トップ ・リサーチ(DTR)が 登場す る と,簡 単 に早 く安 く実施 でき るとい

うイ ンターネ ッ ト調査 の特徴 を広 める こととな り,さ らに普及 が進 んだ。

当初 はイ ンター ネ ッ トユー ザーが まだ少な く,対 象者属性 の偏 りが大 きな課題で あった。 し

か し,イ ンターネ ッ トの人 口普及率 は2002年 末54。5%(6,942万 人),2003年 末に60。6%

(7,730万 人),世 帯普及率 は88.1%と 着実 に増 えてお り,極 端 な偏 りは以前に比べ:解消 され

てきて い る(総 務省 「平成15年 通信利 用動 向調査」)。 また,ブ ロー ドバ ン ドの普及 も相 ま

って,調 査 環境 も整 いつつ あ る。

図表1日 本における調査手法別売上高構成比(*アドホック調査に占める比率)

(社)日 本マー ケティ ング ・リサーチ協会 「経 営業務統計 実態調 査」よ り



3イ ンターネ ッ ト調査 のメ リッ ト ・特徴

イ ンターネ ッ ト調 査 は,そ の実施 方法や対象者 がイ ン ターネ ッ トを用 い る とい う点で従来 の

調 査 にはない特徴 を持 ってい る。 以下 に,イ ンターネ ッ ト調査 の特徴 といわれ てい る点 を述 べ

る。

1)安 い ・早い ・効率 がよい

イ ンターネ ッ トの特性 に よ り,大 量かっ広域 の対象者 に一括 かつ瞬時 に調査 票 を送付 ・回収

で きる。 また,調 査員 を介 さず デ ジ タル化 され た状 態 で処 理で きるた め,郵 送 調査 に比べ 時

間 ・コス トが削減 で きる。 「安 く」 「早 く」 「効 率 よ く」で きる ことが最大 の メ リッ トで ある。

2)回 答者が都合の良い時間に回答できる

訪問調査などの回収率の低下が課題 となってい るが,イ ンターネ ッ ト調査は回答者が都合の

良い時間に回答できるため,在 宅率が低い層(若 年層,有 職者など)の 回収が期待できる。

3)追 跡調査が効率よく行 える

インターネ ットの双方向性 を活用 した追跡調査 ・継続調査が効率よく行える。例えば,ス ク

リーニング調査で集めたサンプルの うち,条 件該当者だけに再度調査を行 うといった2段 階の

調査 も容易であり,「 ○○の商品を購入 した人」 といった出現率が低い属性の抽出な どもすば

やく行 うことができる。

4)自 由記述設問の書き込みが充実

インターネ ッ ト調査はキーボー ドで回答を入力す るため,郵 送調査など手書きで入力す る場

合 に比べ,自 由記述設問に対す る記入率が高い傾 向がみ られ る。また,回 答結果がデータ化 さ

れた状態で回収 されるため,そ の後の分析が しやすい。

5)音 声 ・画像 ・動画の提示が容易

ブロー ドバ ン ドの普及に伴 い音声や画像 ・動画などと連動 した調査設計が可能になり,調 査

内容の幅が広がっている。

その他,携 帯電話によるアンケー トシステムも開発 され,モ バイルユーザーを対象 とす る調査

も可能になってきている。
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4イ ンターネ ッ ト調査の課題

イ ンターネ ッ ト調査の普及に伴い,調 査手法 としての問題点も明 らかにな りつつある。現在,

課題 として主に議論 されていることを以下に述べる。

1)調 査の精度

①母集団の代表性

母集団 となる 「メールア ドレス所有者」の特定が難 しく母集団属性が不明確なため,厳 密なサ

ンプ リング調査は困難である。

②属性の偏 り

○インターネ ッ トユーザーの属性の偏 り

対象者がイ ンターネッ トユーザーに限定 され るため,高 齢者が少ないなど母集団の属性 に偏

りがある。

○アンケー トモニター登録者の偏 り

対象者 自身が応募する形で集 めたモニター組織 を用いる場合,無 作為抽出に比べ,ア ンケー

ト好 きな人や景品を目当てにする懸賞マニアに偏る可能性がある[能見2000,大 隅2003]。

③不正回答

複数 のメールア ドレスが所有できることなどにより,何 度も回答する 「重複回答」,全 て1

を入力す るな どの 「パターン回答」,年 齢などをごまかす 「なりすま し回答」などが容易であ

る。 こうした不正回答を防ぐため,チ ェック用の設問を設けるなどの対策が必要である。

2)テ ーマの範囲が限定 される

①厳密には,一 般生活者 を代表 した母集団ではないため,一 般生活者全体の傾向の把握や,社

会全体の傾 向を見る世論調査には向かないなど,テ ーマの範囲が限られる。

②調査票を自由に誰でも閲覧できるため,新 製品開発についての調査な ど,守 秘性の高いもの

には向かない。

インターネ ット調査は,調 査の目的やテーマ,実 施方法によっては,従 来の調査手法の問題

点をカバーできる可能性 も持っている。最近では,住 民基本台帳の閲覧制限や在宅率の低下な

どによって従来型の調査環境が悪化 しつつあ り,そ れを補 う新たな手法 としてインターネ ット

調査に対する期待も高まっている。

そ うした中で,上 記のような課題をどう解決 していくか,イ ンターネッ ト調査において信頼

できる結果 を得 るにはどのようなや り方がよいか,従 来の調査手法とどのように使い分けてい

くかな ど,調 査手法 としての研究が進め られているところである。前述のような特性や留意点

を踏まえ,調 査の 目的か ら鑑みて適 した手法であるかを検討 した上でインターネッ ト調査の実

施にあたることが望ましい。
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資料:大 学就職部から見た大学生の就職活動の現状について

東海大学就職部長

島 和俊1

1。 就 職活 動の概 況:早 期化 と長 期化

まず初 めに、企業が今、大学 生に対 して どんな能力 を求 めてい るか、採用 の ときのポイ ン トは

何 か といった観 点か ら大き く就 職活動の概況、次に、就職部 がそのために何 をや っているか、そ

して、最後 に現在 の就職 したが らない若者 の現状 につ いて少 し触れ た く思い ます。

まず就職活動 の概況 とい うことで、就職活動 はいっ ごろか ら行 われ 、いっ ごろまで続 くか とい

うと、主流 は、3年 生 の10月 か ら4年 生の7月 ぐらいまでです。分野の違 う方 は、あ るい は驚

かれ るか もしれ ません が、 日経 『就職 ナ ビ』の就職活動 モニ ター調 査 によ ります と、 「就職活動

を いつ 開始 したか」とい うア ンケー トに対 して、「10月 前 半に開始 した」とい うのが26.5%。 そ

して 「9月 以前」 とい うのが20.6%。 そ してr10月 後半」 が19.2%で す か ら、大半が10月 宋

まで に始 めてい るとい うこ とです。

実 は、もっ と早い ケース もあ ります。8月 早々か ら大企業で はインターンシ ップが始 ま ります。

大体7月 上旬が締 め切 りとい うところが多いのです。このイ ンター ンシ ップは、松下電器 とか 日

立製作所 とか、大企業 が多 くや ってい るのですが、例 えばABCと 成績 を付 けてお き、Aの 学生

が応募 して くれた ら最終面接 か ら、Bで す とも うち ょっ と、Cで す と一般 の方 と同 じとい うこと

をや ります。そ うい う意 味では、実は8月 か ら就職活動 は始 まってい ると考 えるこ ともでき るわ

けです。

そ うい う意味で、早期化 とい うのが非常 に曖昧 になって きています。従 いま して、大学の ほ う

で も、就職 ガイ ダンスをいつ か ら始 めるか とい うこ とが話題 に なるのですが、私 どもで も、4分

の3ぐ らいが理工系の大学なの で、や は り遅 めで、 しば らく前 までは10月 に就職活動 を始め る

のは、ち ょっ と早いかな とい う感 じで した。 ところが、世 間の流れ に合わせ るた めに、昨年 か ら

7月 に開始いた しま した。正確 な統計は ございませ んが、7月 に3年 生向けのガイ ダンスを始め

る大学のほ うが、多数 になってい る と聞いてお ります。

こ ういった状況なので、11月 の下旬 にな ります と、企業へ のエ ン トリー と申 しま して、資料

請 求が始ま ります。 これ はほ とん どイン ターネ ッ トを通 じて、ホー ムペー ジにア クセ スを して、

「資料 を送 って くだ さい」と依頼す るわ けです。同時に登録す るわ けですか ら、エ ン トリーなの

で しょ う。11月 下旬 までに、企 業 にエ ン トリー を した学生が、昨年 の場合、約9割 お りま した。

就職活 動を した学生は、1人 約20社 とい うこ とです。11月 、12月 か ら説 明会 が始 まる ところ も

あ りますが、これ は少数 で会社 説明会が2月 、3月 、とりわけ3月 が ピー クにな ります。国立大

学 は、1月 末か ら2月 初 めにかけて学期末試験が あ ります ので、これ が終 わってか ら本格 的に始

め るので少 し遅 くな ります。 ただ し一部 の企業 では1月 中に始 める とい うところ もあ ります。

1国 立教育政策研究所におけ る講演記録(平 成16年7月9日(金)
、西館談話室)
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そ して4月 にな ります と、面接 と内々定が出始 めます。10月1日 以降でない と、内定は出 し

てはい けない とい うこ とにな ってお ります ので、一応 、内々定 と呼んでお ります が、事実上の内

定 です。

実は2、3年 前 まで、大 手で も、3月 に内定をいただ くとい う例が ございま した。就職協 定は

97年 まで でつぶれ ま した。 そ してそれ以降 、大学 と企業 との話 し合いな どあ りま したが、今 、

日本経 団連が就職 に関 して、企業 の倫理憲 章 とい うのを設 けま して、これで 「せ めて最終学年 に

なるまでは内定 を出 さないでおきま しょ う」とい う宣言 を した ので、4月 になるまで、内定を出

す のを待 ってい る とい うわけです。た だ、最終面接だけ残 しておいて、あとは内々定を出 し始 め

る とい うところが あ ります。

そ して連休 を挟 み ま して5月 、6月 とず っ と内定が出る とい う状況 です。それが7月 の中旬 ぐ

らいまで続 き、夏休み に、が くっ と落 ちます。 しか し決 ま らない学生 は、もちろん9月 以 降 も続

くのです。

企 業 も、ど うして も採れ なかった、あるい は公務員試験 と教員試 験の結果が出 るのが遅いので、

これ でいい人 を採 った と思った ら、逆 に蹴 られ て しまった とい うよ うなこ ともあ り、後 の補 充 も

含 めて、秋 に も就職活動 は細 々 と続 いてい るとい うのが実情 です。

2.採 用方 法 の変化:イ ンターネ ッ トの普 及 とその利 点

採 用方法 の変化 です が、以前 と違 いま して、今 は企業の採 用活 動が圧 倒的 にイ ンターネ ッ トを

通 じて、 自由応 募す る方 向に変 わってお ります。理工系 とか、金融機 関のよ うに、大学に推薦 を

求 めて くるとい う例 もあ ります。 あるい は一部 の伝統校 の場合 には、 リクルー ターがゼ ミとか、

そ うい った ところに行 って、 リクルー トをす る。 これ も続 いてお ります。

恐 ら く4分 の3か ら8割 ぐらいは、イ ンターネ ッ トでや る。イ ンターネ ッ トに一本化 してい る

企 業 も出始 めてお ります。私 どもで毎年 の よ うに採っていた だ くところに、「求人票 をくだ さい」

と言 うと、「も う今年 か ら自由応募 で、イン ターネ ッ トに一本化 しま した」とい うところもあ り、

これが主流 だ とい うことです。

このイ ン ターネ ッ トでエン トリーだ けで はあ りませんで、入社試 験 をや って しま うところもあ

ります。そ の場 で、 ミニ論文 を書 かせ 、あ るいは場合 によって は簡単 な適性 テス トをや って、そ

れ を送 り返 して も ら うとい うケース も出始 めてい ます。もちろん各会社 のセ ミナー をいつや りま

す とか 、第1次 選考 をいつや ります とい う連絡 も、全部イ ンターネ ッ トでや り取 りしてい ます。

4分 の3以 上が、そ うい うケー スです。た だ し理系や金 融な どの よ うに大学推薦 も、まだ残 って

お ります が、イ ンターネ ッ トに よるのが大方 です。

コン ピュー ター はほ とん どの大学が必修 に しています。です か ら操 作す るのは、あま り抵抗 は

ない よ うです。 リクナ ビ とか、 日経ナ ビへ の登録 が、秋 口か ら本格 的に始 ま ります。 「ど うい う

ふ うにア クセ スす るんですか」とい うことを指導 は しますが、学生 はそれ についてはほ とん ど抵

抗 な く、す ぐで きる状態 です。非常 に困 る ことは、最近イ ンターネ ッ トで応募す るのが多 い もの

です か ら、学生 が就職部 に来 る数が減 って きています。結局 「何 だ、自由応募 でいいのか」 とい

うこ とにな ります 。就職相談部 に来ていれ ば、もうち ょっ といい成果 が出た だろ うに と、われ わ

れ は思 うの です が、面倒 くさい とい といって来ないわけです。
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ウェブ上で、全部解決 して しま うもので学生が何をどのくらい考えているのか自分の周 りの学

生は分かりますが、一般論 として把握することはなかなか難 しいとい うことにな ります。

だれを指導するかということにな りますと、優秀な学生は何もしな くても自分で就職活動をし

て、それな りのところに就職 します。ですから推薦を除 くと、あまり手をかけなくていいわけで

す。3年 生の秋に就職活動をする意思の確認をします。1学 年7,000名 の うち、大体5,000名 前

後が就職の意思ありと回答するのです。これだけいれば、もっと相談に来るだろうと、こちらは

て ぐすねを引いて待っているのですが、あまり来ません。ですから、エン トリーシー トに自分の

長所 とか、セールスポイン トを打ち出させるとい うケース もあるので、そうい う準備 をしておき

な さいというような指導はしています。

私 どもは学内にコンピューターがかな りあるのでそこを使ってもいいです し、それか ら大学の

ホームページ経由で就職部のほ うにアクセス していただければ、ウェブ上にセ ミナー案内などの

就職情報を全部載せています。それから途中でぽんと入った求人 も、全部ウェブ上でもう処理 し

ています。ですか らそこで情報を得て、就職活動に動 くという仕組みなんです。

3.採 用 の動 向:求 人倍 率の地城格差

採用 の動 向 とい うこ とです が、バブル の崩壊以来 、あま り冴 えなかった経済動 向です が、何 と

か景気 回復 のデー タが 出てきま した。新 聞社 の調査 で も、採用 は今年 の場合 、製造業 も非製造業

も2割 増やす とい うこ とです。 問題 は地域 によ り、求人倍 率 にかな り差が ある とい うこ とです。

今 日本 の有効求人倍率 といいま して、求人す る人数 に対 して、求職す る人数は どの ぐらいか、最

近 の統計 で、0,80倍 であ ります。 ところが0.80倍 といいま して も、北海道 は0.33と か、沖縄

も0.33と か、地域 に よって ものす ごい差 があるのです 。

新 卒の求人倍率 とい うの は、必ず しも明確 では ご ざいませ んが、多分理 工系 の場 合 には1.4

か ら、1.5ぐ らいだ と思います。 です か ら計算上は、選 ばな けれ ば、 どこかに勤 め られ ることに

な ります。ただ実際 には地域 を選択 し企業 を選択 します か ら、そ う簡単 にい かない。文科系が恐

らく1.1か ら、1.2ぐ らい と言われ てお ります。ただ し、これ に地域差 が加わ ります。そ うい う

状 況です。

私 どもで も1学 年7,000人 の学生 を抱 えてい るのでUタ ー ン とな ると、なか なか困難 です。地

域 にもよ ります。静岡 とか、東海 な どはかな りいい。長 野 もま あま あです。ところが北海道 に帰

りたい とい って も北海 道では仕事 がない。 こ うい う場合 、大変 苦労 します。

次 に、企業 の求 める人材 とい うこ とですが、厳 選採 用 と書 いておきま したが、要 す るに会社 は

去年、今年 と、求人亭定数は増や しているのですが、採用基準を満たさない人は採 らないとい う

ことです。去年も求人を増やす とい うことだったのですが、結局 目標 を達成 しなかった企業 もか

な り出てお ります。

これはどうしてかと言います と、やは り採 る以上は、一定の水準以上の学生を採 りたいとい う

ことです。 「あなたは合いません。お辞めください」 とい うわけにはいきませんので、そ うする

とできるだけ可能性がある学生を採っていきたい。ですか ら採用時期の関係でも・4月 に1回 切

りまして、ともかくめがねにかなう人材を採って、ほかのところを落ちた りして、また応募 して

きて、自分のところに合いそ うな人だった ら採 ります。5月 に、また内定を出す。それでも駄 目
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だつた らあ き らめて、また6月 に も う1回 や つて、それで1,000人 採 りたい。 しか し800人 しか

該 当す る学 生が いなか つた ら、今年 は も うこれで終わ りま した と言 うこ とにな ります。それ が昨

年 の例です 。

つま りその ぐらい、企業側 としては、使 えるか どうか とい うことを重視 してお ります。これ は

一 方で リス トラを してい る くらい なので、新人について、かな り厳 しい 日が あるとい うのは当然

か と思 います。

4。 企業 が求 め る能力:「 コ ミュニケー シ ョン能力」

大卒文 系、理 系、短大 に分 けて、複数回答 による企業の求め る人材 の能力についてのアンケー

ト結 果(図 一一1を 参照)を 見 ると、 「コ ミュニケー シ ョン能力」が、今年 も昨年 も1位 で した。

現在 、この 「コ ミュニケーシ ョン能 力」が非常 に重視 され てい る。実は文科系 は、かな り前か ら

この ことは言 われてい たのです が、理科系 で も 「コミュニケー シ ョン能力」とい うのが非 常に最

近 、重視 され てきま した。

図一1企 業が学生に求めるもの(複 数回答)

「コ ミュニ ケー シ ョン能力」とは どうい うことか と言い ます と、相 手の話 を正確 に聞き取 つて、

また言 うべ きこ とを相 手 に正確 に伝 える とい う能力 です。プ レゼ ンも含みます。私 は年代 が全然

違 い ます か ら、比較 しよ うが あ りませ んが、 こんなこ とは大体 聞き出 したのは、恐 らく10年 ぐ

らい前 か らです。逆 に言 います と、最近 の若者 は コミュニケー シ ョンが取れ ないのが増 えている

ので はないか とい うこ とです。企業か ら 「コ ミュニケーシ ョン能力」と言 われ るたび に、いつ も

「コ ミュニケー シ ョン能力 とい うものを簡 単に説 明できるかな」と思つてお ります。つま り、コ

ミ土ニ ケー シ ョン能 力 とい うのは何 を意 味 してい るか、企業に よつてかな り違います。かな り曖

昧です。話せ る人 がほ しい とい う意 味での コ ミュニケー シ ョン能力 もあ りますが、鍛 えて向上す
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る もの と、本 来的な ものがあ ります。これ は協調性 とか、明 る さとか、発想 の豊か さな どは、学

んでい くらか改善す るか もしれ ませ んが 、能力 は何 か と言われ て もそ う変わ らない ものです。

コ ミュニケーシ ョン能 力は本来的 に優れた人、セール スマ ンの能力 が非 常にあ る人 と、そんな

に向かない人はい るわけです。です か らただサー ビス業 に限 らず、や っぱ り理科系 で もかな りコ

ミュニケーシ ョン能 力を求めています。

最近 は、いろいろな意 味で厳 しくなってきま して、例 えば銀行 に入 って金融 商品 を売 る場合 、

「あの とき、ああ言った じゃ ないか」とい うこ とで説明不 足だ と訴え られます。ですか ら企業 も

敏感 になっています。必要な こ とは言 って相 手の言 うこ とをちゃん と聞いて くれ る。当た り前み

た いなこ とです が、かな り トラブルが起 こってい ます。

です か らコミュニケー シ ョン能 力 をいかに高 めるか といいま して も、訓練でで き るもの はでき

るだ け、先生方 にも取 り入れて くだ さい と言 ってはお りますが 、はっ き り言 って下手 な もの は下

手ですね。

それ と、希 望す る職業 をいかにあ き らめさせ るか とい うのは、これ は どこが 、だれ がや るんで

しょ うね。失敗の連続 にあ りなが ら、50、60歳 で、企 業 を伸 ばす人 もいます。 そ うす ると 「あ

なた、あ き らめな さい」と、そ うい うふ うに言っていいの か とい うこ とです。 これ が非常 に難 し

い。大器 晩成か も しれない。努力 しているのを 「や めな さい」 とい うのは、なかなか言い に くい

ものです。

「コ ミュニケー シ ョン能力」 とは確か に文系 、理系 を問わず、話 の通 じる、あ るいは普通 に話

せ る人がほ しいので しょ う。そ うす る と、大学の教員の我 々は人 と話せ ない人を引 き受 けてい る

のか とい うことにな ります。結局 、学生は メール とか、コン ピュ一ターのチャ ッ トで話す ときは、

会 話の中で もくだ けて、略 した形でや ってお りますか ら、面 と向か って、緊張 した ら、ま ともに

話せ ない とい うものが増 えてい ます。これで は社会活動 がで きません。企 業は ともか く新 人で あ

ろ うと、企 業を代表 して、お 客 さん に会 うわけです か ら、その人がおか しいので はな くて、企 業

が おか しい と思われ た ら大変な ので、これ はや は り気 を付 けて います。

以前な らば、全 く気 に しないで採 用 し、社 内教育やOJTで 学 ばせたのです。ところが最近の

企 業は、教育 ・訓練費用 を負 担す る余裕が あ りません。です か らある程度 できるの を採 りたいが

本音 です。昔 は、初任者研修 を少 な くとも3ケ 月 いた しま したが今はそんな余裕 はないです。せ

いぜ い1カ 月です。確 かにそ うい う意味 では、問題 があ るだ ろ うとい うこ とです。

文 系で、2位 に熱意 とか、3位 バイ タ リテ ィー とか、基礎 学力、協調性、明 る さとか が挙 がっ

て います。 この辺 が20%以 上 の企業 が要求 している。 理科系 は、3位 に専 門知識 が入 っていま

す。 あるいは5位 に、発想 の豊か さが入 ってい ます。

私 は、就職部長 になって4年 目ですが、企 業の求 める能力 、あるい は順位 も、そんな に大 き く

変 わってお りませ ん。

しか し、 「ど うや って コミュニケー シ ョン能力 を養成 した らいいで しょう」 と言 われ る と、大

学 でや るこ とかな と考 えます。昨 日大学 で、何百人か教員 を集 める機会 があったの で、ともか く

「授業 で何 とか発表 させ て くだ さい。」「デ ィスカ ッシ ョンさせ て くだ さい。」「デ ィベ ー トを取 り

入れ て くだ さい。」 とさん ざん要望 してお きま した。企 業で選考の ときに、デ ィベ ー トを させ る

とい うのが、最近非 常に増 えてお ります。私のゼ ミでは合 宿でデ ィベー トを させ てお りますが 、
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や らない よ りはま しにな ります。

5.就 職部の活動内容:求 人企業 との接触、及び、地方求人の新規開拓

就職部の活動内容は、1つ は求人企業との接触です。これは昔からのことですが、実績のある

企業に、求人票を送ってくださいとい う求人依頼をします。それか らこれは私ども独 自にやって

いるんですが、Uタ ーン。やは り地方出身がかな りいますので、地方を何年か計画で、地方求人

の新規開拓な どをやってお ります。

実は東海大学もひ ょんなことから新潟大学と提携することにな りました。国立大学では就職担

当の部署はあっても、就:職活動についてご存 じないので、私立大学 とは、全然、雰囲気が違いま

す。そのかわ り官庁 とか、企業から、全部 リクルーターが直接大学に来るようでした。新潟県は

そんなに有効求人倍率は高くないので、やはり関東で探していかないと生き残れないのでしょう。

別の国立大学から 「うち ともやって ください」と言ってきたのですけれ ども、丁寧にお断 りいた

しました。

それか ら斡旋、推薦。これは数が減ってきましたが、今でも大手の銀行 とか、神奈川県内の銀

行は推薦依頼が来ます。それか ら理工系は、機械 とか、電気などの学科ごとに求人が来ますので

マ ッチングさせています。大体、実績のあるところは採っていただ く。まだ推薦も、そ うい う意

味では残っています。

就職行事の開催 と情報収集 とい うことでは、就職ガイダンス。学部ごと、希望すればゼ ミで1

コマ、1時 間分いただいてガイダンスをやってお ります。あるいは業界ごと、業界研究会とか、

企業研究会。これは比較的早めに、秋 口にやるものですから、PRも 兼ねて来ていただいてお り

ます。

それか ら、文部科学省 とか、厚生労働省 とかが後押 しし、日本経団連 とか、神奈川経済同友会

とかいろいろな ところでインターンシップをやってお りますが、学生は自ら応募するほど、積極

的でない とい うのが問題です。いろいろなアプローチできるはずですが、なかなかや ろうとしま

せん。仕方ないものですから、5年 ぐらい前か ら大学独自のものをや りま しょうとい うことで、

全 く意味不明ですけれ ども 「東海JOB-LEAGUE」 とかい う名前で90社 、110人 ぐらい

をお願い してお ります。すぐに就職に結び付かない形のほうがいいだろうとい う判断があ り2年

生の、春休みにやっています。ただどうしても大手が少ないので、なかなか応募者 も増えない。

インターンシップに関 しては、中小企業に行っても、同 じところに就職するケースはあま りな

く、結果 としてかな りいいところに就職 します。これはどうい うことかと言いますと、やは り何

か しなければ とい う意識を持ちます。それか らホテルにインターンシップに行ったのが、英語が

できなければ とい うので、夏休みにカナダに留学 し、そ して秋か ら就職活動をして熱意が認めら

れ、一流ホテルに決まったとい うのがあります。そ うい うモチベーションを引き出す とい う意味

では、意味があるのではないかと思ってお ります。インターンシップが終わったら、学生向けに

報告会をやってもらいPRも してお ります。

インターンシップは、就職のための準備です。ですから法学部 とか、あるいは政治経済学部の

政治学科が近 くに自治体に行って、研修 させてもらっているとか、あるいは経営学科の学生が、

企業研修 しているとい うのは、これは本来的に違いまして、私 どもでは単位に認定 しません。
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纂

イ ンター ンシ ップは大学 によっては、単位 に認 定す るところもござい ます。単位 認定 も考 えた

んですが、やは り問題が ある。大体、成績 を どうや ってつ けるのか疑問が あ ります。 どこにイ ン

ター ンに行 って、ど うい う人 に指導 を受 けたかで、ABCと 分 かれ て しまった場合 、それ は ちょ

っ と責任 を持て ない。それか ら期間 も1週 間の場合 もひ と月の場合 もあ ります。あ る大学でイ ン

ター ンシ ップ を必修 に した学部 があ りますが、続 きませ んで した。成績が、や は りば らば らで、

おか しい じゃ ないか とい うこ とにな りま した。それ か らも う1つ は、イ ンター ンシ ップ を引き受

け る ところが なくて、 ラー メン屋 さんのアルバイ トをや って、それで もいい とい う話 になって、

も う成績 も何 もあった もので はない とい うことにな りま した。

ですか らこれはやは り成績 をつ けないほ うが、学生 に対す るイ ンセ ンテ ィブが弱 くな るのは承

知 してい るんですが、す っき りした形で安心で きる。そ のかわ り事故があ って は困 ります ので、

保 険には大学持 ちで全員入れ てお ります 、100名 足 らず ですか ら。

学生への指導内容では、自己分析 と称 して、要す るに 自分 の長所 とか、短所 を よ く見直 しな さ

い とい うよ うな ことをさせます。自分 の興味は何か。 自分は どん なところへ行 きたいか。行 くの

に能力が必要だ った ら、今か らで も能力 をつけ る努 力 を しな さい。 そ うい う指 導をい た します。

家族 や友人 との相談。自分 は こ うい う人間だ と思 ってい る といって も、岡 目八 目的な ところ もあ

って、傍 か ら見ていたほ うが正確 とい うの もあるか ら、い ろい ろな人 か らア ドバ イス を受 けな さ

い とい うことも指導いた します。また、業界研究 とか、社会常識 ぐらい持 ってない と困 ります と

い うことで、新 聞を読 みな さい、ただ しスポー ツ新聞で は駄 目です よとい う話 を よ くしてお りま

す 。最 近は、応募倍 率の高い ところは面接重視 と称 してお きな が ら、ペーパーテ ス トで、まずふ

る うとい うこ とで、ペー パーテス トの レベル が、かな り高 くなってきま した。そ こで 自分の専 門

ぐ らいは、 しっか りや ってお きな さい とい う話 も して います。

6.就 職 しない若者

最後に、就職 しない若者。1つ はフリーター問題。これはよく言われますよ うに、全国の四年

制大学で、卒業生の約3割 が臨時 とか、アルバイ ト的職種に就いていると言われてお ります。も

ちろん就職をまるっきりしないのもいますか ら、それを入れると、もっと増えるとい うことです。

フリーター といってもひ とつは明確な 目的を持っていてフリーターをしている人 もいる。私の

ゼ ミにも役者になりたいとい う希望を持って、アルバイ トをしなが ら俳優座の養成所に通ってい

る者がいます。養成所に受かったので親が認めてくれたとい うことらしい。

それから就職試験を受けて結局どこにも受からなかったが、極端な妥協をしたくないとい うの

で、フリーターになっているとい うのがあります。私のゼ ミは15人 しかいませんが、明らかに

就職浪人します とい うのが3人 います。教育実習を受けて帰ってきて、2人 は教員にどうしても

な りたいといったのですが、教員試験に受からなかったので、翌年頑張 ります とい うことです。

それから公務員試験の者も同 じくお ります。比較的、優秀な学生のほ うがそ うケースが多いので

すが、受かる保証がないので困ってお ります。

それからもう1つ のタイプは、何をやっていいか分からない。モラ トリアムを意識 しているの

かなとも思 う反面、モラ トリアムなんてい う意識もない とい うか、自分で決めかねている。 「大

学を出て2、3年 遊んで考えます」「外国留学、語学勉強 してそれから考えます」とい う者です。
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こち らが 「本 当 にいいんですか」とい いた くなるよ うな者 もお ります。そ うい うのを入れ て、3

分 の1ぐ らい卒業生 の中にフ リー ター にな る者 がい るのではないか と言われ てお ります。

香 山 リカ さんの 『就職 がこわい』(講 談社)と い う本 には、若者 が どうも就職 に踏み切れず 、

い ろい ろな意 味で大人 にな りきれて いない し、な りきった人 なんてめったにいない とい うこ とが

書 かれ てい ます が、どうも大学 を出た ら自立す るとい う意識 が薄いので しょ う。ですか ら 「親 も

甘 いんです よ」 咄 た ら自分でや りな さい と言 えば、 もうち ょっ とま しになるのに」 とい う話 を

親 御 さん にいた します。

それか ら村 上龍 さんの 『13歳 のハ ロー ワー ク』(幻 冬社)。 高い本 の割 には、随分ベス トセ ラ

ー にな って、 こっち もびっ く りしま した。 戦後の 日本人は12歳 だ と、マ ッカーサーに言われま

したが、何か そん な ところがあるのかな とい う気が します。

それ か ら、玄田有史 さん の 『仕事の 中の曖昧 な不安』(中 央公論新社)。 これ は労働経 済学の立

場か ら書 かれ ていますが 、若 者 に とって 、就職がかな り厳 しい状況であ るとい う分析 を してお り

ます。

それ か ら最後 に、離職 率。これはぜひ ご承知い ただ きたい。就職 後3年 以内の離職 率が、これ

は大学全 体で約3割 、3分 の1が 、元 の企業 にいない とい うこ とです。フ リー ターになった とい

う意味で は、必ず しもないの ですが 、転職 を含 めて、約3割 あるいは3分 の1と 言 われ ています。

1年 以内 に、最 初の企業 を辞 めた率 は私 どもが押 さえている数 字で、16%。 つま り無理 して勤 め

て も続か ない とい う問題 もあ ります。

あ とは七五三 とい う言葉。就職 して大卒が3年 で3割 。高卒は5割 、中卒 は7割 いって いるの

では ない か と言 われ てお ります。ただ この割合 は、あ くまで も推 定です。バ ブル の前 まで と、そ

の後で違 うと思 いますが、バ ブル の前までは、逆 に言 うと、転職 はそん なに簡単で はなか ったの

です。バ ブル で人手が足 りな くなって、誰で も採 って くれ るよ うになって、それが またおか しく

なる1つ の理 由 になったわけです。
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Ⅱ.調 査分析結果



Ⅱ一1「 理想 の職 業(仕 事)」 を選 ぶ 背 景

国立教育政策研究所生涯学習政策研究部部長

山 田 兼 党

大学4年 生の7月 中旬の本調査時点において、就:職しようと考えている職業(仕 事)に つい

て、 「その職業は、本当に就 きたい理想の仕事ですか」(質 問紙一問7)の 回答結果は、表1に

示す とお りである。

表1本 当に就きたい理想の仕事か?

無回答を除くと、男女共に、ほぼ同様の回答傾向を示 してお り、 「理想の仕事である」が約

4分 の3、 「理想の仕事でない」が約4分 の1と い う結果である。

本章では、就 こうとしている職業が 「理想の仕事である」(以 下 「理想群」とす る)あ るいは

「理想の仕事でない」(以 下「非理想群」とする)と 回答 した二つの群間にどのような差異が認

められるかについて比較 して、理想の職業を選ぼうとしている背景について検討す る。

1.就 こ うとしている職 業(問5)

先ず 、自由記述に よる、就 こ うとしている職業(仕 事)を 分類 し、上記、二群 間の比較す るた

めに男 女別 に表2に 示 した

男 女 ともに、二群間 の回答率 の差 が50%を 超 えてい る、就 きたい とす る学生が10人 以上 の職 業

に注 目す ると、男子では、 「教師 」 「研究者」 「コンピュー タ関係」 「公務員 」 「技術職」の五

つ職 業、女子 では、 「教 師」 「技:術職」 「薬剤師」 「研 究者」 「医療 関係 」の五つ の職業 であ る。

概 して、専 門性 が要求 され る職業 に就 こ うとしてい る学生 は、理想 の職業 である と回答 してい る

傾 向にあ る。

多 くの職 業において、 「理想 の仕 事で ある」の回答率 の方が高 くなってい る傾 向 にある。その

中にあって、(就 きたい とす る学生 が10人 以上 の職 業の中で)女 子 の 「事務職 」で は、 「理想 の

仕 事でない」の回答率の方が高 くなってい る。
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表2就 こうとしている職業

2.情 報源(問8)

就 こうとしている職業を決定 しようとする際に、どのような情報源を重視 したか否かを2件 法

で評 定を求め、その結果を表3に 示 した。また、表3に は、二群間の回答の偏 りについて κ2検

定を行った結果も示 してある。
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表3情 報源

「自分」を情報源 とす ることに問題があろうが、男女共に 「理想群」の方が、他 に情報を求
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め るの ではな く、 「自分で考 えた」 とす る回答が 「非理想群」 よ り多い傾 向にある。

また 、男 女共 に 「その仕事 を してい る ところをみた」とす る回答 が 「理想群 」に多い傾 向ある。

これ らの こ とか ら、そ の仕事 を 目の当た りに し、自分で決 める事 が、理想 の職業 に就 くことに

結 びつ く可能性が考 え られ る。

女子で は、 「大学 の講義で聞いた」、 「テ レビや映画で見た」の回答 は 「理想群」に多 い傾 向

にあ るが 、 「会社説 明会 ・セ ミナー」、 「就職情報サイ トで知 った」の回答 は 「非理想群」に多

い傾 向 にあ る。 女子 の場合、 「会社説明会 ・セ ミナー」、 「就職情報サイ ト」 の情報 によ り理

想 の職 業 につ く可能性 は、やや少 ない傾 向にある と言 えよ うか。

この よ うな傾 向は男子で は、認 め られて いない。

3.両 親の職業 との関連(問9)

表4に 、本人が就こうとしている職業と両親の職業との異同を示 した。男女共に、二群間に回

答の偏 りは認 められてない(κ2検 定結果)。 各群において、親 の職業 と同 じであるとする回答

は、男女 ともに7～9%の 範囲である。

表4両 親の職業との関連

4.就 こ うと してい る職業 を決 めた時期(問10)

表5に 、就 こ うとしてい る職 業 を決 めた時期 を示 した。

男女共 に、二群 間 に職業 を決 めた時期 に差異 が認 め られた(冗2検 定p<0.Oldf=6)。 表

5中 の太数:字は、二群:間での回答 率の差 がやや大 きい ことを示 してお り、男女共に、 「理想群 」

の方 が、早い 時期 に職業 を決 めてい る傾 向 にあ る。ちなみ に、 「大学 」に入 る前までに、就 こ う

としてい る職業 を決 めた とす る回答 率は、男女共 に、約3分 の1を 占めてい るのに対 して、 「非

理想群 」は約14%で ある。

表5就 こうとしている職業を決めた時期

5.就 きたい仕事 に就けなかった場合の対応(問12)

表6に 、就 きたい仕事に就けなかった場合の対応の仕方についての結果を示 した。男女共に、

二群間に回答 の偏 りは認められない(x2検 定p>0.05df=2)。
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表6就 きたい仕事に就けなかった場合

6.転 職 の予想(問13)

表7に 、数 年後の転職 の予想 についての結果 を示 した。男女共 に、二群 間に回答 の偏 りが認 め

られ た(κ2検 定P<0.01df=1)。 転職す る と思 うとす る回答率は、男女共 に 「非理想 群」

が約60%で あるのに対 し、 「理想群 」は約35%で あ る。

「理想群」であって も、約35%が 、数年後に転職す るこ とを予想 している ことは、注 目され る

ことでは なか ろ うか。

表7転 職 の予 想

7.適 性職 業の認知(問14)

表8に 、自分 が どのよ うな職 業に向いてい るか どの程度 、認知 してい るかの結果 示 した。男女

共 に、二群間 に回答 の偏 りが認 め られ た(κ2検 定P<0.01df=3)。

「はっ き りとわか ってい る」と 「なん とな くわかってい る」の合計の回答率は、男 女共 に、 「理

想群 」が約80%、 「非理想 群」が約60%と い う結 果で ある。男子 の 「はっき りと分 か ってい る」

の回答率が 「理想群」 と 「非理想群 」の差が顕 著で あるこ とが注 目され よう。

表8適 性職業の認知

8.職 業 に就 くた めの努力(問11)

表9に 、職業 に就 くた めに した(し てい る)努 力 の内容(10項 目)に 関す る結果 を示 した く表
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中に、 κ2検 定の結果も示 してある)。

表9職 業につくための努力

「情報 を収集す る」 「人脈 をひろげ る」 「知識 や教養 を深 める」 「多様 な経験 によ り人間的な

魅 力 を高 め る」 「専 門的な技能 や技術 をみが く」の5項 目にお いて、男女共 に、二群間の回答率

に偏 りが認 め られ た。すなわ ち、これ ら5項 目において、男女共 に、 「理想群 」の方が 「とて も

/ま あ努力 して いる」の回答 率が高い傾 向にある。

また 、 「就職 のための試験勉 強 をす る」 「資格や検定 をとる」の2項 目で は、女子において、

「理 想群」 の方 が、 「とて も/ま あ努力 してい る」の回答率 が高い傾 向にあ る。

二群間 で、 「とて も/ま あ努力 してい る」の回答 率の差が大 きい のは、女子の 「専門的な技能

や技 術 をみ が く」(30ポ イント)、 「就職 のための試験勉強 をす る」(19ホ.イ ント)、男子 の 「多様 な

経験 に よ り人間的 な魅力 を高 め る」(20ホ.イ ント)、 「人脈 をひ ろげる」(19ホ.イ ント)で ある。

理想 とす る職 業 につ くためには、当然 の ことなが ら、それ な りの努 力が必要であるこ とを示 唆

す る結 果 と言 うよ うか。

9.職 業観(問15)

表10に 、就職 先 を決 定す る際 に重視す る こと(16項 目)、 とい う観 点か ら 「職業観 」 を捉 え、

その結果 を示 した(表 中に、x2検 定 の結果 も示 して ある)。
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表10職 業観

「仕事の社会的意義」 「専門的な知識や技能をいかせ ること」 「自分を生かすごど」の3項 目

において、男女共に、二群間の回答率に偏 りが認め られた。すなわち、これ ら3項 目において、

男女共に、 「理想群」の方が 「とても/ま あ重視す る」の回答率が高い傾向にある。,

また、女子では、 「仕事の内容」 「将来性」「能力を高める機会があること」 「勤務地」 「業

績 ・規模」の5填 目においては、 「理想群」の方が、 「とても/ま あ重視する」の回答率が高い

傾向にある。男子では、前記 の3項 目以外に二群間での回答率の偏 りは認められていない。

二群間で 「とても/ま あ重視する」の回答率の偏 りが認められた項 目は、 「自己実現」に関わ

る項 目(「 専門的な知識や技能 をいかせること」 「自分を生かすこと」 「仕事の内容」 「能力

を高める機会があること」)で ある。理想の職業に就こうとする背景には、自己実現の可能性を
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重視 してい る傾 向 にあるこ とが うかがえ よ う。

二群 間の 「とて も/ま あ重視 す る」の回答率の差が大きいのは、男子で は、 「仕事の社 会的意

義」(22ポイント） 、 「専 門的 な知識や技能 を生 かせ るこ と」(22ポ イント)、 女子では、 「専門的な

知識や技 能 を生かせ ること」(17ポ イント)、 「将来性」(15ポ イント)で あ る。

10.仕 事 ・就 労観(問16)

表11に 、仕 事 ・就労観(13項 目)に ついての結果 を示 した(表 中に、 κ2検 定の結果 も示 して

あ る)。

表11仕 事 ・就労観
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「仕事は人生における生きがいである」、 「希望する仕事につくために、どうい う勉強をすれば

よいかを考えなければならない」、 「就職は有力なコネ(知 り合いがいること)で 決まる」の3

項 目において、二群間で、回答率の偏 りが認められた。

すなわち、「仕事は人生における生きがいである」は男女共に、「希望する仕事につ くために、

どういう勉強をすればよいかを考えなければな らない」は女子において、 「理想群」の方が 「と

ても/ま あそう思 う」の回答率が高い傾向にある。理想の職業に就 くためには、仕事に対する積

極的な態度が必要なことが示唆 されていると言えよ うか。

一方
、 「就職は有力なコネ(知 り合いがいること)で 決まる」は男子において、 「非理想群」

の方が、 「とても/ま あそ う思 う」の回答率が高い傾向にあり、二群間のこの回答率の差は、1

4ポ イントである。理想の職業に就こうとしても、就職はコネで決まってしま うか ら、理想の職業に

は就けない とい うような図式が推察されようか。

11.大 学で身 に付いた能力(問20)

表12に 、大学で身 に付 いた能力(17項 目)に つ いての評 定結果 を示 した(表 中に κ2検 定 の結

果 も示 してあ る)。

「熱意 ・意欲 を維持 す るカ」、 「行動力 ・実行力」、 「専 門能力 の3項 目におい て、男女共 に、

二群 間で回答 の偏 りが認 め られた。

また、男子では、 「論理的 に考え られ るカ」、 「常に新 しい知識 ・経験 ・学力 を身 につ けよ う

とす るカ 」、 「状況の変化 に柔軟 に対応す るカ 」、 「意 見や利 害の対立 を調 整す るカ」、 「体力」

の5項 目で、女子 では、 「問題 を発 見す るカ」、 「自己表現力」の2項 目で、二群 間で回答 の偏

りが認 め られ た。女子の 「自己表現力」を除 いて、上記 の8項 目では、 「理想群 」の方 が 「とて

も/ま あある と思 う」 の回答 率が、 「非理想群 」 よ りも高 い傾 向にある。

二群間 の 「とて も/ま あある と思 う」の回答 率の差 は、男女共 に二群 間で回答:率に偏 りが認 め

られた、 「熱意 ・意欲 を維持 す るカ」 で、男子 が20ポ イント、女子が17ポ イント、 「行 動力 ・実行 力」

で、男子が22ポ イント、女子 が10ポ イント、 「専門能力」では、男子 が16ポ イント、女子 が23ポ イントで ある。

その ほか、二群間 の 「とて も/ま あある と思 う」の回答率の差が大 きい のは、男子 の 「意見や

利 害の対 立を調整す るカ」 で21ポ イント、 「体力」で20ポ イントであ る。

「理想群 」の方が、大学 において少 なか らず能力 が身 に付いた と肯定的な評定 してい る傾 向に

あ ると言 えよ う。
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表12大 学で身に付いた能力

12.自 己像(問22)

表13に 、自分が大学 の友人 か らどの よ うに見 られ てい るか(12項 目)と い う観点か らの 自己像

につ いての評定結果 を示 した(表 中に、 κ2検 定 の結果 も示 してあ る)。

自己像 につ いては、男女共 に共通 して 、二群間で回答率に偏 りが認 め られ た項 目はなかった。
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表13自 己像

男子 では、 「勉 強がで きる人」、 「優 しい人」の2項 目、女子で は、 「明るい人」、 「元気 な人」、

「どんな ことにも一生懸命 な人」、「み んなに好 かれてい る人」の4項 目におい て、二群 間 に回

答率 の偏 りが認 め られ 、 「理想群 」の方が 「そ う思 われ てい る」の回答 率が高い傾 向にあ る。

二群間 の 「そ う思 われ てい る」の回答率 の差 は、女子の 「明るい人」が19ポ イント、 「元気 な人」

が17ポイント、 「どんなこ とに も一生懸命 で ある人」 が15ポ イント、男子の 「優 しい人 」が16ポイ ントと

な ってい る。女子 の場合 、積極性 のある 自己像 が、理想 的な職 業選 択に関与 してい るよ うに推察

され る。

13.行 動傾 向(問22)

表14に 、行動傾向 にっい て(18項 目)の 評定結果 を示 した(表 中に、κ2検 定 の結果 も示 して

あ る)。

前記の 「自己像」と同様、男女 共に、共通 して回答率 に偏 りが認 め られ た項 目は なかった。男

・子では、 「間違 った ことを してい る人 を見た ら、きちん と注意す る」、 「ど うせや らな くてはな

らない雑用は、早めに片付 けて しま う」、 「グルー プの中心になって、他 の人を引 っぱってい こ

うとす る方だ」の3項 目におい てぐ女子 では、 「人 よ りも計 画性 のある方 だ」、「 家族や 友人に
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表14行 動傾向
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対す る愛情 が深 い方だ」、 「何 か変わ った ことに気 づ く と、その原 因や理 由をつ き とめた くな る」、

「誰かが 困って いるの を見た ら、進んで手助 けす る」の4項 目において、二群 間で回答 の偏 りが

認 め られ た。これ らの行動傾 向の項 目それぞれ にお いて、 「理想群 」の方が、 「非常 に/ま あそ

うで ある」の回答率が 「非理想群」 よ り高い傾 向にあ る。

14.社 会観/人 生観(問23)

表15に 、社 会観/人 生観 について(19項 目)の 評 定結 果 を示 した(表 中に、x2検 定 の結果 も

示 してあ る)。

「毎 日を大切 に生 きるこ とが大事で あ る」 は男女 共 に、 「男 の人は、ず っ と続 け られ る職業

を持 ったほ うがよい」、 「結婚 は したほ うがいい」、 「これか らの世の中は夢や希望 に満 ちてい

る」、 「努力す るこ とは大切 であ る」の4項 目につ いては男子で、 「女の人は、ず っ と続 け られ

る職業 を持 った ほ うが よい」、 「高齢者 の世話 は、でき るだけ しなければい けない」の2項 目に

ついて は女子で、二群 間に回答率 の偏 りが認 め られ、 「理想群」の方が、それぞれの項 目につい

て、 「そ う思 う」 と回答 して いる傾 向にあ る。

二群間の 「そ う思 う」の回答 率の差の大 きいの は、男子 の 「男の人は、ず っ と続 け られ る職 業

を持った ほ うが よい」で18ポ イント、 「結婚 は したほ うがいい」で15ポ イント、 「これか らの世の 中は

夢 や希 望に満 ちている」で13ポイント、 「毎 日を大切 に生 きるこ とが大事 である」で13ポ イントな どで

あ る。 一方、女子では、 「高齢者 の世話 は、で きるだ け しなけれ ばいけない」が18ポ イント、 「女

の人は、ず っ と続 け られ る職 業 を持 ったほ うが よい」が15ポ イントで な どある。

理想 の職業(仕 事)に 就 く背景 には、 「毎 日を大切 に生 きる」こ と、男女 それ ぞれ 「ず っ と続

け られ職業 を もつ」こ との必要性 が推 察 され る。また、男 子では、 「将来 に対す る明 るい見通 し」

をもつ こ と、 「努力」す る ことが、その背景 にあ ると推 察 され る。
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表15社 会観/人 生観

一一70一 一



15.【要約】

以上、調査票の質問の順 にほぼ従って、 「理想群」 と 「非理想群 」の比較 ・検 討 を行 った。そ

の結果 、就 きたい職業 が理想 な仕 事であ るか否 の背景 には、二群間の相対的 に比較 にお いて、概

略 、次の よ うな点一 「理想 群」 の傾 向一を指摘す る ことがで きよ う。

①就 こうとしてい る職 業は、専 門性 が要求 され る職業 であ る(表2)。

②就 こうとしてい る職 業について の情報源 につ いて は、そ の職業(仕 事)を 目の 当た りにす るこ

とであ り、他 に情報 を求め ることな く、 自分でその職業 を決定 してい る傾 向にあ る(表3)。

③就 こうとしている職 業を、早い時期(大 学入学前)に 決 めてい る傾 向に ある(表5)。

④数年後 の転職 の予想 の回答率は、 「理想群 」が男 女共に約35%で あるのに対 して、 「非理想 群」

は約60%で ある(表7)。

⑤ 自分 が どんな職業 に向いてい るか認 知 してい る傾 向にあ る(表8)。

⑥ 当然 のこ となが ら、職業 につ くための努 力 を して傾 向にあ る(表9)。

⑦ 自己実現 の可能性 を重視す る:職業観 を もってい る傾 向にあ る(表10)。

⑧ 「仕事 は人生 にお ける生 きがいであ る」とす る仕事 ・就 労観 をもってい る傾 向にあ る(表11)。

⑨大学 において、少 なか らず能 力が身 に付いた と肯定的 な評定 を してい る傾 向にあ る(表12)。

⑩ 女子 の場合、積極性 のある 自己像 をもってい る傾 向にあ る(表13)。

⑪ 社会/人 生観 として、 「毎 日を大切 に生き る」 こ と、男女それぞれ 「ず っ と続 け られ職 業を

もつ」こ とを指摘 してい る傾 向に ある。また、男子 では、 「将来 に対す る明 るい見通 し」を もつ

こ と、 「努力」す るこ とを指摘 してい る傾:向にある(表15)。
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Ⅱ－ 2大 学生のキャ リア意識 と自己認識

国立大学法人新潟大学大学教育開発研究センター助教授

加 藤 かお り

1.は じめに

本論は、大学生のキャリア意識と自己認識との関係性についてキャ リア発達の調査結果より分

析 し、考察を行 う。

近年の大学生について、キャリア意識すなわち自分がどのような職業につきたいのか、どのよ

うな将来を目指 したいのかとい う意識が低い、といわれる。そ して、大学教育においては、学生

のキャリア意識の低 さが、大学生活における目的意識、学習動機や活動意欲の低 さと関係 してい

るとして、これ らを喚起するための初年次教育や低学年からのキャリア教育への取 り組みが注 目

されている。

キャリア意識や学習への動機づけの問題は、学習する主体としての自分(学 生)と 、一般社会

や学問の世界 という自分を取 り巻く世界とに、どのようにつなが りを持たせるのかとい う課題で

ある。この課題の前提には、「自分は何者か」「自分には何(ど んな職業)が ふ さわ しいのか」に

ついて悩み、決断を先延ば しにしつつ も、自分の手で何かをつかもうともが く若者 としての大学

生像がある。このような大学生像自体は、それほど新 しいものではない。自分自身を振 り返って

みても、学生時代に決 して確固たるキャリア意識があったわけではない。悩み も炉き、いろいろ

と試 しては失敗を繰 り返 しながら、大学生時代 とい う猶予期間を経て、ようや く自分 と社会 との

接点を見つけてきたように思 う。

しか しなが ら、昨今、身近な大学生との交流の中で、悩みもがく 「自分」とい うもののあり方、

認識が変わってきているのではないかと感 じるようになった。

た とえば、将来何になりたいかと質問すると、とりあえず何になりたいと答 える(正 解を答え

ることについては、非常に素直で優等生でもある)。 では、なぜそれにな りたいのかと聞 くと、

考えたことがないと言う。考え悩んでいるから、答えがでない、決断できない というのとは違 う。

とりあえずの答えを持っている、持っていないにかかわらず、これまでの人生で 「自分の本当に

したいことを考える」ことをしたことがない し、「自分の意思で決断 し選択する」経験が乏 しい

のである(何 を選ぶ と損をす るかは知っているらしい)。「定められたレースの上を走ることに慣

れきって しまった若者」(注1)に 、多様な選択肢を用意 して自分で考えて決めるとい う習慣が

あるはずがない。

かといって、彼 らが全 く悩んでいないわけではない。む しろ、「～でなければならない」「こう

あるべきだ」と真面 目に考えすぎている傾向もある。深 く関わ りもせずに自分に合わない、自分

にはできないなどと 「決めつける」など神経質でデ リケー トな面もある。自分 とい うものの認識

や理解に関心がないわけではないが、狭 くて浅い他 との関わりの中で自分を捉えようとナるため

か、自分への認識 も浅い。自己認識が浅く狭い、すなわち自分が不確かであれば、社会 との接点

も見出しにくい。自己認識が浅いから社会 と結びつかないのか、社会 と結びついていないから自
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己認識が弱いのかとい う問題はあるが、いずれにしても学生のキャ リア意識が自己認識のあり方

と関わっていることは確かであろ う。

本論は、大学生のキャリア意識 と自己認識 との関わりを中心に調査結果を分析 し、キャリア教

育な ど学生のキャ リア意識を高める教育的なアプローチの前提 となるような現代の学生理解の

一端 となることを試みるものである。

2.分 析の方法(分 析に用いた選択項 目)

分析には、まず大学生のキャリア意識を示 している項 目として、問14「 あなたは、自分がど

んな職業にむいているかどのくらいわかっていますか。」に対する回答 「はっきりとわかってい

る」 「なんとなくわかっている」「あまりわか らない」「全然わか らない」を用いた。厳密 に言え

ば、自分に向いている職業がはっきりとわかっているか ら、キャリア意識が高いと断言す ること

は難 しい し、何を基準にキャ リア意識が高い とい うか、この場での判断は迷 うところでもある。

ただ し、「その職業(就 職 しようとしている職業)は 、本当に就きたい理想の仕事ですか(問7)」

や 「あなたは数年たって転職すると思いますか(問13)」 の質問に対する回答とのクロスをとっ

てみると、「はっきりとわかっている」人ほど 「理想の職業である」「数年たって転職すると思わ

ない」とする割合が高いことなどか ら、ここで「自分に向いている職業がわかっている」人は、就

こうとする職業が理想に近く、すなわち自分のしたい仕事であり、少なくとも数年以上はその仕

事を続 けていこうとい う意思がある人 と誇える(表1、 表2)。 したがって、現時点でのキャリ

ア意識の高 さを表す一つの目安とい うことはできそ うである。

自己認識については、2つ の項 目、①友人からみた自分についての自己評価(闇21「 あなた

は、大学の友人たちか らどのように見られていると思いますか」に対する回答 「そ う思われてい

る」 「そ う思われていない」「わからない」)、②自分自身の思考や行動に対する評価(問22あ

なたは、次のようなことにどのくらいあてはまりますか」より抜粋 した項目、以下の図を参照)

を分析に用いた。

表1「 その職業は、本 当に就きたい理想の仕事ですか」(%)
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表2「 あなたは、数年たって転職す ると思いますか」(%)



3.キ ャ リア意識 と友人 か ら見た 自分 につ いての 自己評価

(1)キ ャ リア意識 の低い学生は 、友 人か ら見た 自分への 自己認 識 にお いて否 定的な面が あ る。

まず 、キャ リア意識(問14)別 に、自己認識(問21「 あ なたは、大学の友 人たちか らどのよ

うに見 られ ている と思 います か(他 人か ら見た 自分)、,に つ いてみてみ よ う。

自分が どんな職 業に向いてい るのか 、「はっき りとわかって いる」 キャ リア意 識 の高 い学生、

「なん とな くわかってい る」学生 、「あま りわか らない」学生 、そ して 「全然 わか らない」キ ャ

リア意識の低い学生 ごとに、 「大学 の友人 たちか ら(自 分につ いて)そ う思 われ て いる」 と思 う

割 合 を表 したのが図1で あ る。

図1キ ャリア意識別「友人からそう思われている」割合%

一一75一 一



全体的 には、すべ ての項 目について、キャ リア意識 の高い学生 は、友人か ら見 た 自分へ の 自己

評価 にお いて肯定的で あ り、キャ リア意 識の低い学生は 自己評価 において否 定的 である と言える。

キ ャ リア意 識の高い学生 に最 も多 く見 られた 自己肯定のキー ワー ドは、 「明 るい」(64.3%)、r優

しい」(63.6%)、 「頼 りになる」(62.0%)で あ る。 キャ リア意識の低い学生 において 自己肯定す る

割合 の高 かった項 目は、 「優 しい」(43.6%)、 「明 るい」(40.0%)、 「失敗 して もくよくよ しない」

(38.2%)で ある。

キ ャ リア意識 の高 い学生 と意識 の低 い学 生で も最 も差が 見 られ た項 目は、 「頼 りに なる人」

(36・7ポ イ ン ト差)で あった。つ いで、「どんな ことに も一生懸命 であ る人」(28。3ポイ ン ト差)、「明

るい人」(24.3ポ イ ン ト差)で あ った。(図1)。 キャ リア意識の差 にかかわ らず、肯定す る人が少

なか った項 目は 「か っこいい人」 であった。

キ ャ リア意識 の低い学生で 「友人か らそ う思 われ ていない」と最 も否定的 であった項 目は、「運

動 がで きる人」67.3%、 「かっ こいい人」60.0%、 「勉 強ができる人」52 .7%で あった(図2)。

図2キ ャリア意識別「自分は友人からそう思われていない』割合%

(2)男性では、キャリア意識の低い学生ほど、友人から見られる自分に否定的な傾向が強く見 ら

れ る。

性別ごとに・「友人からそ う思われている」と思 う自己肯定の割合をみてみると次のようであ

った。

まず・男性では・全体的にキャリア意識の高さと自己評価の高さが比例するように
、キャリア

意識の高い学生ほど・家人か ら見られる自分に肯定的な評価を し、意識の低い学生は否定的な傾

向が見 られた。

自分 に向 いてい る職業が 「はっき りしか る」男子学生は、「明 るい人」(66.7%)、 「優 しい人」

(65・3%)に 加 えて ・ 「人 よ りす ぐれ た ところが ある」(65 .3%)、 「頼 りにな る人」(62.5%)と 思 われ
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てい ると自己評価す る。た だ し、「か っこいい人」(23.6%)と 思 われ ている と評価 す るこ とには抵

抗 があ るよ うだ。

一方
、向いている職 業が 「全然 わか らない」男子学生は、元気 さや明 る さな ど否定的 な傾 向が

強いなが らも、「失敗 して もくよくよ しない」(42.3%)し 「優 しい人」(30.8%)で あ る と肯 定す る。

また、 「勉強がで きる」(192%)「 運動が できる」(3.8%)と は思 われ ていな くて も、 「み んなに好

かれ てい る」(30。8%)し 「人 よ りす ぐれた ところが ある」(30.8%)と い うプ ライ ドの高 い側 面 も見

られ る(図3)。

(3)女性 では、キ ャ リア意識の高 さは強 さや 堅実 さ と関係 してい る。

女性 では、男性 と比較す るとキャ リア意識 による 自己評価 の差 が小 さく、キ ャ リア意識の低 い

学生 が否 定的 である とは言えない複雑 さが見 られ た。

た とえば、一番 「明 るい人」「元気 な人」「どん なこ とに も一生懸命 」だ と思われ てい ると自己

評価す るのは、キャ リア意識 別で一番層 の厚 かった 「自分に向いてい る職業が なん とな くわか っ

て いる」学生で あるが、 この層 では 「頼 りになる人」(45.1%)「 人 よ りす ぐれ た ところがあ る」

(34.6%)で ある とはあま り自己評価 してい ない点 で、「はっ き りとわか ってい る」学 生 と傾向が異

な っている(図4)。 一 方、 自分 に向いてい る職 業 が 「全然 わか らない」学生 で も、 「優 しい人」

(552%)、 「明 るい人」(51.7%)、 「元気 な人」(48.3%)で ある上にr人 よ りす ぐれ た ところが ある」

(41.0%)と 自己肯定 的な反 面、 「みん なに好 かれ てい る」 とはあま り思 ってお らず(13.8%)、

対人関係 での 自信 のな さが うかが える。

(4)同 じキ ャ リア意識が低 い学 生において 、性別 で傾 向が異 な る。

さらに、同 じキャ リア意 識の低い学生 につ いて性 別 にみ る と、「み んなに好 かれて い る」、 「失

敗 して もくよ くよ しない」 の項 目以外 の項 目、特 に 「優 しい人」 「明るい人」 「元気 な人」 「勉強

ができる人」な どの項 目では、女性 の方が肯定的で あ り、自己評価の低 い傾 向は男性 に強 く見 ら

れ る(図5)。

したが って 、男性 と女性 では、自分に向いてい る職業 が全然わか らない とい う状態 は同様 であ

って も、なぜわか らないのか とい う事情 が異な るこ とが推 察 され る。
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図3キ ャリア意識別男性の「友人からそう思われている」割合%
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図4キ ャリア意識別女性の「友人からそう思われている」割合%
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図5性 別に見たキャリア意識低い学生の「友人からそう思われている」割合%

4.キ ャ リア意識 と自分 の行動や 思考 に対す る 自己評価

次 に、 自分 自身 に対する認識(問22「 あなたは、次 のよ うな ことに どの くらいあてはま りま

す か」)と キ ャ リア意識 について見てみ よ う。

(1)概 して、キャリア意識の高い人は自己評価 も高い。

自分の向いている職業が「はっきりわかっている」人 と 「全然わからない」人(以 下キャリア

意識別)で の自己評価をみると、キャリア意識の高い学生の方が、概 して物事の仕組みに関心を

もち、主体的かつ積極的に取 り組んだ り、こだわ りを持っていた り、自己主張を行 うなどの点で

自己評価 も高 くなっている。 「自分はどのように生きるべきかと、悩むことがある」 とい う割合

は、キャリア意識の低い学生の方がやや高い。これ らの状況は、性別にみるとさらに相違が現れ

る。

(2)男性では、キャ リア意識の高い人低い人で物の仕組みや関わ りについての関心に相違がある。

また、キャリア意識の低い人は、生き方について悩むことも少ない。

男性では、キャリア意識の高い人はすべての項目において自己評価が高いとい うよ うに、キャ

リア意識の差 と自己評価の差との間に相関がみ られる。中で も、「これはなんだろう、なぜこう

なるのだろ うとい う疑問をもつ」や 「ものの仕組みが どうなっているのか、興味を持っ方だ」、,

「何かかわったことにきつくと、その原因や理由をつぎとめた くなる」とい う、物の仕組みや関

わ りに関心をもつことについて、キャリア意識の高い人と低い人で大きな相違がある。たとえば、

キャ リア意識の低い男子学生は、物事や他にたいしてこだわりや執着、愛情が薄い傾向があると

言える。

キャ リア意識の差にかかわらず 「自分はどのように生きるべきかと、悩むことがある」とい う
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学生の割合は高い。

(3)女性 のキ ャ リア意識 は、物 の仕組みへ の関心、他人 に対す る強 さと関わ りが あ り、 キャ リア

意識 の低 い人は生き方で悩ん でいる人が多い。

一 方、女性で は、男性 と同様 に、キャ リア意識 の低 い学生 の方 が、自己評価 も低い傾 向は見 ら

れ る ものの、た とえば、 「きれ いな ものを集 めた り飾 った りす るこ とが好 きだ」や 「身 のまわ り

の物 の形や 色に、強 く心を引 きつ け られ るこ とがあ る」 「自分が普段使 うものは、 色や デザイ ン

に こだわ る方だ」な どの物 の外 兄に こだわ ることについ ては、キャ リア意識別 の評価 に大 きな相

違 はない。

その半面、 「ものの仕組 みが ど うな って いるのか 、興 味 をもつ方だ」な どの物 の成 り立 ちに対

す る好奇 心や探 究心 、「他人 に対 して、自分の意見 をはっき り言 う方だ」「グル ープの 中心になっ

て、他の人 を引っぱってい こ うとす る方だ」な どの他 人に対す る強 さの点 にお いて、キャ リア意

識 の低 い人では評価 も低 くな る傾 向がみ られ た。加 えて 、「自分は どの よ うに生 きるべ きか と、

悩 む ことがあ る」について キャ リア意識 の低い人 の方 がそ う思 ってい る割 合(55.2%)が キ ャ リ

ア意識 の高い人(42.1%)よ りも高い(図7)。 この割 合は 、男女あわせ て も一番高 く、女性 に

おいては、生 き方への悩みや こだわ りが、どの よ うな キャ リアを選択 すれ ば よい かに迷 い を生 じ

させ る要因 となってい ることが推察 され る。

(4)キ ャ リア意識 の低 い学生 では男女 とも共通 して 「計画性」、 「時間 の使い方 」、 「他へ の愛情」、

「リーダー シップ」 について の 自己評 価の低 さが見 られ る。

男女にかかわ らず 、キャ リア意識 の高い学 生に く らべ て意 識の低い学生で は、 「人 より も計画

性 がある」、「家族や友人への愛情 が深 い」「10分20分 の空 き時間 も有効 に使 う」「グループの 中

心 となって引っぱってい く」 ことについて 自己評価 が低い。
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図6キ ャリア意識と自己評価(%)

*値 は、各項 目について 「非常にそ うである」 と 「まあそ うである」 と回答 した割合の合計値である。
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図7男 性のキャリア意識と自己評価(%)

*値 は、各項口について 「非常にそ うである」と 「まあそ うである」と回答 した割合の合計値である。
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図8女 性のキャリア意識と自己評価(%)

*値 は、各項臼について 「非常にそうである」と「まあそ うである」と回答 した割合の合計値である。

5.キ ャ リア意識 と資質や能力に対す る自己評価

人が 自分を高 く評価するとき、すなわち自信を持っているとき、それは、1つ には自分の能力

に対する信頼 によって裏づけられている。したがって、自分自身への評価の高さは自己の能力に

対する評価の高 さであ り、自己評価の低 さ、自信のな さは、自己能力に対する自信のなさでもあ

るといえる。

それでは、大学生のキャリア意識の低 さをもたらしている自信のなさは、どのような自己能力
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とかか わ りがあるのだ ろ う。この疑問 を明 らかにす るた めに、キャ リア意識 の高 い学 生(向 いて

い る職業が はっき りわ か ってい る)と 、意識 の低 い学生(向 いてい る職業が全然 わか らない)に

つ いて、大学時代 に身 につ いた と思 う資質 ・能力 を兄たのが図9で ある(問20「 あなた は、大

学時代 を通 じて、次 のよ うな資質 ・能力が身 につ いた と思い ますか」。回答の割合 の数値 は 「と

て もある」 「まあまあある」 と答 えた割合の合計)。

(1)キ ャ リア意識は、 「論理 的」な思考力や 「問題 発見力」、持 続的 な「 熱意 ・意欲 」 な どの資質

や能 力 と関わってい る。 「コン ピュータ活用能 力」 「専 門能 力」 「体力」では差 は少 ない。

大学時代 に培 った資質や能 力について、全体的 にや は りキ ャ リア意識の高 い人 の方が評価 が

高い。キャ リア意識 の高い人 と低い人の間で大 きな差(30ポ イ ン ト以上 の差)が 見 られた資質 ・

能 力は、差の大 きい順 に、 「熱意 ・意欲 を維持す る力(34.4ポ イ ン ト差)」、「論理 的に考 え られ

る力(33.1ポ イ ン ト差)」、「問題 を発 見す る力(32.2ポ イ ン ト差)」、「交渉力(32.1ポ イ ン ト差)」

であった。

す なわち、意欲を維持す るカや思考 力、交渉力 な どについて、学 生時代 に身 につ ける ことがで

きた学生 とそ うでない学生 との格差が あ り、そ の こ とが キャ リア意 識の形成 と関連 してい ること

が推 察 され る。

また、 「コン ピュー タ活用能 力」 「専 門能 力」 「体力」 につ いては、比較的 差は小 さく、 この こ

とは次の項 に もあるが、性別 に よって もあま り関係 なか った。

(2)キャリア意識によって、男性では、「行動力」や人間関係に関わる力、女性では、「意欲の持

続」 「論理性」「交渉力」「語学力」への資質 ・能力評価 に差がある。

キャリア意識別の資質・能力評価 を性別にみると、全体的に男性では、キャ リア意識に高い人

と低い人での自己能力に対す る評価に差が現れていた。男性では、特に 「行動力 ・実行力」や、

「意兄や利害の対立を調整するカ」をはじめとする人間関係に関わるカについて、キャリア意識

の高い学生 と低い学生で差がある。

それに対 して、女性では、「熱意・意欲を維持する力」、「論理的に考えられる力」「交渉力」「問

題を発見するカ」「語学力」などでの相違が見 られる(図10,11)。
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図9キ ャリア意識別、資質・能力評価(「とてもある」+「まあまあある」)(%)
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図10男 性のキャリア意識別 、資 質・能力評価(%)

一87一



図11女 性 のキャリア意識別 、資質・能力評価(%)
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6。 まとめ

本論での分析は、サンプル数の都合上全体的な傾向の分析にとどまったが、少なくとも次の

ことが明らかになった。

全体的な傾向として、キャリア意識の低い学生は、意識の高い学生に比べて自己評価が低いの

が特徴 といえる。ただし、以下に述べるように性別によって評価の内容に相違が見 られた り・評

価の内容によってはキャリア意識の低い学生でもそれな りのプライ ドや こだわ りが兄 られたり

するなど、キャリア意識が低いからすべて自己評価が低い とい うほど必ず しも単純ではないとい

うことを付け加えてお く。

自己評価の内容別にまとめると、まず他人か ら見た自分への評価では、キャリア意識の低い大

学生は 「運動ができる」 「勉強ができる」などと人から認め られているとい う意識 も低い傾向が

ある。 この傾向は、特に男子学生で強く兄 られる。

他人からの評価で高く評価 されることは 「かっこいい」よりも 「明るい」「優 しい」「頼 りにな

る」ことである。このうち、男女共通してキャリア意識の高低 によって差が現れたのが 「頼 りに

なる」と認められているとい う意識であった。すなわち、人から頼 りになると思われている、「明

るくて優 しい」と思われているとい う自信を持っているということが、キャリア意識の形成に影

響 していると言える。同時に、キャ リア意識の低い学生では、人から見た自分に対する自己評価

が全体的に低いなが らも、男性であれば 「皆に好かれている」、女性であれば 「人よりす ぐれた

ところがある」など、プライ ドの高い側面も見 られた。

次に、自分の思考や行動に対する自己評価についてみると、キャリア意識の低い学生は、この

自己評価 も総 じて低い傾向にある。とくにキャ リア意識に関わる自分の思考や行動に対す る評価

項 目には、男女に共通す るものでは 「何、なぜ とい う疑問」「原因 ・理出」に対する興味関心に

加 えて、「家族友人への愛情」の深 さの項 目があげられ、やはり性別によって相違がある。

具体的にあげると、男性では 「ものの仕組み」への関心や 「グループの中心になる」、女性で

は 「計画性」「空き時間の有効な使用」の項 目で、キャリア意識の低い学生は評価が低い。また、

噛 分はどのように生きるべきかと悩むことがある」についての評価では男性では自己評価が低

いのに対 し、,女性では、む しろキャ リア意識の低い学生ほど悩んでいる傾向が見 られた。

大学時代に身についた資質や能力に対する評価 との関係で見ると、「専門能力」や 「コンピュ

ータ活用能力」のようなカよりも、問題発見力や交渉力などの一歩踏み出 して他 と深 く関わる力

が身についた という評価が、自分の職業に対す る決断 と関わっていることも明らか となった。加

えて男性では特に行動力や実行力、女性では意欲の維持や論理的思考力に対する自信が、キャリ

ア意識の形成 と関わっていることも見えてきた。

以上の分析結果が学生へのキャリア支援に対 して示唆することは、何であろ うか。

キャリア意識の低い学生について言えば、意外にプライ ドが高いところもあ りながら、自分で

一歩を踏み出す勇気や 自信がない
。自分の生き方に悩みはしても、その悩みを解決 した り、欲 し

いものを手に入れたりするには、自分で決断 し動いて、他 と関わらなければならないのだ とい う

ことと結びついていないようである。

就職に必要な能力とい うと、す ぐに資格の取れる専門能力やスキルが思い浮かぶ。勿論 こうし

た能力が必要なことは、学生 も敏感に反応 してお り、今回の調査でもコンピュータ活用能力や専
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門能力は、キャ リア意識にかかわらず大学4年 間で身についた とする割合が高い。 しか しなが

ら、本質的なキャ リア意識の形成には、他人に認 められたとい う自信、思考力、コミュニケーシ

ョンカな ど、他と直接関わろうとする力を向上させる学習支援が必要であろう。とくに、コミュ

ニケーションカについては、近年、学生を採用する側の企業が望む学生の能力の筆頭にあげ られ

てお り、キャリア意識形成において不可欠の要素 と言える。

さらに、キャリア意識の低い学生では、「考える」 ということにおいて、 ものの仕組みや物事

を進める上での計画性など、全体の構造やプロセスを考え組み立てるというカが弱いとい う意識

が見 られた。こうした意識の傾向か ら、キャリア意識の低い学生は、自分 自身で目標を設定 し、

実現のプロセスを設計 し、時間管理を行いながら実行 して、評価する(振 り返る)こ とができる、

すなわちプロセスで物事を考え行動するカが弱い とい うことがわかる。このことが、結果として

キャリア意識 とい う自分の人生のプロセスを考えることの弱さにつながることは、容易に予想が

つく。

また、キャリア意識については、男女の性差によって傾向が異なる点が多く兄られた。男性で

は人からどのように見られているか、人に認められているかがより強く影響 していたし、女性で

は、む しろ 「元気よさ」「明るさ」などの外見的な自己評価よりも、論理性や交渉力のような内

面的な強 さや語学力が、より強 く影響 していた。このような性別による相違を考慮 した支援を考

慮する必要がある。

今後は、このような資質や能力の向上に、大学教育においてどのような支援が可能であるのか、

その具体的な方策について検討 していきたい。

注

(1)小 谷敏 『若者 たちの変貌』世 界思想 、1998年 、219頁
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Ⅱ一3大 学生の就職活動 とキャ リア発達

独立行政法人労働政策研究 ・研修機構職業生活グループ副主任研究員

下 村 英 雄

1.は じめに

子 どものキャリア発達の程度が十分なレベルに達したとい うことを、我々はどうのようにして

知ることができるだろうか。

子どものキャリア発達の基準 としては、これまで様々なものが提案されてきた。例えば、小学

生か ら高校生段階に至るキャリア発達の基準であれば、国立教育政策研究所生徒指導研究センタ

ー(2002)が示した 「職業観 ・勤労観を育む学習プログラムの枠組み」が、現在、 日本では最 も知

られているキャリア発達のガイ ドラインである。このフレームワークは、専門家による綿密な議

論によって理論的にも内容的にも練 り上げられたものであり、キャリア教育の実践においても有

益なアクションプランを提供する。

それでは、大学生のキャリア発達の基準とは何だろうか。 職 業観 ・勤労観を育む学習プログ

ラムの枠組み」に基づけば、やは り大学生においても 「人間関係形成能力」 「情報活用能力」 「将

来設計能力」 「意思決定能力」 とい うことになるであろ う。

しかし、現在の日本の大学生には、 「能力」の観点以外により現実的な基準があるように思わ

れる。例えば、大学生の就職率が6割 を切 り、相当数の大学生が就職も進学もせず無業のまま卒

業 していくとい う日本の現状では、就職先の如何によらず就職することができたか否かも1つ の

指標 となるであろう。フリーターやニー トなどの若年不安定就労が問題 となっている昨今、大卒

時に正規就労できるか否かは、その後の若年キャリアに多大な影響を与える。当然のことながら、

大学生にとって就職 しやすく、その後の安定的なキャリア形成およびスキル形成に見通 しが立て

られる臨界期は、求人の絶対量が多い大学卒業時である。 日本の大学生の現状に照 らしてみた場

合、キャリア発達の1つ の基準は、一定の就職活動期間中に実際に上首尾に就職を決めることが

できたか否かとい うことになるのではないだろうか。実際の就職に結びつかないキャリア発達は、

た とえどのような面で発達がみ られていたとしても、やは り不十分である。小中高のキャ リア教

育の成果 として身に付いた能力は、やは り最終的には具体的な就職先選択に結びつかなければな

らないのではないだろうか。

以上のことか ら、本章では、あえて大学生のキャリア発達を 「大学生の就職活動が上首尾に終

えられたのか否か」といった観点から検討することとする。具体的には、就職を希望 して就職活

動を行ってお り、かつ調査時点で就職活動を既に終えた学生を 「就職活動終了者」とし、就職活

動を行っているにもかかわらず調査時点で就職活動を終えられていない学生を 「就職活動未終了

者」とし、この両者を比較検討する。

大学生のキャリア発達は、結局のところ、就職先選択の問題に帰着する。大学生のキャリア発

達の問題を、あえて就職先の選択が うまくいったか否かとい う視点から検討することにより、よ

り明確な形で見えてくる問題 もあると考える。そして、本章の分析の結果、おぼろげながら見え

てくる問題にこそ、極めて実際的な大学生のキャリア発達の基準を考察する手がか りがあるので

はないだろうか。
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2.大 学生の就職活動状況の違い

図表1に 、調査時点における就職活動状況を示 した。現在、就職活動中の学生は31.5%、 就職

活動を修了 した学生は31.0%と 、ほぼ同じ割合になっている。 また、大学院 に進学予定の学生も

多く22.3%と なっている。

現在、就職活動中の学生と就職活動を修了した学生が、ほぼ同数であったが、調査時点で就職

活動を終えた学生 とそ うでない学生では、就職活動にどのような違いがあったのだろうか。本章

では、まず、現在の大学生の就職活動の様子を詳 しく見ていくこととする。

図表1就 職活動終了者・未終了者別の大学生の就職活動状況

(1)就 職活動終了者および未終了者の就職活動の違い

就職活動で行った活動についてみると、 「エン トリーシー ト」 「会社説明会」 「筆記試験」「O

B・OG」 「面接」の全てにおいて、就職活動を終了した学生よりも未終了の学生の方が、活動

量が多いことが示 され る。

例えば、 「就職活動を終了 した」は、約9割 以上が 「エントリーシー ト」を提出した と回答し

ているのに対 して、就職活動が終わっていない学生では8割 弱の学生 しか 「エン トリーシー ト」

を提出していない。その他の全ての活動について同様の傾向がみ られる(図 表2)。

このことは、具体的に何枚エン トリーシー トを提出したか、何回会社説明会を行 ったかといっ

た観点か らみて も同様であ り、全ての活動において就職活動を終了した者は終わっていない者に

比べて活動量が多い(図 表3)。

図表2就 職活動終了者・未終了者別の大学生が就職活動で行った活動(そ の1)
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図表3就 職活動終了者・未終了者別の大学生が就職活動で行った活動(そ の2)

(2)就 職活動終了者および未終了者が就職活動で重視する情報源の違い

就職活動終了者 と未終了者は、それぞれ就職活動でどんな情報を重視 し、どんな選択基準を重

視 し、どんな事がらに努力を傾 けたのだろうか。

まず、就職活動で重視 した情報源についてみてみると、就職活動を終了 した学生が重視 した情

報源 と、就職活動が終わっていない学生が重視 した情報源に、一定の特徴があることが分かる(図

表4)。

図表4就 職活動終了者・未終了者別の大学生が就職活動で重視した情報源

93一 一



例 えば、就職活動を既に終了した学生の方が重視 した情報は、 「企業等のホームページで知っ

た」 「会社説明会 ・セ ミナー」 「就職情報サイ トで知った」 「先輩(OB・OG)か ら話を聞い

た」であり、どちらか と言えば、企業側か ら提示 された情報を重視 している。特に、 「会社説明

会 ・セ ミナー」 「先輩(OB・OG)」 は、実際の企業人に直接出会 うことによって情報が得 ら

れ るが、こうした リアルな企業人の情報を特に重視 している。

一方、就職活動を未だ終了していない学生が重視 した情報は、 「大学の就職部で情報を得た」

「その仕事をしているところを見た」 「テ レビや映画で見た」 「本やマンガで読んだ」 「ボラン

ティアで体験をした」であり、どちらかと言えば、学生の生活圏内で自然に接する情報源を重視

していると言える。特に、本 ・マンガ ・テレビ ・映画などの情報をより重視 しているとい う結果

からは、就職に関するあまりリアルな情報源にアクセスしているとは評価 しにくい。

この結果か らは、就:職活動を既 に終了 した学生の方が、企業側か らの リアルな情報を重視 して

いるといった傾向が読み取れるであろう。

(3)就 職活動終了者お よび未終了者が就職活動で重視する情報内容の違い

就職活動で重視する情報内容について、就職活動終了者 と未終了者が就職先決定に際 して重視

する事がらを比較 した結果(図 表5)、 就職活動を既に終了した学生は、 「企業名等のブラン ド」

「業績 ・規模」 「将来性」 「能力を高める機会があること」 「職場の雰囲気」 「仕事の社会的意

義」r仕 事の内容」を重視 したことが分かる。概して言 えば、就職活動を既に終了した学生は、

企業ブラン ド、規模、将来を含めた企業の属性を厳 しく査定しようとしていることが分かる。ま

た、実際に自分が働 くにあたって職場の雰囲気が良いか悪いかも判断 しようとしている。

そもそも、就職活動が未だ終わっていない者は、基本的にはほとん どの項目を、就職活動が既

に終了 した者よりも重視 してお らず、就職先決定そのものを重視する程度が低いとい うことも考

えられるであろう。

國夷6就職 活動修了 者・未修了者別 の就職先を決定す る際に重視する情報内容
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(4)就 職活動終了者および未終了者が就職にあたって努力 した事が らの違い

それでは、就職活動終了者 と未終了者で、どのようなことに努力を傾けたのであろうか。 この

点について、就職活動を既に終了した学生と未だ終わっていない学生では、 「情報 を収集する」

r人脈をひろげる」 「多様な経験により人間的な魅力を高める」 「面接のためにプレゼンテーシ

ョン能力を高める」の面で違いがみ られた(図 表6)。

就職活動を終了した学生が「情報を収集す る」ことに努力 したことは、上で、企業側からの リ

アルな情報を重視 していたことと共通する。また、 「人脈をひろげる」ことに努力を傾けるのも、

あるいは情報源の確保 といった面があるかもしれない。 「多様な経験により人間的な魅力を高め

る」ことに努力する理由として、就職活動を終了 した学生の向上心や積極性のようなものを推察

することもできる。ただし、より現実的には 「面接のためにプレゼンテーション能力を高める」

といった意味あいで、人間的な魅力を高めたいと考えたとも言えるであろう。

図表6就 職活動終了者 ・未終了者別の職業に就くにあたって努力した事がら

一方で、これ らの項 目においても、図表5で みた 「就職先決定に際 して重視す る情報内容」 と

同様、就職活動が未だ終わっていない学生は、全般的に平均値が低 く、そもそも就職活動にそれ

ほど多くの努力を傾けていないとい う解釈 も可能であろ う。

以上、就職活動終了者 と未終了者が就職活動で重視する事がらの違いに関 しては、調査時点で

就職活動を既に終了している学生は、企業から発信 された情報、特に、実際の企業人に接 して得

られ るリアルな情報を重視 し、内容的には、企業のブラン ド、業績 ・規模、将来性 などの企業属

性に関する情報を十 していたことが分かる。また、こうした情報収集以外にも人脈、人間的な魅

力、プレゼンテーション能力などにも、就職活動を既に終了した学生は注力 していた。一方、就

職活動を未だ終了していない学生は、学生の生活圏内で自然に接する情報源を重視 してお り、就

職活動に際して全般的に何を重視 したとか、努力したと回答する程度が、相対的に低い。全般的

に、就職活動を未だ終了 していない学生に関しては、そもそも就職活動に積極的ではない印象 も

受 ける。
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実際、調査時点で未だ就:職活動が終わっていない学生の中には、教員や公務員が本命であ り、

就職活動にはあま り積極的でない学生 も含まれている。現在の志望進路に対する自由記述欄に回

答があった学生だけでも、約15%が 公務員または教員志望である。そのため、企業に就職す る

ことそのものに、あま り積極的でないといった結果がみ られるのは当然 とも言える。 しか し、実

際には、公務員または教心志望であることが自由記述からはっきりと分かる学生を除いた場合 も

同様の結果が得 られている。また、この時点で就職活動も掛け持ちで行っているとい う状況から

は、教員や公務員 もそれほどの真剣 さで希望 しているのではない可能性も考えられる。

3.就 職活動終了者および未終了者の価値観 ・社会観の違い

(1)就 職活動終了者および未終了者の価値観の違い

前節では、就職活動終了者 と未終了者では、就職活動で何を重視するのか、また、何に努力を

傾 けたのかに大きな違いがみ られる。本節では、こうした就職活動の違いが、どのような意識に

基づくのかを見ていく。

まず、就:職活動終了者 と未終了者の価値観の違いについて検討する。就職活動を既に終了 した

学生 と未だ終わっていない学生で、最も大きな違いがみられた項目は、 「就職は有力なコネ(知

り合いがいること)で 決まる」であ り、就職活動が未だ終わっていない学生の方が値が大きかっ

た。同様に、就職活動が未だ終わっていない学生の方が値が大きかった項 目は、 「同じ組織で一・

生働 くのはつまらない」 職 場の人 と個人的なつきあいをしたくない」 「組織はいつまでも自分

を守ってくれない」などの項 目であった。 これ ら結果から、就職活動が未だ終わっていない学生

では、就職活動が自分の努力とい うよりはむしろ 「コネ」で決まるものであるとい う認識が強い

こと、また、組織 との一体感を求める傾向が少なく、ある面では組織一般に対する不信感のよう

なものを感 じていることなどが推測される。

一方で
、就職活動が既に終わった者の方が値が大きかった項 目は、 「たとえ、望む仕事につけ

なかった としても、我慢 して働 くべきである」 「仕事は人生における生きがいである」などであ

った。 「仕事」第一主義 とでも呼べる傾:向が強いことが推測 される。

就職活動を既に終了した学生 と未だ終わっていない学生では、 「組織観」 「仕事観」といった

ものに大きな違いがみ られることが分かる。この価値観の相違が、本来、持っている価値観の違

いであるのか、それ とも、就職活動の進行ぐあいによるものであるかは、このデータからは不明

である。 しか し、就職活動を終了した者 と終了していない者が、ちょうど半々になったこの時期

に、両者の 「組織観」 「仕事観」に違いがみ られているということは、それほど軽い結果ではな

い。初職選択の結果が、価値観の相違 と密接にリンクしているとい う結果か らは、いくつかの示

唆が引き出せ る。例えば、就職活動未終了者の 「組織忌避」的な価値観、就職活動終了者の 「仕

事第一主義」的な価値観は、その後の大卒フリーターと大卒正社員の価値観の相違までも予感 さ

せるものとも解釈できよう。
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図表7就 職活動終了者・未終了者別の価値観

(2)就 職活動終了者および未終了者の社会観の違い

本調査では、価値観に類似の項 目として、社会観についても質問を行った。就職活動終了者 と

未終了者で、最も大きな違いがみ られた項目は 吟 の世の中はこつ こつ働いても評価 されない」

であ り、就職活動を未だ終わっていない学生の方が値が大きかった。他に、就職活動未終了者の

方が値が大きかった項 目は 「今の社会は、貧富の差が大きい」であった(図 表8)。 この両者の

項 目からは、就職活動が未だ終わっていない者の社会に対する無力感や軽い絶望感のようなもの

を推測できる。

一方、社会観 においても、就職活動を既に終えた学生は、いろいろな意味でポジティブな社会

観をもっていた。就職活動を既に終えた学生の方が値が大きかった項 目は、 「社会的に評価 され

る地位や立場に就 くことは大事である」 「社会保険制度は自分の将来の生活のために必要だ」

「仕事をするには、都会のほうが都合がよい」 「結婚はしたほうがいい」 「毎日を大切に生きる

ことが大事である」 「努力することは大事である」 「約束の時間は、守 らなければならない」1な

どである。社会的な評価を重視 し、社会保険制度の重要性 も認識 し、仕事をするために都会が良

いと考え、結婚もすべきだと考えている。また、毎 日を大切にし、努力をし、約束を守るべきだ

とす る考え方には、日々の生活に対する誠実 さや生真面 目さといったものまで透か し見ることが

できよう。こうした社会観は、保守的であるとも評価 される面 もあろうが、一方で、現在の社会

に対する信頼感があり、肯定的な感 じ方を持っているとも言えるであろう。
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図表8就 職活動終了者・未終了者別の社会観

4.就 職活動終了者および未終了者の 「大学時代に身についた資質 ・能力」の違い

現在の社会に対す る信頼感や肯定的な構えは、大学時代に身についた資質や能力 といった点で

も現れている。図表9は 、就職活動終了者と未終了者で大学時代にどんな資質や能力が身につい

たと思 うかを訊ねた結果である。

特徴は、ほぼ全ての項 目で、就職活動を既に終了した学生の方が大学時代に資質 ・能力が身に

ついたと回答 している点である。なかでも 「人脈形成力」 「状況の変化に柔軟に対応するカ」 「自

己表現力」 「人間関係 を円滑にするカ」 「熱意 ・意欲を維持する力」 「常に新 しい知識 ・経験 ・

学力を身につけようとするカ」 「行動力 ・実行力」 「意見や利害の対立を調整するカ」は、就職

活動が未だ終了していない学生 と比べて特に値が高 くなっている。概 して言えば、人脈を作 り、

自分を適切に表現し、人間関係を円滑にし、意見や利害の調整を行 うといった対人コミュニケー

シ ョンに関連する資質 ・能力が多 く挙げられている。その他、状況に対応 し、意欲を維持 して、

新 しい知識や経験を求め、具体的な行動に移す資質 ・能力も多 く挙げられている。

この結果は様々な面から解釈 しうるが、少なくとも就職活動を既に終了した学生は、大学教育

か ら多くのことを学んだと感 じていることが言えるであろう。そして、大学教育も社会における

大がか りなシステムの1つ である以上、前節で述べた 「現在の社会に対する信頼感や肯定的な構

え」を、やは り就職活動を既に終了 した学生は持っていると言えるであろう。
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図表9就 職活動終了者・未終了者別の大学時代に身についた資質・能力

5.就 職活動終了者および未終了者の他者評価および 自己評価の違い

(1)就 職活動終了者および未終了者の他者評価の違い

「大学の友人たちか ら、どのよ うに見られていると思 うか」といった他者からの評価の面でも・

就職活動を既に終了した学生 と未だ終了していない学生では回答傾向が異なっていた。図表10

は、その結果であるが、総 じて、就職活動を既に終了した学生の方が他人からよく思われている

と認識 している。特に、 「元気な人」 「勉強ができる人」 「明るい人」 「どんなことにも一生懸

命である人」 「人よりす ぐれたところがある人」rみ んなに好かれている人」 「運動力『できる人」

「失敗 してもくよくよしない人」などで大きな違いがみ られた。

これ らの結果から、就職活動を既に終了した学生は、多側面について他者からよく見 られてい

ると考えていると言える。ただし、細かくみた場合には、特に、元気であ り、明るく、みんなに

好かれているとい う対人的な側面、勉強ができて、人よ り優れていて、運動もできるという達成

的な側面で、他者からよく思われていると考えている。

逆に、就職活動を未だ終了 していない学生は、全般的に他者からの評価が良くない と思ってお

り、こうした 「他者評価の自己認知」の低さが、就職活動場面における自信の無 さにつながって

いる可能性 も指摘できよう。
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(2)就 職活動終了者および未終了者の自己評価の違い

図表11に は、就職活動終了者 と未終了者の自己評価の違いを表にした。この表から、就職活

動を既に終了した者は、未だ終わっていない者に比べて、 「他人に対 して、自分の意見をはっき

り言 う方だ」 「グループの中心になって、他の人を引っぱっていこうとする方だ」 「どうせや ら

なくてはならない雑用は、早めに片付けてしま う」 「10分や20分 の空き時間 ・待ち時間も、なる

べく有効に使 う」 「人よりも計画性のある方だ」 「誰かが困っているのを見たら、進んで手助け

する」 「"これは何だろう""な ぜ こうなるのだろう"と い う疑問をもつ」といった自己認識を

もっていることが分かる。自分の意見を述べ、リーダーシップをとり、計画的 ・効率的に用事を

片づけ、同時に、親切でもあ り、好奇心もあるといったようにまとめられるだろうか。こうした

自己認識が、企業が 「良い」 と考える価値と一致するように感 じられる点も興味深い。

図表11就 職活動終了者・未終了者別の自己評価の違い

図表10就 職活動終了者・未終了者別の「他者からの評価」
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一方で、就職活動が未だ終わっていない者は、 「自分はどのように生きるべきかと、悩むこと

がある」の値が、就職活動が既に終わった者よりも大きい。就職活動が終わっていないことと関

連 して、自分の将来の人生について思い悩む面がることが分かる。

以上、就職活動を既に終了した学生は、対人的な側面および達成的な側面で、他者か らよく思

われていると考えてお り、また、同時に自分の意見を述べたり、リーダーシップをとるなどの他・

計画的 ・効率的であるとい う自己認識をもっていた。反面、就職活動が未だ終わっていない学生

は、他人からどう思われているか、また、自分のことをどう思っているかが、相対的にネガティ

ブであ り、現在、就職活動が終わっていない状況も反映して、将来の人生に思い悩んでい幣こと

も示 され る。

6.大 学生の就職活動における各意識変数の主成分分析お よび相関関係の分析

(1)大 学生の就職活動における各意識変数の主成分分析

前節までは、就職活動が既 に終了した学生 と、未だ終了 していない学生の比較 を行ってきた。

ここからは、 「進学者」 「無業者」も含めた大学生全体の傾向にまで視野を広げて検討 していく

こととする。

大学生の就職活動の背景にある要因を整理 して理解す るために、各質問項目ごとに主成分分析

(いずれ も主成分分析後、バ リマ ックス回転をかけて解釈)を 行って検討 した。まず、 「就職活

動で重視 した情報源」は7つ の主成分に分かれた。各主成分の項目内容をもとに、第一主成分か

ら順に 「就職情報メディア」 「教員 ・先輩」 「両親」 「両親の仕事」 「マスメディア」 「職業体

験 ・アルバイ ト」 「インターンシップその他」 と命名 した(図 表12)。

図表12「 就職活動で重視した情報源」の主成分分析
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次に、「就職先を決定する際に重視する情報内容」は4つ の主成分に分かれた。各種成分の項

目内容をもとに、第一主成分から順に 「仕事内容」 「福利厚生」 「知名度」 「労働条件」 と命名

した(図 表13)。

図表13「就職 先を決定する際に重視する情報内容』の主成分分析

「職業に就 くにあたって努力 した事がら」は2つ の主成分に分かれた。各種成分の項 目内容を

もとに、第一主成分か ら順に 「専門性」 「表現力」 と命名 した(図 表14)。

図表14「 職業に就くにあたって努力した事がら」の主成分分析

大学生の 「価値観」は4つ の主成分に分かれた。各種成分の項 目内容をもとに、第一主成分か

ら順に 「個人志向」 「転職独立志向」 「仕事志向」 「努力志向」 と命名 した(図 表15)。
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図表15大 学生の「価値観」の主成分分析

大学生の 「社 会観」 は7つ の主成分 に分かれた。各種成 分の項 目内容 をもとに、第 一主成分か ら

順 に 「規範」 「家庭」 「安定」 「達成」 「家事」 「無力 」 「希 望」 と命名 した(図 表16)。

図表16大 学生の「社会観」の主 成分分析
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「大学時代に身についた資質 ・能力」は4つ の主成分に分かれた。各種成分の項 目内容をもと

に、第一主成分から順に 「対人能力」 「論理能力」 「行動力」 「語学力」と命名 した(図 表17)。

図表17「 大学時代に身についた資質・能力」の主成分分析

大学生の 「他者か らの評価」は3つ の主成分に分かれた。各種成分の項 目内容をもとに、第一

主成分から順 に 「成績」 「性格」 「勉強」 と命名 した(図 表18)。

図表18大 学生の「他者からの評価」の主成分分析

大学生 の 「自己評価 」は6つ の主成分 に分 かれた。各種成分 の項 目内容を もとに、第一主成分

か ら順 に 「好 奇心」 「リーダー シップ」 「計画性」 「優 しさ」 「思索」 「セ ンス」と命名 した(図

表19)。
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図表19大 学生の「自己評価」の主成分分析

(2)大 学生の就職活動における各意識変数間の相関関係

ここまで各変数の主成分分析結果をみてきたが、各変数の各主成分全てについて主成分得点を

算出 し、その相関係数を求めた。

統計的に1%水 準で有意な相関関係は多数み られたが、なかでも30以 上の比較的強い相関関係

がみ られたものについて、その対応関係を表にした(図 表20)。 図表20か ら、以下の対応関

係で関連が強かったことが示 される。

(1)就:職先を決定する際に重視する情報内容 「仕事内容」と職業に就 くにあたって努力した事が

ら 「専門性」、価値観 「仕事志向」、大学時代に身についた資質 ・能力 「論理能力」、

(2)職業に就くにあたって努力 した事が ら 「専門性」と価値観 「仕事志向」、大学時代に身にっ

いた資質 ・能力 「論理能力」、

(3)価値観 「仕事志向」と社会観 「規範」、

(4)職業に就くにあたって努力 した事がらr表 現力」と大学時代に身についた資質 ・能力 「対人

能力」、

(5)大学時代に身についた資質 ・能力 「対人能力」と他者からの評価 「性格」、自己評価 「リー

ダーシツプ」
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図表20大 学生の就職活動における各意識変数間の相関係数(.30以上)

これ らの結果か ら、大まかに、(1)「仕事内容、専門性、仕事志向、論理能力」の系統 と、(2)

「表現力、対人能力、性格、 リーダーシップ」の系統の2つ の相関係数がまとまって現れている

ことが分かる。これは、.30以下の相関係数について調べてみても同様であった。こうした相関係

数に関す る結果からは、 「大学で論理能力を身につけ、専門性を活か して仕事中心に就職活動を

した群:」と、 「大学で対人能力を身につけ、性格や リーダーシップなどの人間性を磨いて就職に

あたっては表現力の面で努力 した群」の2つ の系統があることが推測される。

さらに、これ らの結果から、大学で習得 される能力には専門性や論理能力といった一般に大学

教育に期待 される能力 と、それに付随して身につく対人能力などの能力の両面があ り、それぞれ

何を重視 して就職活動に至るのかまでを、ある程度、規定していることが分かる。

7。 大学生の進路別の意識の違い

前節では、各変数間にある程度、系統だった関連性があることが示 された。こうした関連性は、

大学生の進路別の傾向性 とも密接に関連 していることが推測 される。そこで、本節では、調査時

点での進路状況別(就 職活動終了群、就職活動未終了群、進学希望群、その他未定群)に 各変数

を比較検討 した(図 表21)。

その結果、次のような結果がみられた。

(1)就職活動を既に終了 した学生は、就職活動で 「就職情報メディア」 「インターンシップそ

の他」な どの情報源を重視 し、 「教員 ・先輩」 「マスメディア」などの情報源を重視 していなか

った。就職先を決定す るにあたっては 「知名度」を重視 し、 「表現力」の面で努力をした。価値

観は 「個人志向」ではなく組織 ・職場志向であり、 「無力」感はなく、将来に対 して 「希望」を

もっていた。大学時代に身についた能力は 「対人能力」であると考えてお り、他者か らは 「性格」

面で評価 されてお りと考え、「 リーダーシップ」 「計画性」 「優 しさ」の面で自己評価が高く、

一一1O6一 一



「思索」の面では自己評価が低かった。

(2)就職活動を未だ終了していない学生は、 職 業体験 ・アルバイ ト」などの情報源を重視 し、

就職先の決定に際して「仕事内容」や 「知名度」は重視 していない。 「仕事志向」的な価値観 は

もってお らず、 「無力」感を強 く感 じていた。

(3)進学希望の学生は、 「教員 ・先輩」の情報源 を重視 し、 「就職情報メディア」 「職場体験 ・

アルバイ ト」などの情報源は重視 していなかった。就職先を決定するにあたっては 「仕事内容」

と 「知名度」を重視 し、就職するにあたっては 「専門性」に努力 し、 「表現力」の面では努力 し

ていない。 「仕事志向」的な価値観をもってお り、大学時代には 「論理能力」が身につき、 「対

人能力」が身についた とは考えていない。 「性格」面での他者からの評価は低い と考えてお り、

「優 しさ」の面での自己評価 も低い。

(4)進路状況がその他未定の学生は、就職活動にあたって 「両親の仕事」 「マスメディア」 「イ

ンターンシップその他」などの情報源を重視 し、 「就職情報メディア」 「インターンシップその

他」などの情報源は重視 していない。就職先を決定するにあたって 「知名度」を重視せず、就職

活動で 「表現力」の面では努力 していない。 「個人志向」的な価値観をもっている一方、 「努力

志向」的な価値観をもってお らず、将来に対 して 「希望」をもっていない。大学では 「行動力」

を身につけたとは思ってお らず、 「語学力」を身につけた と考えている。 「計画性」の面で自己

評価が低い。

以上の結果から、 「就職活動終了群」 「就職活動未終了群」 「進学希望群」 「その他未定群群」

の4つ の群には、それぞれ特徴的な違いがあることが示 された。特に、就職活動を既に終了した

学生は、大学教育で対人能力を身につけ、対人能力面に自身をもち、将来に対 して希望をもって

いた。いわば就職活動を上首尾 に終えた学生は、大学時代に対人能力を中心としたキャリア発達

がなされ、そうしたキャリア発達を就職活動に直結 させていったと言える。一方、進学を希望す

る大学生は、大学教育で 「論理能力」が身についたと考えてお り、専門性や仕事能力を重視 して

いる。 どちらかと言えば、もともとオーソ ドックスな意味での大学教育が狙いとしている知的能

力や専門知識を中心にキャリア発達がなされてお り、こうしたキャリア発達を進学へ と結びつけ

ていったと言える。

また、就職活動が未だ終了 していない学生は無力感を感 じてお り、調査時点で進路未定の学生

は将来に対して希望をもっていなかった。この両者に共通するのは、身近なアルバイ トや両親の

仕事、マスメディアといった面か らしか職業情報を得ていない点である。いわば 日常生活を送っ

ていれば受け身的に入って くる情報からしか職業情報を入手していない とい うことは、自覚的 ・

意識的な情報収集を行っていないとい うことである。こうした職業情報入手経路の偏 りが原因な

のか結果なのかは判断が難 しいが、情報の面からも際だった特徴があることが示 される。
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図表21大 学生の進路別の意識の違い
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8.大 学生の就職活動と大学属性 ・学歴および家庭

大学生の就職活動 と本人の大学属性および父親の学歴 も比較検討 した(図 表22)。 その結果、

本人の大学属性 ・父親の学歴いずれも統計的に有意な違いがみ られた。

まず、本人の学歴では、いわゆる 「有名私立」大学またはr国 公立」大学に通 う学生で、既に

就職活動が終了した学生が多 く、 「その他私立」大学に通 う大学生では、就職活動が未だ終了し

ていない学生が多かった。本人が通 う大学によって、就職活動が上首尾に終わるかどうかが明確

に異なることが分かる。

図表22大 学生の就職活動と本人の大学属性

また、父親の学歴に関 しては、 「大卒以上」の場合に就職活動を既に終了した学生が多 くなっ

ていた。一方、就職活動が未だ終わっていない学生では、父親の学歴が

場合が多かった(図 表23)。

図表23大 学生の就職活動と父親の学歴

「中卒、無回答」で ある

さらに、世帯収入 との関連 も検討 した(図 表24)。 図表24で 「300万未満」が突出してい

るのは、本人が一人暮 らしである場合が多いか らだと推測 される。この図表からは、世帯収入が

「300万未満」には、就職活動が未だ終わっていない若者が相対的に若干多い。章た・図表24

か らは、就職活動が未だ終わっていない者の世帯収入のピークが 「700～1000万 円」にもある。

つまり、就職活動が未だ終わっていない学生には、一人暮 らしなど何 らかの形で世帯収入が少な

い場合 と、同居 しているなどある程度世帯収入がある場合の2通 りがあることが分かる。ただ し、

全般的にみれば、就職活動を既に終了した学生の方が世帯収入は多いと言える。

図表24大 学生の就職活動と世帯収入(その1)
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特 に、図表25の ように、各世帯収入ごとに就職活動終了者 と未終了者が何割含まれるか とい

った視点で図表化すると、 「1500万円以上」の高額所得者では就職活動が終了している者が明 ら

かに多いことが分かる。

図表25大 学生の就職活動と世帯収入(そ の2)

9.大 学生の就職活動に影響を与える要因(ま とめ)

ここまで大学生の就職活動について検討を行ってきたが、結局のところ、大学生の就職活動に

影響を与えているのは何の要因なのか。本節では、本章のまとめとして、大学生の就職活動に影

響 を与える要因を回帰分析の手法を用いて検討する。

図表26大 学生の就職活動に影響を与える要因
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図表26は 、就職活動を既に終了 した学生と未だ終了 していない学生の2群 の学生を分ける要

因を、ステップワイズによるロジスティック回帰分析で検討 したものである。図表の うち、「Ex

P(β)」は、その要因がある場合、就職活動未終了の学生に比べて就職活動終了の学生が何倍にな

るかを示す値である。したがって、図表26で は、面接会社数が多い学生は少ない学生に比べて、

「528倍」、就職活動を終了 した学生になっていると解釈することができる。そして、この面接

会社数のExp(β)が この図表26で は最 も大きいことから、大学生の就職活動に最 も大きな影響を

与える要因であると言 うことができる。

その他、大学属性も大きな影響を与える要因となってお り、 「国公立大学」 「有名私立大学」

の学生はrそ の他私立」の学生に比べて、約2倍 程度、就職活動を終了した学生になっている。

同様に、就職活動で重視 した情報源では、 「就職情報メディア」を重視 したか否かが重要であ り、

r教員 ・先輩」 「マスメディア」 「職場体験 ・アルバイ ト」などの情報を重視 した場合は、就職

活動未終了の学生になりやすい。同様に、 「福利厚生」を重視 した場合、社会観では 「希望」を

もっていた場合、 「リーダーシップ」の自己評価が高い場合、 「男子」学生である場合に、就職

活動を既に終了した学生になりやすい。逆に、社会観では 「無力」感をもっていた り、 「思索」

面での自己評価が高い場合には、就職活動未終了の学生になりやすい。

なお、図表26で 最も大きな影響力をもっていた 「面接会社数」の要因であるが、図表27の

相関係数に示されるとお り、面接会社数が多いのは、筆記試験数が多いからであり、筆記試験数

が多いのは会社説明会への出席数が多いからであり、会社説明会への出席数が多いのはエン トリ

ーシー トの提出数が多いからであるという相関関係がみ られる
。いわば、大学生の就職活動は最

初のエン トリーシー トの提出数が多ければ、その後の就職活動が上首尾にいくことが多いと言え

る。

図表27大 学生の就職活動に相関関係

そこで、就職活動の初期段階におけるエン トリーシー トの提出数に影響を与える要因について

もステ ップワイズによるロジスティック回帰分析によって検討を行った。

その結果、大学属性が大きな影響を与える要因となってお り、 「有名私立大学」の学生である

場合にエン トリーシー トの提出数が多 くなっていた。その他、 「就職情報メディア」を重視 した

場合、社会観では 「規範」 「達成」志向をもっていた場合、自己評価では 「リーダーシップ」r優

しさ」 「センス」をもっていた場合にエン トリーシー トも提出数が多 くなっていた。 「規範」志

向は 「努力することは大事である」 「毎 日を大切 に生きることが大事である」 「約束の時間は、

守 らなければならない」などの質問項目に代表 される社会観、また、 「達成」志向は 「仕事をす
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るには、都会の方が都合がよい」 「社会的に評価される地位や立場に就くことは大事である」な

どの質問項 目に代表 される社会観であ り、やるべきことをやるといった強い意志、社会的な地位

や立場を求めるとい う意識が就職活動に密接に関連 していることが分かる。 さらに、自己評価に

関しては、 「他人に対 して、自分の意見をはっきり言 う方だ」 「グループの中心になって、他の

人を引っぱっていこうとする方だ」 「間違ったことをしている人を見たら、きちん と注意す る」

な どの質問項 目で示 される 「リーダーシップ」面での自己評価の高さが就職活動に密接に関連 し

ていることが分かる。ただし、 「家族や友人に対する愛情が深い方だ」 「誰かが困っているのを

見たら、進んで手助けする」に示 される 「優 しさ」、 噛 分が普段使 うものは、色やデザインに

こだわる方だ」 「きれいなものを集めた り飾った りすることが好きだ」に示される 「センス」な

ども就職活動に関連 してお り、興味深い。

図表28大 学生の就職活動開始時期のエントリーシート記入に影響を与える要因

10.終 わりに

以上、本章では、大学生の就職活動について検討を行った。調査時点で就職活動を終えられた

学生を 「就職活動終了者」、未だ終えられていない学生を 「就職活動未終了者」として、この両

者を比較 した。

基本的には、就職活動終了者は、活発に就職活動を行ってお り、企業での成功を目指している。

そのため、プレゼ ンテーションや人間的な魅力、人脈など、主にヒューマンスキルに努力を傾け

てお り、こうした能力を大学時代に身に付けたと考えている。価値観 ・社会観 ともに希望にあふ

れてお り、仕事での成功を望み、そのためには我慢したり、約束を守ったりすることを大事に考

えている。 自分は人間的な魅力に優れていると認知してお り、特にリーダーシップや決まりを守

るとい う面で 自己評価が高い。

一方で、就職活動未終了者は、あま り活発には就職活動を行っておらず、そもそも企業で働 く
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とい うこ とに、十分 に意識が 向いていない。背後 には、企業 も含む社会や組織 に対す る不信感 が

あるよ うにも思われ る。そのた め、努 力 して働 いて も報われ る とは限 らない と考 え、現代社会 で

は貧富 の差が大 きい と考 える。そ して、基本的 には、就職活動未終了者 は、 自分 の生 き方 に悩 ん

で いる。 この背景 には、必ず しも相対的 に恵まれてい るとは言 えない家計 の社会経 済的な基盤 も

伏 在 してい る。

この両者 の比較 か ら言 えることは数 多 くある。 しか し、 ここでは差 し当たって、若者 が企業で

働 くとい うこと、そのために就職活動 をす るとい うことを、 どの ように考 えるべ きなのか とい う

点 について問題提起 を しておきたい。現在、大学生の就職 活動に成功す る若者 とは 、大学 時代 か

ら極 めて企業的 な価値 を身に付 けた若者 である。高度 に発 達 した資本主義社 会に生 きる我 々に と

って、この タイプの若者 はやは り1つ のキャ リア発達 がな され た姿 として重視 しな けれ ばな らな

い。異論 はあるだろ うが、企業社 会で活躍す る若者 を送 り出す ことも、 ユつのキャ リア発達 のゴ

ール であるこ とには変 わ りない。

ただ し、一方で、こ うした 自由主義的な、競争 主義 的な価値観 に基づ くゴール が、本 当にキャ

リア発達 のゴール なのか とい う反省が、お もに ヨー ロッパ のキャ リアガイダ ンスの文献 にはか な

り多 くみ られ るようにな ってい る。そのため、若者 のキャ リアガイ ダンスを社会 的な シチ ズンシ

ップ、自由競争主義への抵 抗、差別 やステ レオタイプか らの解 放の拠 り所 としてみてい こ うとい

う議論 も出てきている。

こ うしたキャ リア支援 を支 え る社 会的 なコンセ ンサ ス の問題 は、現在、 キャ リアガイ ダンス

理論 の最先端の トピックの1つ で もある(Watts,1996;Gothard,Mignot,Offer,andRuff200

1;IrvingandMalik,2005)。 これ らの議論 では、 「エ ンプ ロイア ビリティ」 に対 して 「シチ ズ

ンシ ップ」を対置 させて、両者の長短 を論 じてい る。

今後の 日本 のキャ リア発 達、キ ャ リア教育、キャ リアガイダ ンスの行 く末 は、 どのよ うに考 え

るべ きであろ うか。今回 のデー タを手がか りに さらに考察 を深 めていけるのではない か と考え る。
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Ⅱ一4大 学生のキャ リア意識 と心理社会的発達

帝塚山学院大学大学院人間科学研究科助教授

藤 田 博 康

は じめに

従 来、 キャ リア教育は、勤労 を通 じて 「能力 、個性 を生 かす 」、職 業 に 「夢や希 望 を実 現 しよ

うと意欲 的に取 り組 む」、仕 事 を通 じて 「自己を実現す る」等の 「望 ま しい:職業観 、勤労観(7） 」

の育成 に重点が置かれ てきた といえ る。 しか し、実際の ところ、勤労に 「生 き生 き としたや りが

い」を感 じられた り、職 業に 「夢や希望 を実現」で きた りす る者 は限 られ てい るとい う現実が あ

る。(表1)、(表2)

表1あ なたの現在の仕事は、あなたが本当につきたい理想の仕事でしたか

はい 44.3%

いいえ 55.3%

国立教育政策研究所2005生 涯にわたるキャリア発達の形成過程に関する総合的研究 社会人調査より

表2あ なたは現在の仕事をもし変えることができるとしたらどうしますか

すぐに、あるいはしばらく考えてから変える 43.3%

わからない 24.2%

変えない 31.4%

国立教育政策研究所2005生 涯にわたるキヤリア発達の形成過程に関する総合的研究 社会人調査より

そこで、筆者は、キャリア発達においては、勤労のポジティブな側面のみならず、た とえ、「つ

ま らない」、「積極的な価値が見出せない」と感 じられるような仕事であっても、時 と場合によっ

ては引き受 けねばならないとい う現実原則的側面を どう統合 していくか とい うことが重要であ

ると考え、小中高の児童 ・生徒が、「生きがい としての仕事、自己実現のための仕事」 と 「生活

の維持のためには避 けられない勤労、生きる枠組みとしての仕事」といった相反す る可能性もあ

る就労価値観、職業観を、どのよ うなバランスで発達 させていくのか とい う観点からの調査分析

を行った。(2)

その隙、児童 ・生徒 を

1。現実生活やその限界を踏まえた うえで 自己実現や生きがいを追求 しようとする群

2.自 己実現 ・生きがい追求を優先する群
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3.現 実生活を優先す る群

4.ど ちらにも関心がない虚無群(就 労消極群)

の4群:に 分類、分析 したところ、適性認知、 自己肯定感、勤勉性、学校適応、楽観性、親子関

係等 との関連か ら、第1群 がもっとも望ましい群であることが判明 し、改めて二側面の統合的キ

ャリア発達の重要性が示 された。加えて、発達段階 として、小学段階:未 成熟な勤労観 と夢 とし

ての希望の仕事との遊離、中学段階1自 己概念や適性認知の揺 らぎのなかでの仕事に関する自己

実現追求志向、高校段階:現 実に即 した希望職業の形成、勤労観の自己実現的側面 と義務的側面

の統合とい うプロセスが考察 された。

1大 学生調査

1.「 生きがい ・自己実現追求のための仕事」と 「生活の維持のための仕事」の統合的キャ リア

発達～

大学生調査においても同様の観点か らの分析を行った。具体的には中高生調査と同様に、

問16.1),2） 「仕事は人生における生きがいである一望む仕事に就 けなかったら我慢して働 く

べき」とい う質問項 目への回答により、以下の4群 に分類 した。

大学生における各群の割合は(表3)の とお りである。(参 考として、中高における各群の割

合も示 した)

表3「 仕事 は人生における生きがいである一望む仕事に就けなくても我慢して働くべき」の組み合

わせタイプ別割合

各群 における、適性認知度 自己肯定感 勤勉性 ・真面 目さ 将来への楽観性得点の平均値
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の順位 は(表4)の とお りであ る。(小 中高調査 と同様 、適性認知度 につ いては、 「問14・ 自分

が どんな職業 に 向いてい るの か どの く らいわか ってい ます か」、 自己肯定感 につ いて は ・ 「問

21.1)～12)明 るい人、 かっ こいい人 、元気 な人、勉強 がで きる人 、や さ しい人 、頼 りになる

人 、運動 ができる人 、先生 に好 かれ てい る人、人 よ り優れ た ところがあ る人、どん な ことにも一

生懸命 であ る人、失敗 して もくよ くよ しない人、ク ラスの人気者」、勤勉性 ・真 面 目さにつ いて

は、r問23.9)11)12)13)毎 日を大切 に生 きるこ とが大切 であ る、努力す るこ とは大事で あ

る、人が見てい な くて も悪い こ とは してはい けない、約 束の時間 は守 らなけれ ばな らない」等 の

項 目に よ り得 点を算 出 した)

表4「 仕事は人生における生きがいである一望む仕事に就けなくても義慢して
働くべき』の組み合せタイプ別 生活適応感の比較(平 均値の順位)

「諦めを視野に入れた生きがい追求群」の得点が、適性認知度を除いた自己肯定感、勤勉性 ・

真面 目さ、将来への楽観性 において最上位であった。また、調査時点における就職活動終了者

の割合は38.5%に 達 してお り、他の群に比べても有意に高かった(表5)。 したがって、この群

がキャリア発達上もっとも望ま しい群 とみなされ、小中高調査 と同様、「生きがい としての仕事」

と 「生活の維持のための仕事」の統合的キャリア発達の重要性が示 されたといえる。

表5就 職活動は終了したか
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Ⅱ就労消極群 と大学生の心理社会的発達プロセス

1.就 労消極群の問題

さて、上述の4群 の発達的変遷(表3)に おいて、第1群 の統合群が漸減であるとともに、

第2群:の 生きがい追求優先群お よび第4群 の就労消極群が、高校2年 か ら大学3年 にかけて急

増 している。このことは、二側面の統合がそれほど容易に達成 されるものではなく、いざ、就職

を目に前に して、現実的にはあきらめを視野に入れ る必要性を感 じながらも、いやな仕事をする

ことは避け少 しでも生きがいにつながる仕事を選ぼうとするか、就職そのものに消極的になって

しま うかのどち らかの志向性が強まる可能性があるといえる。

ここで、後者に関 しては、そもそも就職活動に積極的にコミットしていないばか りか(表5)、

「もし就 きたい仕事につけなかった場合には、ほかの仕事にはつかない」と答える者の割合 も相

対的に高く(表6)、 また、「仮に仕事についたとしても、数年経って転職すると思 う」という質

問項 目に肯定的な回答を している者が過半数(50.9%)を 超えている。(表7)。 したがって、こ

の群は特に就労不適応に陥 りやすい層 と考えられ、次節では、就労消極群のキャリア発達上の問

題点等について考察す る。

表6つ きたい仕事につけなかった場合どうするか

表7仕 事についても数年経って転職すると思う
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2.社 会人、職業人 としてのアイデ ンティティ形成不全

日頃、大学教員 として、大学生の就職活動に接 し、常に実感 を持つのは、積極的で行動力があ

り、友人や教員 らとの交流が頻繁な、いわゆる「外向的」といった印象を与える学生ほ ど、早 く

就職先が決ま り、一方、思春期におけるさまざまな 「悩み」にとらわれてしまい、自己理解や 自

分の適性に迷い、他者 とのかかわ りにも消極的な学生ほど、なかなか就職が決まらない とい う、

当た り前のような現実である。この現象は、その個人の学業成績や知的能力などに単純に比例す

るとい うものでもない。む しろ、本人の悩みの深 さや 自信のなさなど、思春期特有の主観的心理

状況の影響が強 く、職業人 として社会に出ていくことへのひるみや躊躇、回避、拒否などが、そ

こに顕著に表れているように思われ る。つま り、学生 とい うモラ トリアム期か ら、職業役割を持

った社会人への移行の基盤 となる、自他への信頼感や行動力などといった 「活力」に不足 してい

る状態であろう。

この点について、本研究の大学生調査結果から下村は、大学4年 時の7月 末における就職活

動未終了者 と就職活動終了者を比較 して、この時期にいまだ就職が内定していない学生は、向上

心、積極性、行動力に劣 り、 自己評価 も、(自 身が認知する)他 者からの評価 も低 く、自分の生

き方に比較的強 く悩んでお り、無力感や、組織一般に対する不信感、社会に対す る軽い絶望感の

ようなものを抱いていると指摘 している。(8)

したがって、青年層の不就労問題の多くは、思春期的な悩みの強 さ、自分や他者、社会に対す

る信頼感、肯定感の乏 しさ、主体性や行動力の不十分 さなどに特徴づけられ ると考えられ、この

ことは、言い換えれば、青年期に至るまでの心理社会的発達における蹟き、つまり、青年期以前

の発達課題である信頼性、自律性、自主性、勤勉性等の獲得が不十分であるために、社会人、職

業人としての自己同一性形成が困難 になっている状態像 といえるであろう。

このような、いわゆるアイデンティテ ィ混乱と未就業の問題は、現在に始まった問題ではない

(注1)。 例えば、1960年 代には既に、職業選択ができない青年には無能感、無価値感、自尊心の

低 さなどが見られ、特に、Erickson,E.:Hの ライフサイクル論による 「勤勉性」、Hershenson,D.B・

の職業的発達段階論(5)に よる 「有能性」の面での問題を有 しているとい う研 究がみ られる

(4),(11)。

しかしながら、これまでは、そのような 「活力」が十分でない学生たちも、 「大卒」であるが

ゆえに、とりあえず比較的条件に恵まれた会社の内定を得ることも可能であった。そ して・いっ

たん入社してしまえば、たとえそれが理想の仕事、職場ではなくとも、会社のブラン ドや待遇、

OJT・ 企業内教育や、人間関係、経済的安定などのさまざまな要因に支えられ、積極的にではな

いにしても徐々に社会人、職業人 としてのアイデンティティを確立していくケースも少なくなか

った。その意味では、終身雇用制や年功序列による昇進制度は、特に、「活力」に比較的劣る青

年層にとっては、自己確立はもちろん、社会にコミッ トしながら生きていくための意味のある「枠

組み」、「安全弁」であった。 とりもなおさず、「定職」ボあ り、自立的生活が維持できるとい う

ことは、それだ けで、確 実 なアイデ ンテ ィテ ィとな るこ とは言 うまで もない。

,しか し、いわ ゆる就職不況 の昨今 では、 「年功賃金の崩壊 、能力主義、成 果主義 の拡大 、即戦

力重視、短期決済型産業社会(12)」 の もと、一般 的に、就職 活動 において も、就職後 の会社へ

の適応や生 き残 りにおい て も、積極 性、主体性 、人 間関係 力、(専 門的)能 力等の 「活 力」が要
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求 され る時代 になってきてい る。そ のため、ど うしても、「活力」に不足す る青年 たちは、就職 、

就 業 とい う形態 での社会参加 の可能性 がますます狭 め られ、さ らに同一性 が定ま らず 、自信 も行

動力 もな くな り、よ り一層、社 会参加 が困難 とな る。 この ような悪循 環が、大卒無業者や ニー ト

と呼ばれ る層 を増加 させてい る大 きな要 因になってい るだ ろ う。

(注1)た だし、モラトリアムに関しては、かつてのモラトリアム青年が半人前意識を持ち、その負い目と共に、

早く大人になり社会人としての地位を確立したいという志向が強かったのに対し、現代のモラトリアム青

年は、物質的豊かさや消費社会を背景として、ある種の全能感を持ち、自立志向に乏しいといわれている。

皿 キャリア教育に向けての提言

1.統 合的 ・循環的キャ リア発達の重要性 ～現実の枠組み(制 約、不 自由)あ ってこその自

己実現、自己同一性 の主体的獲得(自 由)～

筆者は、多少、自身の希望とそぐわなかったとしても、とりあえず働いてみることにより、仕

事の意義や、面白さやっまらなさ、自分の適性や、能力の可能性や限界などを現実的に知ること

によってこそ、実際的かつ高次のキャリア発達を遂げる事が可能 となるといった循環的なキャリ

ア発達の重要性 を論 じた(3)。 これはすなわち、行動や活動に支えられた統合的なキャリア発

達の実現 とい うことでもある。

さて、就労消極群の心理的状況が典型的に表れていると思われる自己同一性の不全感 に悩む心

理的不適応の青年 らへの心理臨床的治療、援助等の実践知から、思春期的な 自己不確実感 に悩む

ものほど、現実的な制約を無視 して、自己実現や生きがいにつながる仕事を求めがちであ り、ま

すます、活動や就職に向けての一歩が踏み出せなくなることが指摘 されている(3),(6),(10)。本件

大学生調査 においても、先の4群 を比較 した際、一気に成功を狙お うとする傾向(「平凡でも安

定した暮 らしが したい[逆 転項 目]」、「今の世の中はこつこつ働いても評価されない」の質問項

目を合わせて得点化 した)は 就労消極群がもっとも高かった。(表8)

表8一 気に成 功を求める傾 向(平 均値 と順位)一
一

したがって、彼/彼 女 らの現実に根 ざした社会参加を通 じての同一性の主体的な獲得は難 しく

な り、よ り強まった 自己の不確実感 を一気に挽回するためには、平凡で地道な下積みが要 される

職業では満足できず、さらに誇大な職業志望を募 らせていぐ傾向がある。これは、先に述べた循
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環的なキャリア発達 とは正反対の悪循環プロセスであ り、そこには、マイナスを一気にプラスに、

黒をひっくり返 して白にという、人生の一発逆転志向が働いてお り、特に自己不全感が強い青年

らは、「職業を通 じての自己実現」に、ある意味、自己治癒を映 し合わせているともいえる。従

って、キャリアガイダンスに当たっては、彼/彼 女 ら特有の 「自己実現志向」に留意する必要が

あり、それをポジティブな側面からばかりとらえることは危険であろ う。

以上で述べた青年層の傾向は、就職不況といえども、GNP世 界2位 の物質的には我慢を強い

られることが比較的少ない物質的豊かさのなかで、「勝ち組、負け組」とい う言葉に象徴 され る

ようにプロセスよりも結果が最重視 され、即時の成功をよしとしがちな短期決済型社会でこそよ

り顕著になろう。自己同一性の主体的な獲得や 自己実現は、現実的な制約や避 けられない不 自由

を前提 としてこそなされるものである。社会的規制や不 自由などの 「枠組み」に反 目し、制約の

ない自由を求めようとすればするほど、自己理解や適性認知が混沌とし、同一性は拡散する。こ

の点、統合群が、就労消極群に比較 して、自己肯定感、自他への信頼感、勤勉性、主体性等を基

盤に、現実的制約の枠組みの中での不 自由、不確実性を前提 として、第一歩を踏み出し、社会、

職業にコミッ トして行 こうとするのとはまったく対照的である。

2.社 会人 としてのアイデンティティ形成の基盤 となる心理社会的発達を目指す教育の必要性

～ 「勤勉性」 とプロセス主義 とい う観点か ら～

従って、現代青年へのキャリア支援、キャリア教育においては、「自己理解」や 「適性認知」

を高める、「職種や仕事内容の情報」を充実させる、「職業を通じての自己実現」を目指すなどと

いった従来の発想だけでは不十分であり、自他への信頼感 、自律性、主体性、勤勉性などの青年

期以前の心理社会的発達課題 を見据えて関わっていく必要があるものと思われ る。この点、いわ

ゆる心理カウンセ リングとキャリアカウンセ リングの統合が重要になってくるであろうし、小学、

中学、高校段階におけるキャリア教育とい うものが、実際的な重みを持ってくるだろう。

これは、おそらく、「人間力」、「人間関係力」、「生きるカ」など様々な言われ方をす るものを

目指す教育理念とおおむね共通の方向性を持つものであ り、家庭教育の充実なども含めた長期的

視野に立った対策が不可欠であろ う。また、「人間 として基本的な毎日をどう生きるか」、「何が

喜びで、どう生きていくのか」などといった 「人格的教育」を、少人数の対話を重視 した教育の

なかで行ってい く必要(1)も あるだろう。ただ し、このような学校場面だけに特化 されない、い

わゆる 「人格的成長」に重なる分野は、教育政策の最もおよびにくい ところでもあろう。

ここでは、それを前提 とした うえで、あえて、信頼感、自律性、主体性、勤勉性 と続 く心理社

会的発達の うち、「勤勉性(注2)」 すなわち 「現実的な地についた行動や活動に支えられた自己効

力感、自己肯定感、有能感」を育て る教育の重要性に言及 したい。その理由として、まず第一に、

それ ら心理社会的発達段階はすなわち社会化の過程でもあり、その早期段階になればなるほど、

生い立ちや家庭環境、親子関係な どの影響を受けやす く、公教育により馴染みにくくなるであろ

うこと、逆に、現実的かつ地道な行動や活動のプロセスを正当に評価することにより児童 ・生徒

の 自己効力感、有能感、自己肯定感を育てるとい う姿勢は、教育の本質に比較的沿っていると思

われること。第二に、心理的不適応青年 らへの臨床援助経験を踏まえて、勤勉性がある程度高い

者は、たとえ信頼性や 自主性等に不足 していた としても、それがよりどころとなって職業適応を
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果 た し、好循環サイ クル に移行す るケースが少 なか らず あ り、逆 に、どんなに高い知的能力等 を

有す るものであって も、勤勉性 に欠 ける場合 、社会適応 が より困難 とな りやす い とい うこ とが挙

げ られ る。努力や真面 目さによ り、万人が裕 福あ るいは有名 になれ る とい うわけで は決 してない

が 、地道 な努力 の継続 はその ような意 味で報 われ るケースが少 なくない。

したがって、やや大胆な提言で ある とは思 われ るが、結果主義 ではな く、日々、地道 な活 動 を

心が ける者や 実直な努力 をつ ぎ込ん だ事 が ら等 に高い評価 を与え ることに よって、「勤勉性」、す

なわち、 「現実的 かっ実直な行動、活動 に支 え られた 自己効力感 、有能感 」 を育て るといったプ

ロセ ス主義の教育 の重要性 を再度 、主 張 したい。た とえ、資質や 環境 条件 な どに必ず しも恵 まれ

てい る とはい えない者 であって も、地道 に活動 に取 り組むプ ロセ スその もの によって、能力 に恵

まれ短期決 済型 に試験で高得 点を挙げ る者た ちと同程度以上 の評価 を得 られ る ことが望 ま しい。

そ うす るこ とに よ り、生 まれ も、生い立 ちも、能力 も、親 も、家庭 も、経済的基盤 も異 なる一人

ひ と りが、ニ ヒ リズムに陥る ことな く、自身 の能力 を最大限伸ばそ うと前向 きに生きてゆ く、つ

ま り、個性 を十 分に生 きられ る可能性 によ り開かれ るのではなか ろ うか。

(注2)た だし、「勤勉性」の名称は、一時代前、特に高度経済成長期の一律の 「がんばり主義」や 「根性論」な

どを連想させるため、誤解を受ける可能性があり、必ずしも適当な名称ではないとも思われる。
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1単 純集計表

クロス集計 結果(性 別)

性別 × 問1.あ なたは男ですか、女ですか。あてはまる数字をお選びください。

性別x問2.あ なたの就職活動についてお伺いします。あなたの現在の就職活動についてあてはまる番号をお選びください。

性別XQ2-2.内 定時期を書いてください 大学()年 生

性別xＱ 一2,内定時期 を書いて ください

性別x問3。 あなたは次のようなことをどれくらいしましたか。あてはまる数字を記入してください
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性別x問7.そ の職業は、本当に就きたい理想の仕事ですか。

嫁劇"嗣o.露 肥L露9々噂典"㍉る馴露`六夢醗 鱒繕遡撃7る 触僧熔辱翻臓巴繍多躍ω鱒激,についτ.縦ωど翻9顔髄寵腸昏3嶺し宮したか。あて悌 る7バて69験宰皆灘踏り《∫惣 い

性別 × 問9.就 職しようと考えている職業(大学院等に進学する場合は卒業後就職
予定の職業)は 、ご両親の職業と同じですか。あてはまる数字一つをお選びください。

性別x問9.母 親か父親かをお答えください

性別x問 紛.就 職しようと考えている職業(大学院等に進学する場合は卒業後就職予定の職業)に就きたいと思ったのはいつですか。あてはまる数字一っをお選びくださ
い。



性別x問10.小 学校 に入 ってか ら()年 の とき。

性 別x問10。 中学 校 に入 ってか ら()年 の とき。

性 別x問10.高 校 に入 ってか ら()年 の とき 。

性 別x問 り0.大 学 に入って か ら()年 の とき。

性別x間11.あ なたはその職業(就職しようと考えている:職業(大学院等に進学する場合は卒業後就職予定の職業))に就く
ためにどのような努力をしましたか。またどのような努力をしていますか。それぞれについて、あてはまるものをお選びください。
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性別x問11.あ なたはその職業(就職しようと考えている職業(大学院等に進学する場合は卒業後就職予定の職業))に就く
ためにどのような努力をしましたか。またどのような努力をしていますか。それぞれについて、あてはまるものをお選びください。

性別x問11,あ なたはその職業(就職しようと考えている職業(大学院等に進学する場合は卒業後就職予定の職業))に就く
ためにどのような努力をしましたか。またどのような努力をしていますか。それぞれについて、あてはまるものをお選びください。

性別x問11.あ なたはその職業(就職しようと考えている職業(大学院等に進学する場合は卒業後就職予定の職業))に就く
ためにどのような努力をしましたか。またどのような努力をしていますか。それぞれについて、あてはまるものをお選びください。

性別x問11.あ なたはその職業(就職しようと考えている職業(大学院等に進学する場合は卒業後就職予定の職業))に就く
ためにどのような努力をしましたか。またどのような努力をしていますか。それぞれについて、あてはまるものをお選びください。
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性別 × 問11.あ なたはその職業(就職しようと考えている職業(大学院等に進学する場合は卒業後就職予定の職業))に就く
ためにどのような努力をしましたか。またどのような努力をしていますか。それぞれについて、あてはまるものをお選びください。

性別x問11.あ なたはその職業(就職しようと考えている:職業(大学院等に進学する場合は卒業後就職予定の職業))に就く
ためにどのような努力をしましたか。またどのような努力をしていますか。それぞれについて、あてはまるものをお選びください。

性別x問11.あ なたはその職業(就職しようと考えている職業(大学院等に進学する場合は卒業後就職予定の職業))に就くた
めにどのような努力をしましたか。またどのような努力をしていますか。それぞれについて、あてはまるものをお選びください。

性別x間11.あ なたはその職業(就職しようと考えている職業(大学院等に進学する場合は卒業後就職予定の職業))に就く
ためにどのような努力をしましたか。またどのような努力をしていますか。それぞれについて、あてはまるものをお選びください。
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性別x問11.あ なたはその職業(就職しようと考えている職業(大学院等に進学する場合は卒業後就職予定の職業))に就く
ためにどのような努力をしましたか。またどのような努力をしていますか。それぞれについて、あてはまるものをお選びください。

性別 ×問12.あ なたは、もし就きたい仕事につけなかった場合、どうすることがよいと思います
か。あてはまる数字一つをお選びください。

性別 ×問12-1.そ の場 合 、卒 案後 どうしたいと思いますか 。あてはまる数字 一つをお選 びください。

性別 ×問13.あ なたは、数年たって転職すると思いますか。
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性別 × 問14.あ なたは、自分がどんな職業にむいているかどのくらいわかっていますか。あてはまる数字一つをお選びください。

性別x問15.あ なたが就職先を決定する際に重視することは何ですか。それぞれについて、あてはまるものをお選びください

性別x問15.あ なたが就職先を決定する際に重視することは何ですか。それぞれについて、あてはまるものをお選びください

性別X問15.あ なたが就職先を決定する際に重視することは何ですか。それぞれについて、あてはまるものをお選びください

性別x問15.あ なたが就職先を決定する際に重視することは何ですか。それぞれについて、あてはまるものをお選びください
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性別x問15.あ なたが就職先を決定する際に重視することは何ですか。それぞれについて、あてはまるものをお選びください

性別x問15.あ なたが就職先を決定する際に重視することは何ですか。それぞれについて、あてはまるものをお選びください

性別x問15.あ なたが就職先を決定する際に重視することは何ですか。それぞれについて、あてはまるものをお選びください

性別x問15.あ なたが就職先を決定する際に重視することは何ですか。それぞれについて、あてはまるものをお選びください

性別x問15.あ なたが就職先を決定する際に重視することは何ですか。それぞれについて、あてはまるものをお選びください

130一 一



性別x問15.あ なたが就職先を決定する際に重視することは何ですか。それぞれについて、あてはまるものをお選びください

性別x問15.あ なたが就職先を決定する際に重視することは何ですか。それぞれについて、あてはまるものをお選びください

性別x問15.あ なたが就職先を決定する際に重視することは何ですか。それぞれについて、あてはまるものをお選びください

性別x問15.あ なたが就職先を決定する際に重視することは何ですか、それぞれについて、あてはまるものをお選びください

性別 ×問15.あ なたが就職先を決定する際に重視することは何ですか。それぞれについて、あてはまるものをお選びください
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性別x問15.あ なたが就職先を決定する際に重視することは何ですか。それぞれについて、あてはまるものをお選びください

性別 ×問15.あ なたが就職先を決定する際に重視することは何ですか。それぞれについて、あてはまるものをお選びください

性別 × 問16.あなたは、次のような意見についてどのように思いますか。それぞれについてあてはまる数字をお選びください

性別x問16.あ なたは、次のような意見についてどのように思いますか。それぞれについてあてはまる数字をお選びください

性別x問16.あ なたは、次のような意見についてどのように思いますか。それぞれについてあてはまる数字をお選びください
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性別x問16.あ なたは、次のような意見についてどのように思いますか。それぞれについてあてはまる数字をお選びください

性別x問16.あ なたは、次のような意見についてどのように思いますか。それぞれについてあてはまる数字をお選びください

性別 × 問16,あなたは、次のような意見についてどのように思いますか。それぞれについてあてはまる数字をお選びください

性別x問16.あ なたは、次のような意見についてどのように思いますか。それぞれについてあてはまる数字をお選びください

性別x問16.あ なたは、次のような意見についてどのように思いますか。それぞれについてあてはまる数字をお選びください

一一133一 一



性別x問16.あ なたは、次のような意見についてどのように思いますか。それぞれについてあてはまる数字をお選びください

性別X問16あ なたは、次のような意見についてどのように思いますか。それぞれについてあてはまる数字をお選びください

性別x問16.あ なたは、次のような意見についてどのように思いますか。それぞれについてあてはまる数字をお選びください

性別X問16.あ なたは、次のような意見についてどのように思いますか。それぞれについてあてはまる数字をお選びください

性別x問16.あ なたは、次のような意見についてどのように思いますか。それぞれについてあてはまる数字をお選びください
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性別x問17あ なたはインターンシップ、教育莫習、工場実習、アル バイト、ボランティアの経験 がありますか

性別x問17-1.イ ンターンシップをするきっかけはなんでしたか。最もあてはまる数字一つをお選びください

性 別x問17-2.イ ンターンシップ の受 入 れ 先 は 、誰 が 決 め ました か

性別x問18-1.イ ンター ンシップの 経 験 が ある方 は お答 えください
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性 別x問18-1.イ ンター ンシップの経 験 が ある方 は お答 えくだ さい

性別x問18-1.イ ンターンシップの経験がある方はお答えください

性 別x問18-1.イ ンター ンシップの 経 験 が ある方 は お答 えくだ さい

性 別x問18-1.イ ンター ンシップの 経 験 が ある方 はお答 え ください

性別x問18一 で.インターンシップの経験がある方はお答えください
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性別x .問18-1.イ ンター ンシップの経 験 が ある方 は お答 え ください

性 別x問18-1.イ ンター ンシップの経 験 が あ る方 は お答 えください

性 別x問18-1.イ ンター ンシップの経 験 が ある方 は お答 え ください

性別 ×問18-2.教 育実習の経験がある方はお答えください

性別x問18-2.教 育実習の経験がある方はお答えください
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性別x問18-2.教 育実習の経験がある方はお答えください

性別 ×問18一2.教育実習の経験がある方はお答えください

性別 × 問18-2.教 育実習の経験がある方はお答えください

性別x問18-2.教 育実習の経験がある方はお答えください

性別 × 問18-2.教 育実習の経験がある方はお答えください
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性別x問18-2.教 育実習の経験がある方はお答えください

性別 × 問18-2.教 育実習の経験がある方はお答えください

性別 × 問18-3.工 場実習の経験がある方はお答えください

性別 ×問18-3.工 場実習の経験がある方はお答えください

性別x問18-3.工場 実習の経験がある方はお答えください
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性別 × 問18-3.工 場実習の経験がある方はお答えください

性別 ×問18-3.工 場実習の経験がある方はお答えください

性別 ×問18-3。工場実習の経験がある方はお答えください

性別 × 問18-3.工 場実習の経験がある方はお答えください

性別x問18-3.工 場案習の経験がある方はお答えください

一一140一 一



性別 ×問18-3.工 場実習の経験がある方はお答えください

性別 × 問18-4。アルバイトの経験がある方はお答えください

性別x問18一4.ア ルバイトの経験がある方はお答えください

性別x問18-4.ア ルバイトの経験がある方はお答えください

性別x問18-4.ア ルバイトの経験がある方はお答えください'
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性別X問18-4.ア ルバイトの経験がある方はお答えください

性別x問18-4.ア ルバイトの経験がある方はお答えください

性別 × 問18-4.ア ルバイトの経験がある方はお答えください

性別x問18-4.ア ルバイトの経験がある方はお答えください

性別x問18-4.ア ルバイトの経験がある方はお答えください
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性 別 × 問18-5.ボ ランティア の経 験 が ある方 はお答 えください 、

性別x問18-5,ボ ランティアの経験がある方はお答えください

性別x問18-5。 ボランティアの経験がある方はお答えください

性別x問18-5。 ボランティアの経験がある方はお答えください

性 別x問18-5.ボ ランティアの経 験 が ある方1まお答 えください
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性別 ×問18-5.ボ ランティアの経験がある方はお答えください

性別 ×問18-5.ボ ランティアの経験がある方はお答えください

性別x問18-5.ボ ランティアの経験がある方はお答えください

性別 ×問18-5.ボ ランティアの経験がある方はお答えください

性別x問19.あ なたは、仕事に就いていない人がいるのはなぜだと思いますか。それぞれについてあてはまる
数字をお選びください
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性別x問19.あ なたは、仕事に就いていない人がいるのはなぜだと思いますか。それぞれについてあてはまる数字をお選びください

性別 ×問19,あ なたは、仕事に就いていない人がいるのはなぜだと思いますか。それぞれについてあてはまる数
字をお選びください

性別x問19.あ なたは、仕事に就いていない人がいるのはなぜだと思いますか。それぞれについてあてはまる数字をお選びください

性別x問19.あ なたは、仕事に就いていない人がいるのはなぜだと思いますか。それぞれについてあてはまる数字をお選びください
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性別x問19.あ なたは、仕事に就いていない人がいるのはなぜだと思いますか。それぞれについてあてはまる
数字をお選びください

性別x問19.あ なたは、仕事に就いていない人がいるのはなぜだと思いますか。それぞれについてあてはまる
数字をお選びください

性別x問19.あ なたは、仕事に就いていない人がいるのはなぜだと思いますか。それぞれについてあてはまる
数字をお選びください

性別x問19.あ なたは、仕事に就いていない人がいるのはなぜだと思いますか。それぞれについてあてはまる
数字をお選びください
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性別x問19.あ なたは、仕事に就いていない人がいるのはなぜだと思いますか。それぞれについてあてはまる
数字をお選びください

性別x問19.あ なたは、仕事に就いていない人がいるのはなぜだと思いますか。それぞれについてあてはまる
数字をお選びください

性別x問19.あ なたは、仕事に就いていない人がいるのはなぜだと思いますか。それぞれについてあてはまる
数字をお選びください

性別x問20.あ なたは、大学時代を通じて、次のような資質・能力が身についたと思いますか。それぞれについ
てあてはまるものをお選びください。
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性別x問20.あ なたは、大学時代を通じて、次のような資質・能力が身についたと思いますか。それぞれについ
てあてはまるものをお選びください。

性別x問20.あ なたは、大学時代を通じて、次のような資質・能力が身についたと思いますか。それぞれについ
てあてはまるものをお選びください。

性別x問20.あ なたは、大学時代を通じて、次のような資質・能力が身についたと思いますか。それぞれについ
てあてはまるものをお選びください。

性別x問20.あ なたは、大学時代を通じて、次のような資質・能力が身についたと思いますか。それぞれについ
てあてはまるものをお選びください。

一148一 一



性別 × 問20.あ なたは、大学時代を通じて、次のような資質・能力が身についたと思いますか。それぞれについ
てあてはまるものをお選びください。

性別 ×問20.あ なたは、:大学時代を通じて、次のような資質・能力が身についたと思いますか。それぞれについ
てあてはまるものをお選びください。

性別 × 問20.あ なたは、大学時代を通じて、次のような資質・能力が身についたと思いますか。それぞれについ
てあてはまるものをお選びください。

性別 ×問20.あ なたは、大学時代を通じて、次のような資質・能力が身についたと思いますか。それぞれについ
てあてはまるものをお選びください。
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性別x問20.あ なたは、大学時代を通じて、次のような資質・能力が身についたと思いますか。それぞれについ
てあてはまるものをお選びください。

性別x問20.あ なたは、大学時代を通じて、次のような資質・能力が身についたと思いますか。それぞれについ
てあてはまるものをお選びください。

性別 ×問20.あ なたは、大学時代を通じて、次のような資質・能力が身についたと思いますか。それぞれについ
てあてはまるものをお選びください。

性別 × 間20.あ なたは、大学時代を通じて、次のような資質・能力が身についたと思いますか。それぞれについ
てあてはまるものをお選びください。
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性別 ×問20.あ なたは、大学時代を通じて、次のような資質・能力が身についたと思いますか。それぞれについ
てあてはまるものをお選びください。

性別 ×問20.あ なたは、大学時代を通じて、次のような資質・能力が身についたと思いますか。それぞれについ
てあてはまるものをお選びください。

性別x問20.あ なたは、大学時代を通じて、次のような資質・能力が身についたと思いますか。それぞれについ
てあてはまるものをお選びください。

性別x問20.あ なたは、大学時代を通じて、次のような資質・能力が身についたと思いますか。それぞれについ
てあてはまるものをお選びください。
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性別x問21,あ なたは、大学の友人たちから、どのように見られていると思いますか。それぞれ
についてあてはまるものをお選びください

性別x問21.あ なたは、大学の友人たちから、どのように見られていると思いますか。それぞれ
についてあてはまるものをお選びください

性別 × 問21.あ なたは、大学の友人たちから、どのように見られていると思いますか。それぞれ
についてあてはまるものをお選びください

性別 × 問21.あ なたは、大学の友人たちから、どのように見られていると思いますか。それぞれ
についてあてはまるものをお選びください
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性別x問21.あ なたは、大学の友人たちから、どのように見られていると思いますか。それぞれ
についてあてはまるものをお選びください

性別x問21.あ なたは、大学の友人たちから、どのように見られていると思いますか。それぞれ
についてあてはまるものをお選びください

性別x問21.あ なたは、大学の友人たちから、どのように見られていると思いますか。それぞれ
についてあてはまるものをお選びください

性別x問21.あ なたは、大学の友人たちから、どのように見られていると思いますか。それぞれ
についてあてはまるものをお選びください

____



性別x問21.あ なたは、大学の友人たちから、どのように見られていると思いますか。それぞれ
についてあてはまるものをお選びください

性別x問21,あ なたは、大学の友人たちから、どのように見られていると思いますか。それぞれ
についてあてはまるものをお選びください

性別x問21.あ なたは、大学の友人たちから、どのように見られていると思いますか。それぞれ
についてあてはまるものをお選びください

性別x問21.あ なたは、大学の友人たちから、どのように見られていると思いますか。それぞれ
についてあてはまるものをお選びください
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性別x問22.あ なたは、次のようなことにどのくらいあてはまりますか。それぞれについてあてはまるものをお選びください

性別x間22.あ なたは、次のようなことにどのくらいあてはまりますか。それぞれについてあてはまるものをお選びください

性別x問22.あ なたは、次のようなことにどのくらいあてはまりますか。それぞれについてあてはまるものをお選びください

性別x問22.あ なたは、次のようなことにどのくらいあてはまりますか。それぞれについてあてはまるものをお選びください

性別x問22.あ なたは、次のようなことにどのくらいあてはまりますか。それぞれについてあてはまるものをお選びください
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性別x問22.あ なたは、次のようなことにどのくらいあてはまりますか。それぞれについてあてはまるものをお選びください

性別 × 問22.あ なたは、次のようなことにどのくらいあてはまりますか。それぞれについてあてはまるものをお選びください

性別x間22.あ なたは、次のようなことにどのくらいあてはまりますか。それぞれについてあてはまるものをお選びください

性別x問22。 あなたは、次のようなことにどのくらいあてはまりますか。それぞれについてあてはまるものをお選びください

性別 × 問22.あ なたは、次のようなことにどのくらいあてはまりますか。それぞれについてあてはまるものをお選びください
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性別x問22.あ なたは、次のようなことにどのくらいあてはまりますか。それぞれについてあてはまるものをお選びください

性別x問22.あ なたは、次のようなことにどのくらいあてはまりますか。それぞれについてあてはまるものをお選びください

性別x問22.あ なたは、次のようなことにどのくらいあてはまりますか。それぞれについてあてはまるものをお選びください

性別x問22.あ なたは、次のようなことにどのくらいあてはまりますか。それぞれについてあてはまるものをお選びください
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性別 ×問22.あ なたは、次のようなことにどのくらいあてはまりますか。それぞれについてあてはまるものをお選びください

性別x問22.あ なたは、次のようなことにどのくらいあてはまりますか。それぞれについてあてはまるものをお選びください

性別x問22.あ なたは、次のようなことにどのくらいあてはまりますか。それぞれについてあてはまるものをお選びください

性別 × 問23.あ なたは、次のようなことについてどのように思いますか。それぞれについてあてはまるものをお選びください

性別x問23.あ なたは、次のようなことについてどのように思いますか。それぞれについてあてはまるものをお選びください

一一158一 一



性別x問23.あ なたは、次のようなことについてどのように思いますか。それぞれについてあてはまるものをお選びください

性別 × 問23.あ なたは、次のようなことについてどのように思いますか。それぞれについてあてはまるものをお選びください

性別x問23.あ なたは、次のようなことについてどのように思いますか。それぞれについてあてはまるものをお選びください

性別x問23.あ なたは、次のようなことについてどのように思いますか。それぞれについてあてはまるものをお選びください

性別x問23.あ なたは、次のようなことについてどのように思いますか。それぞれについてあてはまるものをお選びください
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性別x問23.あ なたは、次のようなことについてどのように思いますか。それぞれについてあてはまるものをお選びください

性別x問23.あ なたは、次のようなことについてどのように思いますか。それぞれについてあてはまるものをお選びください

性別x問23.あ なたは、次のようなことについてどのように思いますか、それぞれについてあてはまるものをお選びください

性別x問23.あ なたは、次のようなことについてどのように思いますか。それぞれについてあてはまるものをお選びください

性別x問23.あ なたは、次のようなことについてどのように思いますか。それぞれについてあてはまるものをお選びください
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性別x間23.あ なたは、次のようなことについてどのように思いますか。それぞれについてあてはまるものをお選びください

性別x問23.あ なたは、次のようなことについてどのように思いますか。それぞれについてあてはまるものをお選びください

性別x問23.あ なたは、次のようなことについてどのように思いますか。それぞれについてあてはまるものをお選びください

性別x問23.あ なたは、次のようなことについてどのように思いますか。それぞれについてあてはまるものをお選びください

性別x問23.あ なたは、次のようなことについてどのように思いますか。それぞれについてあてはまるものをお選びください

161一



性別x問23.あ なたは、次のようなことについてどのように思いますか。それぞれについてあてはまるものをお選びください

性別x問23.あ なたは、次のようなことについてどのように思いますか。それぞれについてあてはまるものをお選びください

性別x問25.(1)あ なたの大学は次のどれですか。あてはまる数字をお選びください。

性別x問25.(3)あ なたの在籍する学部・学科は次のどの分野ですか。

性別x間26.あ なたが女性の場合、自分はどのタイプの人生を選びたいですか。あなたが男性の場合は、どのタイプの女性をパートナーにしたいですか。あてはまるタイプ
の数字一つをお選びください。
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自由記述【男子学生】

1
6
3



【男子 学生】

1
6
3



【男子学 生】

1
6
5



【男子学生】

1
6
6



【男子学生 】

1
6
7



【男子 学生 】

1
6
8



【男子学 生】

1
6
9



【男子 学生】

1
7
0



【男子学生】

1
7
1



【女子学生】

1
7
2



【女子学 生 】

1
7
3



【女子学生】

1
7
4



【女子学生】

1
7
5



【女子学生】

1
7
6



【女子学 生】

1
7
7



【女子学 生】

1
7
8



【女子 学生】

1
7
9



【女子学生】

1
8
0



【女子学生】

1
8
1



【女子学生】

1
8
2



【女子学生】

1
8
3



【女 子学 生】

1
8
4



【女子学 生】

1
8
5





3調 査票

将来の職業についての調査(大 学生)

問1.あ なたは男ですか、女ですか。 あてはまる数字 をお選び ください。

1.男2.女

問2.あ なたの就職活動についてお伺い します。

あなたの現在の就職活動 について、あてはまる番 号をお選び ください。

1.就 職活動中

2.就 職活動は終了 した

→ 内定時期を書いて くだ さい(大 学 年生の

3.就 職に関係す る 「スクール」(専 門学校等)に 進学

4.大 学院に進学予定

5.そ の他(具 体的にお書 きくだ さい:

月)

問3.あ なたは次 の よ うな こ とを どれ く らい しま した か。 あ ては まる数字 を記 入 して くだ さい。

*あ ては ま らない場合 は 「0」 と記 入 して くだ さい。

1.エ ン トリー シー トの提 出 約 枚

2.会 社説 明会(セ ミナー)出 席 約 回

3.筆 記試 験 約 回

4.OB・OGと 会 った人数 約 人

5.面 接(集 団面接、グループディスヵッションを含む)し た会社約 社

6.の べ 面接 回数 約 回

7.内 定 取得数 約 社

問4.就 職活動を行 っていて大変だった ことは何ですか。下に書いて くだ さい。

問5。 さしつかえなけれ ば、就職 しよ うと考えている職業(大 学院等に進学す る場合は卒業後

就職予定の職業)を 書いてくだ さい(例:フ ライトアテンダント、銀行員、県庁職員など)。
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問6.そ の職業につ きたいのはなぜですか。下に書いて くだ さい。

問7.そ の職業は、本 当に就きたい理想 の仕事ですか。

1.は い2.い いえ

*問8か ら問13は 、就職 しよ うと考えている職業(大 学院等に進学す る場合 は卒業後就職予定 の

職業)の こ とにつ いて伺 います。

問8.就 職 しよ うと考えている職業(大 学院等に進学する場合は卒業後就職予定の職業)に つい

て、次 の どの情報源 を重視 しま したか。 あてはまるすべての数字:をお選び くだ さい。

1.母 親 にすす められた

2.父 親 にすす められた

3.本 やマ ンガで読んだ

4.テ レビや映画で見た

5.大 学の講義 で聞いた

6.就 職情報サイ トで知った

7.企 業等のホー ムページで知った

8.就 職 ガイダンスで紹介 された

9.会 社説 明会 ・セ ミナー

10.大 学の就職部で情報を得た

11.就 職雑誌で調べた

12.そ の仕事 を している ところを見た

13.高 校までに職場体験 を した

14.大 学 に入 ってか らインター ンシ ップで経験 した

15.ア ルバイ トをした

16.ボ ランティアで体験を した

17.父 親がその職業 に就いている(そ の仕事をしている)

18.母 親がその職業 に就いている(そ の仕事をしてい る)

19.友 だちとの話で聞いた

20.先 輩(OB・OG)か ら話 を聞いた

21.先 生か ら聞いた

22.自 分 で考えた
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23.そ の他(具 体的にお書 きくだ さい )

閥9.就 職 しようと考えている職業(大 学院等 に進学す る場合は卒業後就職予定の職 業)は 、ご

両親 の職業 と同 じですか。 あてはまる数字一つをお選び ください。

1.は い(母 親か父親 かをお答 えくだ さい。1.母 親2.父 親)

2.い いえ

問1.就 職 しよ うと考 えている職 業(大 学院等 に進学す る場合は卒業後就職予定の職業)に 就

きたいと思ったのはいつですか。あてはまる数字一つをお選び ください。

1.小 学校 に入 る前か ら

2.小 学校 に入 ってか ら

3.中 学校 に入 ってか ら

4.高 校 に入 って か ら(

5.大 学 に入 って か ら(

6.い ま考 えた

7.忘 れ た

)年 のとき

)年 のとき

)年 の とき

)年 の とき

問11.あ なたはその職業(就 職 しよ うと考えてい る職業(大 学院等に進学す る場合は卒業後就職

予定の職業))に 就 くためにどのような努力をしま したか。またどのような努力をしていますか。それ

ぞれについて、あてはまるものをお選びください。

1)情 報を収集する

とて も努力

してい る

2)就 職のための試験勉強をする

3)人 脈をひろげる

4)知 識や教養を深める

5)多 様な経験により人間的な魅力を高める

6)専 門的な技能や技術をみがく

7)資 格や検定をとる

8)面 接のためにプレゼンテーション能力を高める・・

9)ス タイルや容姿を良くする

10)体 力 をつける

11)そ の他(具 体的にお書 きくだ さい

全然努力

していない

)

問12-1は 問12で 、「2.ほ かの仕事を しなが ら就きたい仕事を 目指す」 「3.ほ かの仕事 には

一一一189一 一一

まあ努力

してい る

あま り努力

していない

問12.あ なたは、 もし就 きたい仕事 につけなかつた場合、 どうすることが よい と思いますか。

あてはまる数字一つをお選び くだ さい。

1.ほ かに就職 し就 きたい仕事 をあきらめ る

2
.
3
.

ほかの仕事をしながら就きたい仕事を日指す

ほかの仕事には就かない

問13に すすんで くだ さい。



就 かない」 と回答 した方にお聞き します。

問 亙2-1。その場合 、卒業後 ど うしたい と思いますか。あてはまる数字一つを部選び くだ さい。

1.当 分の間アルバイ ト.で生活 をする

2.希 望ではない仕事だが正社員 として働 く

3.就 職 に関係す る 「ス クール」(専 門学校等)に 行 く

4.留 年す る

5.大 学院に進学す る

6.わ か らない

7.その他(具 体的にお書きください:)

問13. あなたは、数年たって転職す ると思いますか。

1.は い2.い いえ

問14.あ なたは、自分 がどんな職業 にむいているか どの くらいわかっていますか。あてはまる

数字一っ をお選 び くだ さい。

1.は っき りとわかっている

2.な ん とな くわかっている

3.あ ま りわからない

4.全 然わか らない

問15.あ なたが:就職先を決定する際に重視す ることは何ですか。それぞれ について、あてはま

るものをお選び くだ さい。

1)収 入 ・… … … … … … ・… … … … ・…

2)労 働 時 間 … … … … ・・… … ・… ・… … …

3)通 勤 の便 ・… ・… ・… ・… ・… ・・… … … …

4)仕 事 の 内容 一 … ・… … … … ・・… 一 … ∵

5)職 場 の雰 囲気 … … … … … … ・… … … …

6)仕 事 の社 会 的意義 ・… … ∵ … … … ・・… … ・

7)事 業や 雇 用 の安 定性 … … … … ・… ・… ・… ・

8)将 来性 ・… … ・一 … … … … … … … … ・

9)専 門 的 な知識 や 技能 をい かせ る こ と・… … … ・

10)能 力 を高 め る機会.があ る こ と… … … ・… … ・「

1D.自 分 を牛 かすこ と… ・∵ ∵∵ ・… ∵ ∵ ・… ∵ ・・

12)企 業名 等 の ブ ラ ン ド・… ・… … … … … ・・…

13)勤 務 地 ・・一 ・… ・∵ ∵・・… ・… … ….・・∵・…

14)業 績 ・規模 ・… ・… … … ・・… ・∵ ・… ∵∵ ・・'

15)福 利 厚 生 の 充実 ・・… … … … … … … … …

16)育 児休 暇 や介 護休 暇 な どの家 庭配 慮 の制度 ・… ・

17）の そ の他(具 体的 にお書 き くだ さい:.
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とて も

重視す る

まあ

重視する

あま り

重視 しない

全然重視
しない



問16.あ なたは、次のよ うな意見について どの ように思いますか。それぞれ についてあてはま

る数字をお選び ください。

1)仕 事は人生における生きがいである

2)希 望する仕事にっ くために、ど うい う勉強 を

すればよいかを考えなければならない

3)た とえ、望む仕事につけなかった としても、

我慢 して働 くべきである

4)お 金に困らなければ わざわさ望まない仕事 こつく必要はない ・・

5)就 職は有力なコネ(知 り合いがいること)で 決まる

6)同 じ組織 で一生働 くのはつまらない

7)キ ャリアアヅプのための転職は当然である

8)出 世のために能力以上の無理をする必要はない

9)ベ ンチャー企業にっ とめたい

10)組 織 の業績をあげるためにはチームワークよりも

構成員の能力や資質が大切

11):職場の人と個人的なつきあいをした くない

12)組 織はいつまでも自分を守ってくれない

13)働 かなくても批難 されない風潮がフリーターを

増加 させている

問17.あ なたはインターンシップ、教育実習、工場実習、アルバイ ト、ボランティアの経験が

あ りますか。 あてはまる数字すべてをお選び くだ さい。(複 数回答可)

1.イ ンター ンシップ(教 育実習、工場実習を除 く)

2.教 育実習 →問18へ

3.工 場実習 →問18へ

4.ア ルバイ ト →問18へ

5.ボ ランティア → 問18へ

6.上 記 のどの経験 もない →ページ最下部の 「次へ進む」ボタンを押 して くだ さい

問17-1～17-3は 問17で 、 「1.イ ンター ンシ ップ 」 と回答 した方 にお聞き します 。

問17-1・ イ ンターンシ ップをす るきっかけはなんで したか。最 もあてはまる数字「つをお選び く

だ さい。

1.大 学の必修科 目として単位取得のため

2.大 学の選択科 目として単位取得のため

3.自 分で必要 と考 えたため

4.先 輩からのすす ぬ

5.そ の他(具 体的にお書 きくだ さい）

問17-2.イ ンターンシ ップの受入れ先は、誰が決めま したか。
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羅

、魏
雛

蘇霧
糠

とて も

そ う思 う

ま あ 、

そ う思 う

あま りそ う

思 わない

全然そう

思わない



1.自 分

2.指 導教官

3.大 学就職部

4.そ の他(具 体的にお書きくだ さい )

問17-3.あ なたが経験 したインター ンシップについて、具体的 に下記に書いて くだ さい。複数 あ

る場合は、重要であったもの3つ まで書いて くだ さい。

1内 容(ど こで ・どんな方法で) 2.期 間

問18は 問17で 「1.イ ン ター ン シ ップ」、 「2.教 育 実 習」、 「3.工 場 実 習 」、 「4.ア ル バ イ ト」、 「5.

ボ ラ ンテ ィア 」 の経 験 が あ る と回答 した方 に お聞 き します 。

問18.そ れ らの経験 の中で、どのような ことが役に立ちま したか。あてはまる経験をお選びの うえで、

それぞれ の経験につ いて回答 して ください。

1。 インター ンシ ップ

i

イ ンター ンシ ップの経験がある方はお答 えくだ さい

1)就 き たい仕 事 につ いて基礎 知 識 を得 た … … … …

2)仕 事 の厳 しさを知 った … … … … … ・・… ・… ・・

3)そ の 仕事 に 向い て いな い こ とが わ かっ た … ・… …
の

4)視 野 が広 が った … … … … … … … … … … ・・

5)働 く意 味 を感 じた … … … … … ・・… ・・… … ・・

6)人 脈 が ひ ろが った … … … … ・… … ・… ・… …

7)忍 耐 力 がっ い た … ・… … ・… … … ・・… ・… …

8)挨 拶 、報 告 、 時 間管 理 な どの社会 的 マナ ー を学 んだ

9)人 間 関係 の難 しさを知 った … … … … … ・… …

10)そ の他(具 体 的 にお書 き くだ さい:

2.教 育実習

1

教育実習の経験がある方はお答えください

1)就 きた い仕 事 につ いて 基礎 知 識 を得 た … … ・…

2)仕 事 の厳 し さを知った … … ・・… … … ・・… ・・

3)そ の仕 事 に 向い て いな い こ とが わ か った ・∵ ∵…

4)視 野 が広 が った … ・… … … ・… … ・… … …
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とても

そ うであ る

まあ

そ うであ る

あま りそ う

でかい

全然 そ う

でない

とても

そ うであ る

まあ

そ うで ある

あま りそ う

でない

全然そう

でない



5)働 く意 味 を感 じた … … … … … ・・… … … ・・

6)人 脈 が ひ ろがった … … … … … … ・・… … ・・

7)忍 耐 力 がっ いた ・… … … … … … ・・… … …

8)挨 拶 、報 告、 時間管 理 な どの社 会的 マナ ー を学 んだ

9)人 間関係 の難 しさを知 った ・… … … … … ・… ・

10)そ の他(具 体 的 にお書 き くだ さい: )

3.工 場実習

i

工場実習の経験 がある方はお答え くだ さい

1)就 きたい仕事 につ い て基礎 知識 を得 た … … … ・

2)仕 事 の厳 しさを知 った ・… … … … … ・… ・…

3)そ の仕事 に向い てい な い こ とがわ か った ・・… …

4)視 野 が広 が った … … … … ・… … ・… ・… …

5)働 く意 味 を感 じた … … … … … … … … … ・

6)人 脈 がひ ろが った … ・… … … … … ・・… ・…

7)忍 耐力 がっ いた ・・… … … … … … ・… … …

8)挨 拶 、報 告 、時 間管理 な どの社 会 的マナ ー を学 ん だ

9)人 間関係 の難 しさを知 った … … ・… ・… … … ・

10)そ の他(具 体 的 にお書 き くだ さい:

4.ア ルバイ ト

↓

アルバイ トの経験がある方 はお答 えくだ さい

1)就 きた い仕事 につ い て基礎 知 識 を得 た … … 一 ・

2)仕 事 の厳 しさを知 った … … … … … … … …

3)そ の仕事 に向い てい な い こ とが わ かっ た ・… … ・

4)視 野が広 が った ・・… … ・・… … ・… ・… … …

5)働 く意 味 を感 じた ・・… … … ・… … … ・… …

6)人 脈 がひ ろが った ・… ・… ・… ・… … … … …

7)忍 耐力 がっ いた … ・… … … … … ・… … … ・

8)挨 拶 、報 告 、時 間管理 な どの社 会的 マナ ー を学 ん だ

9)人 間 関係 の難 しさを知 った … … ・… … … ・… ・

10)そ の他(具 体 的 にお書 き くだ さい:

5.ボ ランティア

i

ボランティアの経験がある方はお唇えください

1)就 きた い仕事 につ い て基 礎知 識 を得 た … … ・…

2)仕 事 の厳 しさを知 った ・・… … … … … … ・…

寒
ー

・
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とても

そ うである

まあ

そ うであ る

あま りそ う

で ない

全然そ う

でない

とても

そ うであ る

まあ

そ うで ある

あま りそ う

でない

全然そ う

で ない

とて も

そ うである

まあ

そ うであ る

あま りそ う

でない.

全然そう

でない



3)そ の仕事 に向いていない ことがわかった

4)視 野 が広がった

5)働 く意味 を感 じた

6)人 脈 がひ ろがった

7)忍 耐力がっいた

8)挨 拶、報告、時間管理 などの社会的マナーを学んだ

9)人 間関係 の難 しさを知 った

10)そ の他(具 体的にお書 きくだ さい: )

悶1.。 あなたは、仕事 に就 いていない人がいるのはなぜだ と思いますか。それぞれについてあて

はまる数 宇をお選び くだ さい。

1)働 きた くて も、働 くところがないか ら

2)働 くところをやめ させ られたか ら

3)就 きたい職業がないか ら

4)健 康ではないか ら

5)人 と仲良 くできないか ら

6)だ らしがないか ら

7)仕 事 をす る能力がないか ら

8)何 を した らいいか、わか らないか ら

9)仕 事 を一つに決め られないか ら

10)働 くのが嫌 いだか ら

11)他 に したい ことがあるか ら

12)働 かなくても、暮 らしていけるか ら

問20.あ なたは、大学時代 を通 じて、次の よ うな資質 ・能力が身 についた と思いますか。それ

ぞれ につ いてあてはまるものをお選び くだ さい。

1)問 題を発見するカ

2)論 理的に考えられるカ

3)常 に新 しい知識 ・経験 ・学力 を身 につ けようとす る力

4)情 報を収集するカ

5)人 間関係 を円滑にするカ

6)人 脈形成 力

7)自 己表現力

8)交 渉力

9)状 況の変化に柔軟に対応する力

10)異 文化を受容す るカ

11)語 学力

12)コ ン ピューター活用能力

13)熱 意 ・意欲 を維持す るカ
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とて も

そ うである

まあ

そ うである

あま りそ う

でない

全然そ う

でない

とて もある

と思 う

ま あ あ る

と思 う,

あま りある

と思わない

全然あると

思わない



14)行 動 力 ・実行 力

15)意 見や利害の対立 を調整す る力

16)専 門能力

17)体 力

18)そ の他(具 体的にお書 きくだ さい )

問21.あ なたは、大学の友人たちか ら、 どのよ うに見 られていると思いますか。それぞれにつ

いてあてはまる数字 に○をつ けてください。

1)明 るい人

2)か っ こい い人

3)元 気な人

4)勉 強ができる人

5)優 しい人

6)頼 りになる人

7)運 動ができる人

8)先 生に好かれている人

9)人 よりす ぐれた ところが ある人

10)ど んなことにも一生懸命である人

11)失 敗 してもくよくよ しない人

12)み んなに好かれてい る人

わからない

κ

問22.あ なたは、次のよ うなことにどのくらいあてはま りますか。それ ぞれ につ いてあてはま

るものをお選び ください。

1)人 よりも計画性のある方だ

2)き れいなものを集 めた り飾つた りす ることが好きだ

3)「これは何だろう」「なぜこうなるのだろう」という疑問をもつ
.

4)自 分が生まれてきた意味について考えることがある

5)他 人に対 して、自分の意 見をはっき り言 う方だ

6)家 族や友人に対す る愛情が深い方だ

7)も のの仕組みが どうなってい るのか、興味を持づ方だ

8)身の まわりの物の形や色に、強く心を引きつけられることがある

9)何か変わったことに気づくと、 その原因や理由をつきとめたくなる

10)人 間の運命 とい うものを感 じることがある

11)誰 かが困ってい るのを見た ら、進 んで手助 けする…

12)10分 や20分 の空き時間 ・待ち時間も、なるべく有効に使 う

___w..

そ う思われ

ている

そう思われて

いない

非瀬こそ

うである

まあそう

鰯

とち ら

ともいえない

"

あまりそ う ・

ではない

全然そう

ではない



13)相 手の話をよく闘いて、気持ちを受けとめようとする方だ

14)間 違ったことをしている人を見たら、きちんと注意する・・

15)ど うせやらなくてはならない雑用は、早めに片付けてしまう

16)自 分が普段使 うものは、色やデザインにこだわる方だ …

17)自 分はどのように生きるべきかと、悩むことがある

18)グ ループの中心になって、他の人を引っぱっていこうとする方だ

問23.あ なたは、次の ような ことについて どのよ うに思いますか。それぞれ についてあてはま

るものをお選び くだ さい。

1)女 の人は、ず っと続 けられ る職業を持 ったほうがよい…

2)女 の人は、子 どもを育てた り、家を掃除 した り、 ごはん

を作 った りす ることが大切である

3)男 の人 は、ずっ と続 け られ る職業 を持 ったほ うがよい…

4） 男の人は、子 どもを育てた り、家 を掃除 した り、ごはん

を作った りす ることが大切 である

5)高 齢者 の世話は、できるだけ しなけれ ばいけない

6)結 婚は したほ うがいい

7)子 どもを育てるべきだ

8)こ れか らの世 の中は夢や希望に満ちている

9)毎 日を大切 に生きることが大事で ある

10)先 の ことを今 考えて も仕方がない

11)努 力す ることは大事である

12)人 が見ていな くて も、悪いことを して はいけない

13)約 束 の時間は、守 らなければな らない

14)今 の社会は、貧富の差が大きい

15)仕 事 をす るには、都会 のぼ うが都合がよい

16)社 会的に評価 され る地位や立場に就 くことは大事である・・

17)平 凡で も安定 した暮 らしをしたい

18)今 の世の中は こつ こつ働いても評価 されない

19)社 会保険制度は 自分の将来の生活 のために必要だ

問24.あ なたが将来安定 した くらしをするためには、毎月、だいたい どの くらい給料 をもらいた

い と思いますか。その金額 を書いて くだ さい(0の 数を確認 してまちがいがないよ う書いて

くだ さい。)

*単 位 は 「万円」

毎月 万円
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問25.あ なたが在籍す る大学についてお聞き します。

(1)あ なたの大学は次の どれですか。あてはまる数字 をお選び ください。

1.国 立大学

2.公 立大学

3.私 立大学

(2)差 し支えなければ、あなたの在籍する大学名 を書いてください。

(3)あ なたの在籍す る学部 ・学科は次の どの分野ですか。

1.法 学系

4.社 会学 系

7.教 員養成 学 系

10.農 ・獣 医 ・水 産学 系

13.薬 学系

16.家 政 ・生活科 学 系

19.情 報 学系

2.経 済 ・商 学 系

5。 教育 学系

8.理 学 系

11.医 学 系

14.保 健 ・看護 学 系

17.芸 術 学 系

3.文 学 系

6.外 国語 学系

9.工 学 系

12.歯 学 系

15.介 護 ・福祉 学系

18.体 育 学 系

20.そ の他(具 体的に書いてくだ さい )

問26.つ ぎにあるのは女性の職業、結婚、出産についての人生の8つ のタイプです。あなたが女

進 墜 、自分はどのタイプの人生を選びたいですか。あなたが男性の場合 は、 どのタイプの女

性をパー トナーにしたいですか。 あてはまるタイプの数字一つをお選びください。

1.職 業継続(結 婚しない、職業を持ち続ける)

2.職 業継続 十結婚(結 婚し、出産しない、職業を持ち続ける)

3.職 業継続+結 婚⇒ 出産(結 婚し出産する、職業を持ち続ける)

4.職 業 十結婚⇒職業 中断(離 職)+出 産(結 婚で職業をやめる)

5.職 業+結 婚+出 産⇒職業 中断(離 職)(結 婚し出産で職業をやめる)

6.職 業+結 婚⇒職業 中断+出 産⇒職業復帰

(結婚で職業を離れ出産し、子どもが一定の年齢に達したら再び職業につく)

7.職 業+結 婚+出 産⇒職業 中断→職業復帰

(結婚し出産で職業を離れ、子どもが一定の年齢に達したら再び職業につく)

8.結 婚 十出産(結 婚し出産する、職業にっかない)
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問27.あ なたのご両親について、 さしつかえなければ、下記 にご記入 くだ さい。

父 親

母 親

職 業 最終学歴

閥28.あ なたの将来(大 学卒業後)を 想像 し、仕事、結婚 ・独身生活、子 ども、死のこ とな ど

をいれ ての文章 を作 って ください。

た とえば、私は …

○歳 で○○○の仕事 につき、○歳で結婚 し何人 ぐらいの子 どもを持 ち、あるいは独身のま

ま過 ごし、○歳 まで生きたい … など

私 は …

()歳 で

()歳 で

()歳 で

()歳 で

()歳 で

㊥上記 に書 ききれ ない場合 は、続 けてこちらにお書 きくだ さい。

〈ご協力 どうもあ りが とうございま した〉
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